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本機は P2HD 5 年間無償
修理特約の対象商品です。

詳しくは Vol. 1 の 31 ページを
ご覧ください。

取扱説明書　　　

メモリーカードカメラレコーダー

品番 AG-HPX255

本書は、メモリーカードカメラレコーダーの詳しい操作方法について説明しています。
本機の基本操作は、製品に同梱の、「取扱説明書 Volume 1」（印刷物）をご覧 
ください。

Volume 2

● 取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
● ご使用前に「安全上のご注意」（ Vol. 1 の 6 ～ 10 ページ）を必ずお読みください。

Vol.2
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• SDHC ロゴは SD-3C、LLC の商標です。
• HDMI、HDMI ロゴ、および High-Definition Multimedia Interface は、米国およびその他の国におけ

る HDMI Licensing LLC の商標ま たは、登録商標です。
• Microsoft®、Windows®は、米国 Microsoft Corporation®の米国、および各国における商標、また

は登録商標です。
• Microsoft Corporation のガイドラインに従って画面写真を使用しています。
• Apple®、Macintosh®、Mac OS® は、米国 Apple Inc. の米国、および各国における商標、 または登録

商標です。
• その他、この説明書に記載されている各種名称、会社名、商品名などは各社の商標または登録商標です。
• 本製品は、AVC Patent Portfolio License に基づきライセンスされており、お客様が個人的かつ非営

利目的において以下に記載する行為にかかわる個人使用を除いてはライセンスされておりません。
- AVC 規格に準拠する動画（以下、AVC ビデオ）を記録する場合
- 個人的かつ非営利的活動に従事する消費者によって記録された AVC ビデオを再生する場合
- ライセンスを受けた提供者から入手された AVC ビデオを再生する場合
 詳細については米国法人 MPEG LA, LLC (http://www.mpegla.com) をご参照ください。

この装置は、クラス B 情報技術装置です。
この装置は家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接
して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 VCCI-B

本書内のイラストについて
• カメラレコーダー本体、メニュー画面などのイラストは、実際とは異なることがあります。
• カメラレコーダー本体の端子の位置を示すために、本体に付属の保護キャップは「各部の名称」（ Vol. 

1 の 15 ページ）以外では表記していません。

参照ページについて
• 本書では、参照ページを（ 00 ページ）のように示しています。

用語について
• SD メモリーカード、SDHC メモリーカード、どちらも SD メモリーカードと記載しています。
• 「P2」ロゴがついたメモリーカード（別売の AJ-P2C064AG など）を「P2 カード」と記載しています。
• 1 回の記録動作により作成された映像を「クリップ」と呼び、そのように記載しています。
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ファインダーの使いかた
本機のファインダーには、小型の LCD を採用した
ビューファインダーと、3.45 型の液晶モニター 
があります。
用途や撮影条件に合わせて、使い分けてください。
• ビューファインダーや液晶モニターの映像と、

モニターテレビの映像とでは、明るさや色合い
が違う場合があります。
最終的な映像は、モニターテレビで確認してくだ
さい。

液晶モニターが開いているときは、ビューファイ
ンダーが表示されない場合がありますので、液晶
モニターを閉じてください。

ビューファインダーを使う

1 本機の POWER/MODE スイッチを ON にし、
ビューファインダーに映像が映っていることを確
認する。

2 ビューファインダーの画面が、一番見やすい位
置にする。
• ビューファインダーは、約 90 度まで垂直に起

こすことができます。

3 視度調整ダイヤルで、ファインダー画面の文字
がはっきり見えるように調整する。

視度調整ダイヤル

アイピース

ビューファインダーのアイピースは、太陽や強い
光源に向けたままにしない。
• レンズにより集光されると、内部部品が破損し、

火災の原因となります。

• 液晶部には、0.01％以下の画素欠けや常時点
灯するものがあります。これらは故障ではなく、
また、記録された映像に影響を与えるものでは
ありません。

• 液晶モニターに画面の焼付けが発生する場合が
ありますが、故障ではありません。

• 以下はいずれもビューファインダー上の現象で
あり、故障ではありません。また、本体の記録
および出力信号には影響ありません。
・ ビューファインダー内で視線を動かした場合な

どに、原色（緑、青、赤）が見えることがあ
ります。

・ 低温時に画面にピンクの色ムラが見えることが
あります。

・ 本体に通電していない状態で、画面に黒いし
みが見えることがありますが、通電するとなく
なります。

• 低温時に残像が増えて見えることがありますが、
故障ではありません。

• カメラレコーダーが冷え切っている場合、電源
ON の直後は液晶モニターが通常より少し暗く
なります。内部の温度が上がると通常の明るさ
に戻ります。

撮影



7

撮
影

液晶モニターを使う

1 本機の POWER/MODE スイッチを ON にす
る。（ Vol. 1 の 24 ページ）

2 液晶モニターを開く。
• 開く角度は、90 度までです。それ以上、無

理に開くと、本機の故障につながります。

3 液晶モニターの画面が一番見やすい位置にす
る。
• レンズ方向に 180 度、手前方向に 90 度ま

で回転します。
• 開いた状態の液晶モニターには無理な力が掛

からないようにしてください。本機が故障する
おそれがあります。

液晶モニターを閉じる時は、確実に閉じてくださ
い。

映像の輪郭を強調する
ビューファインダー映像や液晶モニター映像の輪郭
を強調することで、フォーカスが合わせやすくなりま
す。
輪郭を強調しても、カメラレコーダーから出力され
る映像や記録される映像には影響ありません。

設 定 メ ニ ュ ー DISPLAY SETUP 画 面 の EVF 
PEAK LEVEL、EVF PEAK FREQ 項目を調整す
る。

PUSH  MENU  TO  RETURN 

EVF PEAK FREQ
EVF SETTING
EVF B. LIGHT
EVF COLOR

ZEBRA1 DETECT
ZEBRA2 DETECT

0
LOW
>>>

NORMAL
ON

EVF MODE AUTO
100%
85%

EVF PEAK LEVEL

DISPLAY SETUP
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画面表示を調整する

1 本機の POWER/MODE スイッチを ON にす
る。（ Vol. 1 の 24 ページ）

2 MENU ボタンを押す。
• メニュー操作については、「設定メニューの基

本操作」（ Vol. 1 の 27 ページ）をご参照く
ださい。

• 本体のボタンに対応したリモコンのボタンでも
操作できます。詳しくは、「各部の名称（リモ
コン）」（ Vol. 1 の 18 ページ）をご参照くだ
さい。

3 ビューファインダーの調整
設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の EVF 
SETTING 項目で CHANGE を選びます。

液晶モニターの調整
設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の LCD 
SETTING 項目で CHANGE を選びます。

• ビューファインダー調整の場合

PUSH  MENU  TO  RETURN 

EVF PEAK FREQ
EVF SETTING
EVF B. LIGHT
EVF COLOR

ZEBRA1 DETECT
ZEBRA2 DETECT

0
LOW
>>>

NORMAL
ON

EVF MODE AUTO
100%
85%

EVF PEAK LEVEL

DISPLAY SETUP

4 設定したい項目を OPERATION レバーを 
方向または  方向に倒す。

• ビューファインダー調整の場合

PUSH  MENU  TO  RETURN 

EVF BRIGHTNESS

EVF CONTRAST

EVF SETTING

[–] ––––––––+–––––––– [+]

[–]  ––––––––+–––––––– [+]

5 選んだ項目を OPERATION レバーを  方向
または  方向に倒して、調整する。

• ビューファインダー調整の場合

PUSH  MENU  TO  RETURN 

EVF BRIGHTNESS

EVF CONTRAST

EVF SETTING

[–] ––––––––+–––––––– [+]

[–]  ––––––––+–––––––– [+]

6 MENU ボタンを 3 度押して、メニューモード
を解除する。

• EVF SETTING または LCD SETTING の各
項目を選択して設定値を変更可能な状態の時、
COUNTER RESET ボタンを押すと、その項
目の設定値を工場出荷値にすることができま
す。

• ビューファインダー表示はカラーとモノクロ
を選択できます。（設定メニュー DISPLAY 
SETUP 画面の EVF COLOR 項目）なお、解
像度はどちらも同じです。

バックライトの明るさを変える
液晶モニターのバックライトの明るさを 5 段階で切
り替えることができます。

1 設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の LCD 
BACKLIGHT 項目を選ぶ。

2 +1 ～－3 の範囲から数値を選び、設定します。
数値が大きいほど明るくなります。

• 本体の電源を切っても、設定は保持されます。
• なお「ＬＣＤ B.L」を割りつけた USER ボタン

を押すことによりLCD BACKLIGHT 項目の値
を順に変えて、バックライトの明るさをワンタッ
チで切り替えることができます。

「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

ファインダーの使いかた（つづき）
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タリーランプ
OTHER FUNCTIONS画面のTALLY LAMP項目

（ 150ページ）をＯＦＦ以外に設定すると、撮影中に
タリーランプを点灯させることができます。
また、本機が下記の状態の時は、タリーランプが点
滅します。
• バッテリーの残量がなくなった時（1 秒間に 4 回）
• P2 カードの記録残量、およびバッテリーの残量が

少なくなった時（1 秒間に 1 回）
• P2 カードのアクセス中にカードを抜いた時
（1 秒間に 4 回）
• P2 カードの記録残量がなくなった時（1 秒間に 4

回）
• GENLOCK IN 端子の基準信号の乱れ、システム

エラーまたは記録異常などの警告時（1 秒間に 4
回） タリーランプ 

（フロント）

タリーランプ 
（リア）
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撮影の基本操作
撮影準備

1 本機の POWER/MODE スイッチを ON にす
る。（ Vol. 1 の 24 ページ）

2 P2 カード /SD メモリーカードスロットカバーの
OPEN レバーを下方に押して（）、スライド
させて開く（）。

3 P2 カードをカードスロットの奥までしっかり差し
込む。

4 P2 カード取り出しボタンを矢印の方向に起こ
し、P2 カード /SD メモリーカードスロットカ
バーを閉じる。
• 2 つの P2 カードスロットがあります。
• ほこり等から保護するため、カードスロット

カバーは必ず閉じてください。
• P2 カードアクセスランプがオレンジ色に点滅
している間は、P2 カードを取り出さないでく
ださい。（ 12 ページ）

3

4 1

ロック解除ボタン

POWER/MODE 
スイッチ

オートモードで撮影する

1 本機の POWER/MODE スイッチを ON にす
る。（ Vol. 1 の 24 ページ）
• 動作ランプ（CAMERA）が赤点灯しているこ

とを確認してください。

2 AUTO/MANUAL スイッチを AUTO にする。
• A  がビューファインダーや液晶モニターの上

部に表示されます。
• フォーカス、ゲイン、絞り、ホワイトバラン

スが自動調整されます。

3 START/STOP ボタン（赤）を押し、撮影を
開始する。
• 再度押すと撮影の一時停止状態になります。
• ローアングルで撮影する時は、ハンドル側の

START/STOP ボタンを使うと便利です。
• ハンドル側の START/STOP ボタンは、誤動

作防止のためにホールド機構がついています。

1

3

AUTO MANUAL

2 動作ランプ
(CAMERA)

AUTO/MANUAL 
スイッチ

START/
STOP ボタン

（ハンドル側）

POWER/MODE 
スイッチ

ロック解除ボタン
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以下のような場合、START/STOP ボタンを押
して記録を停止しても、P2 カードへの書き込み
完了までに時間を要する場合があります。
そのため、すぐに START/STOP ボタンを押し
て記録を開始させようとしても、動作を受け付け
ることができません。
• 短時間記録の停止動作
• 2 枚目の P2 カードにわたって記録した直後の

停止動作
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P2 カードアクセスランプ
■ CAMERA/ＰＢ/ＰＣ（ＵＳＢ HOST）モード
緑色点灯 ：書き込み、読み込み可能
緑色点滅（遅） ： カード残量なし、書き込

み保護状態
オレンジ点灯 ：記録対象スロット
オレンジ色点滅 ：アクセス中
オレンジ色点滅（速） ：認識中
オレンジ色同時点滅 ： アクセス中のカード取り

出し
消灯 ： 未挿入、未フォーマット、

未対応カードの挿入

■ PC（USB DEVICE）モード
オレンジ点滅 ：アクセス中
消灯 ：アクセス中以外

P2 カードアクセスランプ

P2 カードの保護について
P2 カードの記録内容を誤って消してしまうことを
防ぐには、P2 カードの書き込み禁止スイッチを

「PROTECT」側にします。

書き込み禁止スイッチ

PROTECT

撮影した映像を確認する（REC CHECK）
記録後に、REC CHECK ボタンを押すと、最新の
クリップの最後の約2秒間が自動的に再生されます。
REC CHECK ボタンを押し続けると最大 10 秒前
までの再生が可能です。
これにより記録が正しく行われたかどうかを確認でき
ます。
• 再生後は、再び記録待ち状態になります。
• 再生時間が 10 秒以内のクリップの場合は、クリッ

プの先頭まで戻った状態で、REC CHECK ボタン
を押し続けても、現在のクリップより以前のクリッ
プは再生されません。

REC CHECK ボタン

• バックアップ機器を DVCPRO/DV 端子、また
は SDI OUT 端子などに接続して、バックアッ
プ画像を記録中の場合、この REC CHECK 中
の再生画像が記録されてしまいますので、お気
をつけください。

• ワンクリップレックモードでは、REC CHECK
の最大戻り位置、および記録一時停止状態から
の再生開始位置は、クリップの先頭ではなく、
最後に記録開始した位置になります。

撮影の基本操作（つづき）
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P2 カードのフォーマット

1 本機の POWER/MODE スイッチを ON にす
る。（ Vol. 1 の 24 ページ）

2 POWER/MODE スイッチを回して、
ＰＢ/ＴＨＵＭＢＮＡＩＬモード 

（ＰＢ/ＴＨＵＭＢＮＡＩＬランプが点灯）にする。
• サムネールが表示されます。

動作ランプ（ＰＢ/ＴＨＵＭＢＮＡＩＬ）

POWER/MODE スイッチ

3 MENU ボタンを押す。
• サムネールメニューが表示されます。

OPERATION レバー

EXIT ボタン
MENU ボタン

4 サムネールメニューから
OPERATION → FORMAT を選ぶ。 

（ 92 ページ）
• 下記のような画面が表示されますので、フォー 

マットしたい P2 カードが挿入されたスロット番
号を選び、選択します。フォーマットしない場
合は、EXIT ボタンを押してください。

• MENU ボタンを押すと、サムネールメニュー
表示が消えます。

THUMBNAIL
OPERATION
PROPERTY
META DATA
HDD
EXIT

DELETE
FORMAT
REPAIR CLIP
RE-CONNECTION
COPY
EXCH.THUMBNAIL
EXIT

SLOT1
SLOT2
SD CARD

EXIT

5 確認の画面で YES を選ぶ。
• 選択した P2 カードがフォーマットされます。
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P2 カードに記録されるクリップの分割について
本機で 8 GB 以上の P2 カードを使用した場合、1
回の連続記録時間が下表に示す時間を超えると、自
動的に別のクリップとして記録を継続します。なお、
P2 機器でクリップのサムネール操作（表示、削除、
修復など）を行う場合は、1 つのクリップとして操作
できます。ノンリニア編集ソフト、およびパーソナル
コンピューターなどでは、別々のクリップとして表示
されることがあります。

記録フォーマット 
（Native 記録を除く） 連続記録時間

AVC-I 100
DVCPRO HD 約 5 分

AVC-I 50
DVCPRO50 約 10 分

DVCPRO
DV 約 20 分

P2 カードの記録時間について
本機で使用できる P2 カード
本 機 では、 別 売 の AJ-P2C064AG（64 GB）、
AJ-P2E032XG（32 GB） などの、4 GB から
64 GB の P2 カードが使用できます。

（2012 年 6 月現在）

• AJ-P2C002SG（2 GB）のカードは使用で
きません。

• P2 カードの種類によっては、本機搭載のファー 
ムウェアのアップデートが必要になることがあり
ます。
・ 「本機搭載ファームウェアのアップデート」
（ 157 ページ）

• 取扱説明書に記載された情報以外の最新情報
は、下記ウェブサイトのサポートデスクをご参照
ください。

（日本語）http://panasonic.biz/sav/
（英語）http://pro-av.panasonic.net/

P2 カードの記録時間
（64 GB カード 1 枚使用の場合）

システムモード 記録フォーマット 
（コーデック） 記録時間

HD 
（1080i、
720P）

AVC-I 100
DVCPRO HD 約 64 分

AVC-I 50 約 128 分

SD 
（480i、576i）

DVCPRO50 約 128 分

DVCPRO
DV 約 256 分

• 上記は、通常の記録の値です。Native 記録の
場合は、システムモードによりさらに長時間記
録できます。

・ 「記録フォーマット一覧」（ 164 ページ）
• 32 GB の P2 カードの場合は上記の各記録

時間の 1/2、16 GB の P2 カードの場合は
1/4、8 GB の P2 カードの場合は 1/8 となり
ます。

• 表示容量には管理領域などが含まれており、記
録に使用できる容量は上記より少なくなります。

撮影の基本操作（つづき）
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P2 カードを取り出す

1 P2 カード /SD メモリーカードスロットカバーの
OPEN レバーを下方に押して（）、スライド
させて開く（）。

2 P2 カードアクセスランプがオレンジ色に点滅し
ていないことを確認する。

3 P2 カード取り出しボタンを倒して、押す。

4 P2 カードを取り出す。

3
4

P2 カードアクセス
ランプ

P2 カード取り出しボタン

• P2 カード故障の原因となりますので、以下の状態
の時は、カードを取り出したり、電源を切ったりし
ないでください。
  挿入された P2 カードを認識中（P2 カードア

クセスランプがオレンジ色に点滅）の間。
  記録中や記録終了処理中、および P2 カードア

クセスランプが点滅している間。

• 万が一、フォーマットやアクセス中の P2 カードを取
り出した場合、ビューファインダーと液晶モニター 
画面に「TURN POWER OFF」と表示され、タ
リーランプで警告表示を行います。この場合、電
源を入れ直してください。
・ フォーマット中に取り出した時：

フォーマットをやり直してください。
・ アクセス中に取り出した時：

クリップが不正規の状態になることがあります。
（ 78 ページ）クリップをご確認の上、修復を行
ってください。「クリップの修復」（ 85 ページ）

• プリレックの直後、空きスロットに P2 カードを挿
入しても、すぐに認識されません。

• 再生中は、他の空きスロットに P2 カードを挿入し
ても認識されず、P2 カードアクセスランプは点灯
しません。再生が終了してから、P2 カードの認識
を始めます。

• P2 カードアクセスランプは、OTHER FUNCTIONS
画面の ACCESS LED 項目で常に消灯させる設定が
できます。この場合、電源を OFF にしてから取り出
すか、カード装着後または動作（記録、再生など）停
止後、十分時間をおいてから取り出してください。

• PB/ＴＨＵＭＢＮＡＩＬモード、PC モード（USB 
HOST）の時、P2 カードを取り出すと画面はいっ
たん閉じてから更新されます。
ただし、カードを抜く直前の画面がいずれであって
も、サムネール画面に戻ります。
またこの時、もう一方のスロットに P2 カードが残
っている場合、アクセス中になりますので、連続し
て P2 カードを引き抜く際には、お気をつけくださ
い。

P2 カード使用上の注意
P2 カードは必ず P2 機器でフォーマットしてご使
用ください。
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SD ／ SDHC メモリーカード（ 以 後、 両カード
とも SD メモリーカードと記載します）を使って、
SCENE ファイル、USER ファイルの保存・読み
込みやクリップメタデータのアップロードができます。

（ 58 ページ）

SD メモリーカードの取り付け・取り出し
取り付け

1 P2 カード /SD メモリーカードスロットカバーの
OPEN レバーを下方に押して（）、スライド
させて開く（）。

2 カードの向きに気をつけて、SD メモリーカード
スロットに入れる。

2

アクセスランプ

3 P2 カード /SD メモリーカードスロットカバーを
閉じる。

取り出し

1 P2 カード /SD メモリーカードスロットカバーを
開け、アクセスランプが点灯していないことを
確認する。

2 カードをさらに本体側へ押し込み、カードをつ
まんで取り出す。

3 P2 カード /SD メモリーカードスロットカバーを
閉じる。

SD メモリーカードのフォーマット 

1 本機の POWER/MODE スイッチを ON にす
る。（ Vol. 1 の 24 ページ）

2 POWER/MODE スイッチを回して、
ＰＢ/ＴＨＵＭＢＮＡＩＬモード 

（ＰＢ/ＴＨＵＭＢＮＡＩＬランプが点灯）にする。

3 MENU ボタンを押す。

4 サムネールメニューから
OPERATION → FORMAT → SD CARD を
選ぶ。（ 92 ページ）
• フォーマットしない場合は、EXIT ボタンを押
してください。

THUMBNAIL
OPERATION
PROPERTY
META DATA
HDD
EXIT

DELETE
FORMAT
REPAIR CLIP
RE-CONNECTION
COPY
EXCH.THUMBNAIL
EXIT

SLOT1
SLOT2
SD CARD
EXIT

5 確認の画面で YES を選ぶ。
• 選択した SD メモリーカードがフォーマットさ

れます。

• 設定メニュー CARD FUNCTIONS 画面の SD 
CARD FORMAT 項目からもフォーマットでき
ます。（ 149 ページ）

• SDHC カードの場合、32 KB の容量は使用済
みとなります。

SD ／ SDHC メモリーカードを使う
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SD メモリーカード使用上の注意
本機で使用する SD メモリーカードは SD 規格 / 
SDHC 規格に準拠したものをお使いください。
また、SD メモリーカードのフォーマットは、必ず本
機で行ってください。本機では、下記の容量の SD
メモリーカードが使用できます。
なお、SDXC メモリーカードには対応していません。

SD（8 MB ～ 2 GB まで）
SDHC（4 GB ～ 32 GB まで）

取扱説明書に記載された情報以外の最新情報は、
下記のウェブサイトより、P2 のサポートページをご
参照ください。 

（日本語）http://panasonic.biz/sav/
（英語）http://pro-av.panasonic.net/

• 使用時、保管時は以下の点にお気をつけください。
・ 高温・多湿を避ける。
・ 水滴を付けない。
・ 帯電を避ける。

• SD メモリーカード使用時は、必ずカバーを閉じて
ください。

• 「メモリーカードのご使用について」（ 161ページ）
もあわせてご参照ください。
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ズーム機能を使う
本機は、22 倍光学ズームを備えています。
ズームレバー、またはズームリングでズーム動作を
行います。

ズームレバー（ハンドル側）

ズームリング

ズームレバー（グリップ側）

ZOOM スイッチ

HANDLE ZOOM スイッチ

ズームレバー
ZOOM スイッチを SERVO 位置にすると、ズーム
レバーでモータードライブによるズーム動作が行え
ます。
 T： ズームイン
 W： ズームアウト
グリップ側のズームレバーを軽く押すと低速でズーム
動作を行い、強く押すと高速でズーム動作を行いま
す。

ハンドル側ズームレバー
ハンドル側のズームレバーで行うズーム動作のス 
ピードは、HANDLE ZOOM スイッチで 3 段階に
切り替えることができます。
HANDLE ZOOM スイッチのスピード設定は、設定
メニュー SW MODE 画面の HANDLE ZOOM 項
目で変更できます。（ 137 ページ）

ズームリング
ZOOM スイッチを MANUAL 位置にすると、ズー
ムリングで手動によるズーム動作が行えます。
• ZOOMスイッチがSERVO位置の時は手動でズー 

ム操作を行わないでください。故障の原因になり
ます。

リモコンでの操作
ZOOM/VOL ボタンを押すと、モータードライブで
のズーム動作を行います。
• ズームスピードは中速に固定されています。

ZOOM/VOL ボタン
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デジタルズーム機能
USER MAIN または USER1 ～ 4 ボタンのいずれ
かに、D.ZOOM を割り当てることによって、デジタ
ルズーム機能を使うことができます。（ 39ページ）
D.ZOOM を割り当てた USER ボタンを押すごとに、
倍率が OFF（×1）→ 2 倍（×2）→ 5 倍（×5）
→ 10 倍（×10）→ OFF（×1）の順に切り替わ
ります。
• OFF（×1）以外が選択されているときは、ビュー 

ファインダーや液晶モニターの画面に、現在の倍
率が表示されます。

• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

デジタルズーム機能の使用に関しては、以下の点
にお気をつけください。
• ＤＲＳ（ダイナミックレンジストレッチャー）機能
（ 132ページ）およびSCAN REVERSE機能
（ 135ページ）が動作中はデジタルズームは動
作しません。

• デジタルズーム機能が動作中は、ＦＢＣ（フラッ
シュバンド補正）機能（ 38 ページ）は動作しま
せん。なおデジタルズームをオフに戻した時、Ｆ
ＢＣ機能は、再び動作します。

• デジタルズーム機能が動作しているときに、
DRS 機能や SCAN REVERSE 機能を動作さ
せると、デジタルズーム機能はオフされます。
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プログレッシブモードで撮影する
• 24P/24PA の場合は 5 フレーム周期、24PN
（Native 記録）では 4 フレーム周期、720P
の 30PN/25PN（Native 記録）では 2 フ 
レーム周期の先頭から記録が開始されます。そ
のため、記録周期の異なるシステムモードのク
リップに続けて記録すると、タイムコードが不
連続になることがあります。

• P2 カードを挿入後、あるいは電源を ON にし
た直後に記録を開始した場合でも、本機の内部
メモリーを使用して記録が開始されます。この
場合、P2 カードの認識が終わるまで記録を停
止できません。 
P2 カードの状態は、DISP/MODE CHK ボタ
ンを押し、ビューファインダーや液晶モニター
画面に表示される SLOT1、2 の行で確認して
ください。

• 24PA（2:3:3:2 アドバンスドプルダウン）に
対応した編集システムを使用すると、24P（2:3
プルダウン）に比べ画質の劣化が少ない編集が
できます。

• 24PA に対応した編集システムを使用しない場
合は、通常の 24P で撮影を行ってください。

本機は、1080i と 480i（576i）モードのとき、
設定メニューの CAMERA MODE 項目で 24P、
24PA、30P（25P）を選択すると、プログレッシ
ブで撮影することができます。
このとき、記録方式は、カメラの撮影フレームレート
のまま記録する Native 記録方式と、59.94（50）
フレームにプルダウンして記録する通常記録方式を
選択できます。

通常記録（プルダウン記録）
24P は 2:3 プルダウン、30P (25P) は 2:2 プル
ダウンし 59.94i (50i) として記録します。
24PA (2:3:3:2 アドバンスドプルダウン ) にも対応
しています。
なお、AVC-Intra では、プルダウン記録に対応して
いません。

カメラ撮影
（1080/24P over 
60i）
2 : 3 プルダウン＝記
録

A

Ao Ae Bo Be Bo Ce Co De Do De

B C D

Native 記録
1080i でＡＶC-Intra モードの 24PN、30PN

（25PN）を選択した場合に有効フレームのみを抜
き出して記録する方式です。
また、720P では、DVCPRO HD と AVC-Intra
ともに Native 記録方式に対応し、プルダウン記録
よりも 2 ～ 2.5 倍長く記録することができます。
なお、Native 記録の場合でも、カメラ映像の出
力や再生映像の出力は、プルダウンされた 59.94

（50）フレームになります。

カメラ撮影
（1080/24PN）
2 : 3 プルダウン
記録

A

Ao

A B

Ae Bo Be Bo Ce Co De Do De

B C D

C D

カメラ撮影
（720/24PN）
2 : 3 プルダウン
記録

A

A� A B� B B C� C D�

A B C D

D D

B C D

有効フレーム
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バリアブルフレームレート（VFR）で記録する
本機は、１080i および 720P モード時にコマ落とし

（アンダークランク）や高速度（オーバークランク）
撮影ができます。Native（PN）記録モードとスタ
ンダード（OVER）記録が選択できます。

Native VFR 記録

1 1080i または 720P モードで、設定メニュー
SYSTEM SETUP 画 面 の REC FORMAT
項目を AVC-I 100/24PN（または 30PN、
25PN）に設定する。

2 設定メニュー SCENE FILE 画面の VFR 項目
を ON に設定し、FRAME RATE 項目を撮影
意図に合わせて設定する。

SHTR/F.RATE ダイヤルを用いてフレーム
レートを変更することもできます。
• 「FRAME RATEの設定の仕方」（ 51ペ

ージ）

3 START/STOP ボタンを押す。
VFR モード（Native VFR）で記録されます。

記 録 フォ ー マット は AVC-I 100、AVC-I 50、
30PN（25PN）、24PN を組み合わせて選択する
ことができます。
なお、720P では DVCPRO HD も選択できます。
• 「FRAME RATE の設定の仕方」（ 51 ページ）
• 「SYSTEM SETUP 画面」（ 134 ページ）

Native VFR 記録時は、以下の内容にお気をつ
けください。
• プリレック、ループレック、インターバル記録、

ワンショット記録、およびワンクリップレックは
できません。

• 記録待機中および記録中は 1394 出力されま
せん。

• 記録中は、シーンダイヤルを切り替えても VFR
項目の ON/OFF とフレームレートは変化しませ
ん。

• 音声は記録できません。*1

このとき、音声は出力されず、レベルメーター 
の上に「 A. REC 」が表示されます。
また、記録開始時に「VFR ON、NO AUDIO 
RECORDING」が表示されます。

• タイムコードはレックラン（R-RUN）に固定さ
れます。*1

• P2 カードに記録されている映像より、サムネー 
ル画面が 1 フレーム遅れて作成されることがあ
りますが、故障ではありません。

• フレームレートの設定を変更する場合に画面が
乱れる場合があります。

• 4 フレーム以下に設定しているときは、ゲイン
は 0 dB に固定されます。
また、AGC、オートアイリス、オートフォーカス、
および ATW は動作しません。すべてマニュア
ル動作になります。

• フレームレートが低い場合、画面に赤、青、緑
の点が出ることがありますが、故障ではありま
せん。

*1  記 録モードが 24PN 時にフレームレート
が 24 フレームの場合、および記録モードが
30PN（25PN）時にフレームレートが 30 フ
レーム（25 フレーム）の場合は、音声を記録
することができます。また、タイムコードをフ
リーラン（F-RUN）に設定できます。
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スタンダード VFR 記録（プルダウン記録）

1 1080i または 720P モードで、設定メニュー
SYSTEM SETUP 画面の REC FORMAT 項
目を AVC-I 100/60i（60P）（または 50i、
50P）に設定する。

2 設定メニュー SCENE FILE 画面の VFR 項目
を ON に設定し、FRAME RATE 項目を撮影
意図に合わせて設定する。

SHTR/F.RATE ダイヤルを用いてフレーム
レートを変更することもできます。
• 「FRAME RATEの設定の仕方」（ 51ペ

ージ）

3 START/STOP ボタンを押す。
VFR モード（プルダウン）で記録されます。

記録フォーマットは、720P では AVC-I 100/60P
（50P）、AVC-I 50/60P（50P）、DVCPROHD/60P
（50P）を、1080i では AVC-I 100/60i（50i）、
AVC-I 50/60i（50i）、DVCPROHD/60i（50i）を
組み合わせて選択することができます。
• 「FRAME RATE の設定の仕方」（ 51 ページ）
• 「SYSTEM SETUP 画面」（ 134 ページ）

バリアブルフレームレート（VFR）で記録する（つづき）

• AVC-Intra および 1080i の DVCPRO HD
ではプルダウン情報は記録されず、クリップは
60i、60P（50i、50P）として記録されます。

• フレームレートコンバーターなどでアクティブフ
レームを抜き出して、オーバークランクやアン
ダークランクにした場合、音声が再生できなく
なります。

スタンダード VFR 記録時には、以下の内容にお
気をつけください。
• プリレック、ループレック、インターバル記録、

ワンショット記録、およびワンクリップレックは
できません。

• 記録待機中および記録中に 1394 を出力しま
す。ただし、AVC-Intra モードのときは出力さ
れません。

• 記録中は、シーンダイヤルを切り替えても VFR
項目の ON/OFF とフレームレートは変化しませ
ん。

• 音声が記録されます。
• フレームレートの設定を変更する場合に画面が

乱れる場合があります。
• 4 フレーム以下に設定しているときは、ゲイン

は 0 dB に固定されます。
また、AGC、オートアイリス、および ATW は
動作しません。すべてマニュアル動作になりま
す。

• フレームレートが低い場合、画面に赤、青、緑
の点が出ることがありますが、故障ではありま
せん。
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プログレッシブモードと VFR 記録機能の活用
映画製作のための標準速撮影

スクリーン上映を目的とした制作の場合、フィルム上映時と同じ 24 fps（毎秒 24 コマ）のフレームレート
が通常（1 倍速）となります。下記の設定にすることにより上映時と同じ再生ができます。720P プログレッ
シブとシネライクガンマによりフィルムライクな映像が得られます。

映画製作のための標準設定
SYSTEM MODE 設定

記録フレームレート
SYSTEM MODE そのほかの項目の設定

720-59.94P
REC FORMAT

AVC-I 100/24PN
（AVC-I 50/24PN）

（DVCPROHD/24PN）

24 フレーム
VFR OFF

1080-59.94i
REC FORMAT

AVC-I 100/24PN
（AVC-I 50/24PN）
（DVCPROHD/60i）

CAMERA MODE*1 24P、24PA
VFR OFF

*1：設定メニュー SYSTEM SETUP 画面の REC FORMAT 項目が DVCPROHD/60i の場合のみ
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バリアブルフレームレート（VFR）で記録する（つづき）

CM/ドラマ制作のための標準速撮影

HDTV/SDTV 放送などテレビ画面上映を目的とした制作の場合、30 fps（毎秒 30 コマ）、50 Hz では
25 fps（毎秒 25 コマ）のフレームレートが通常（1 倍速）となります。下記の設定にすることにより放送
局と同じ再生ができます。CM、ミュージッククリップがフィルムライクな映像で、しかもテレビ放送に適したコ
マ数で収録できます。

CM/ドラマ制作のための標準設定
SYSTEM MODE 設定

記録フレームレート
SYSTEM MODE そのほかの項目の設定

720-59.94P
REC FORMAT

AVC-I 100/30PN 
（AVC-I 50/30PN）

（DVCPROHD/30PN）

30 フレーム
VFR OFF

1080-59.94i
REC FORMAT

AVC-I 100/30PN 
（AVC-I 50/30PN）
（DVCPROHD/60i）

CAMERA MODE*1 30P
VFR OFF

720-50P
REC FORMAT

AVC-I 100/25PN 
（AVC-I 50/25PN）

（DVCPROHD/25PN）

25 フレーム
VFR OFF

1080-50i
REC FORMAT

AVC-I 100/25PN 
（AVC-I 50/25PN）
（DVCPROHD/50i）

CAMERA MODE*1 25P
VFR OFF

*1：  設定メニュー SYSTEM SETUP 画面の REC FORMAT 項目が DVCPROHD/60i（50i）の場合の
み
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アンダークランク撮影

雲の流れ、雑踏の中に立つ人物、カンフーなどの演出に用いられるクイックモーション効果です。例えば再生
フレーム指定するための記録フォーマット 24P で撮影した場合、VFR 記録フレームレートを 12 fps にすれ
ば 2 倍速のクイックモーション効果が得られます。

アンダークランク撮影のための標準設定
SYSTEM MODE 設定

記録フレームレート
SYSTEM MODE そのほかの項目の設定

1080-59.94i
REC FORMAT AVC-I 100/24PN 

(AVC-I 50/24PN)
1 ～ 22 フレームVFR ON

FRAME RATE 23FRAME 以下に設定

1080-50i
REC FORMAT AVC-I 100/25PN 

(AVC-I 50/25PN)
1 ～ 24 フレームVFR ON

FRAME RATE 24FRAME 以下に設定

720-59.94P
REC FORMAT

AVC-I 100/24PN 
(AVC-I 50/24PN)

（DVCPROHD/24PN） 1 ～ 22 フレーム
VFR ON

FRAME RATE 22FRAME 以下に設定

720-50P
REC FORMAT

AVC-I 100/25PN 
(AVC-I 50/25PN)

（DVCPROHD/25PN） 1 ～ 24 フレーム
VFR ON

FRAME RATE 24FRAME 以下に設定

• REC FORMAT 項目が DVCPROHD/60P（50P）の場合、収録した映像をノンリニア編集システムで
処理することでクイックモーションの効果が得られます。
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バリアブルフレームレート（VFR）で記録する（つづき）

オーバークランク撮影

カーチェイスやアクション、クライマックスシーンなどのドラマチックな演出に用いられるスローモーション効
果です。例えば再生フレーム指定するための記録フォーマット 24P で撮影した場合、記録フレームレートを
60 fps にすれば 2.5 倍速のスローモーション効果が得られます。720P プログレッシブ映像が滑らかで高
品質のスローモーションを生み出します。
また、1080i では再生フレーム指定するための記録フォーマット 24P で撮影した場合、記録フレームレート
を 30 fps にすれば 1.25 倍速のスローモーション効果が得られます。

オーバークランク撮影のための標準設定
SYSTEM MODE 設定

記録フレームレート
SYSTEM MODE そのほかの項目の設定

1080-59.94i
REC FORMAT AVC-I 100/24PN 

(AVC-I 50/24PN)
25 ～ 30 フレームVFR ON

FRAME RATE 25FRAME 以上に設定

720-59.94P
REC FORMAT

AVC-I 100/24PN 
(AVC-I 50/24PN) 

(DVCPROHD/24PN) 25 ～ 60 フレーム
VFR ON

FRAME RATE 25FRAME 以上に設定

720-50P
REC FORMAT

AVC-I 100/25PN 
(AVC-I 50/25PN) 

(DVCPROHD/25PN) 26 ～ 50 フレーム
VFR ON

FRAME RATE 26FRAME 以上に設定

• REC FORMAT 項目が DVCPROHD/60P（50P）の場合、収録した映像をノンリニア収録システムで
処理することでスローモーションの効果が得られます。

• SYSTEM MODE 項目が「1080-50i」、REC FORMAT 項目が「AVC-I***/25PN」の場合、スロー
モーションの効果が得られません。
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流れる映像効果撮影
自動車が通行する車道の向かい側にいる人の撮影
時、高速で動く自動車を流れる映像にし、静止して
いる人を浮かび上がらせて撮影するときなど、流れ
る映像効果を得ることができます。

1 設定メニュー SYSTEM SETUP 画面の SYSTEM 
MODE 項 目 を 1080-59.94i (50i) に、REC 
FORMAT 項 目 を AVC-I 100 (50)/60i (50i)
もしくは DVCPROHD/60i (50i) に、VFR 項目
を ON にそれぞれ設定する。
FRAME RATE 項目を撮影意図に合わせて小
さい値に設定します。
720P でも同様に設定できます。

2 START/STOP ボタンを押す。
VFR モードで記録されます。

流れる映像効果記録中の注意事項

• AVC-Intra 記録を選択しているときは以下の点に
お気をつけください。
・ 1080i のとき、記録される映像信号および HD 

SDI 出力信号は 60i（50i）になり、すべての
フレームが有効フレームとなります。

・ 1080i と 720P の両方で、記録されたクリップ
にはプルダウン情報は付加されません。

こ れら の 情 報 を 使 用 す るとき は、720P の
DVCPRO HD モードを選択してください。

• 音声記録はすべてのフレームレートにおいて P2
カードに記録されます。

• 固定シャッターおよびシンクロスキャンは有効で
す。



28

マニュアルモードで撮影する
PUSH AUTO ボタン
PUSH AUTO ボタンを押している間は、自動で高
速にピントを合わせることができます。

マニュアルフォーカスアシストモードに切り替える
設定メニュー SW MODE 画面の MF ASSIST 項
目を ON にすることで、マニュアルフォーカスモード
から切り替わります。
• マニュアルフォーカスモードと比べて、フォーカス

リングの回転が約半分の操作で、フォーカスを調整
（粗調整）できます。
• フォーカスリングでの調整の後、フォーカスを自動

で調整（微調整）します。
• フォーカスのズレが大きい場合は、フォーカスが合

わない場合があります。
• 自動調整実施後は、フォーカスリングを操作するま

では、次の自動調整を行いません。

• フリッカーが生じると、オートフォーカスの制御が
正しく動作しない時がありますので、照明に適した
シャッタースピードを選んでください。（ 49ペー
ジ）

• 60i（50i）、60P（50P） 以 外 の 時 にオ ート 
フォーカスモードにすると、通常のフォーカスモー
ドの時よりも、フォーカス制御を行う時間が若干長
くなります。

• 設 定 メ ニ ュ ー AUTO SW 画 面 の AF 項 目 で
ON が選ばれている場合、オートモードの時は
FOCUS スイッチのポジションに関係なくオート 
フォーカスになります。（ 139 ページ）

• マクロ撮影時は「AF」、「MF」、「MA」の画面表
示が白黒反転文字になります。

手動でフォーカス、絞り、ゲイン、およびホワイトバ
ランスを調整する場合は、本機をマニュアルモード
にします。

マニュアルモードに切り替える
AUTO/MANUAL スイッチを、MANUAL 側にス
ライドさせてマニュアルモードに切り替えます。

（ビューファインダーや液晶モニターの A  表示が消
えます）

AUTO/MANUAL スイッチ

ピントを合わせる（マニュアルフォーカス）

AUTO/MANUAL スイッチ

PUSH AUTO ボタン

フォーカスリング

FOCUS スイッチ

1 AUTO/MANUAL スイッチで、マニュアルモー
ドに切り替える。

2 FOCUS スイッチでフォーカスの制御方法を切
り替えます。
A（AUTO）：（オートフォーカスモード）

自動的にピントを合わせます。
M（MANUAL）：（マニュアルフォーカスモード）

フォーカスリングを手動で制御して、ピントを
合わせます。

∞：
ピント距離を無限遠に合わせた後、マニュアル
フォーカスモードになります。
∞の位置にしても、FOCUS スイッチは、M

（MANUAL）の位置に戻ります。
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フォーカスアシスト機能を使う
フォーカスを合わせやすくするために、FOCUS 
ASSIST ボタンでの拡大表示あるいはフォーカスイ
ンレッド表示と、フォーカスバー表示をすることがで
きます。

FOCUS ASSIST ボタン
FOCUS ASSIST ボタンを押すと映像の輪郭部分
が、赤色でふち取られて表示、または液晶モニタ
ーの画面中央部分が拡大表示され、ピントを容易
に合わせることができます。
FOCUS ASSIST ボタンを押した時のビューファ
インダーや液晶モニターの画面表示は、設定メニ
ュー SW MODE 画面の FOCUS ASSIST 項目
で設定することができます。

拡大表示（EXPAND）：
FOCUS ASSIST ボタンを押すと、画面中央部分
が約 3 倍に拡大表示されて、フォーカスを容易に
合わせることができます。

FOCUS ASSIST ボタン

EXPANDED

• 拡大表示中は状態表示およびゼブラパターンが
消え、画面上部に「EXPANDED」と表示され
ます。

• 記録中は拡大表示しません。

フォーカスインレッド（IN RED）：
ビューファインダーや液晶モニターに表示される映
像の輪郭部分が赤色でふち取られます。このとき、
画面枠が赤くなります。
ピントを合わせたい被写体の輪郭が赤色になるよ
うに、フォーカスを調整してください。

液晶モニター、ビューファインダーのみ拡大表
示されます。
VIDEO OUT、SDI OUT、HDMI OUT では
拡大表示されませんが、各種ステータスを表示
している場合、ステータス表示は消えます。

フォーカスバー表示（FOCUS BAR）：
設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の FOCUS 
BAR 項目を ON にすると、フォーカスバーを表示
することができます。
フォーカスが合っている度合いをバーの長さで表示
します。

フォーカスが合ってい
ないとき

フォーカスが合ってく
ると、バーが右方向に
伸びる
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マニュアルモードで撮影する（つづき）

絞りを調整する

IRISリング
IRIS ボタン

1 AUTO/MANUAL スイッチで、 マニュア ル
モードに切り替える。（ 28 ページ）

2 IRIS ボタンを押して、レンズ絞りの調整方法を
切り替える。
AUTO IRIS：（オートアイリス）

絞り値を自動調整します。
MANUAL IRIS：（マニュアルアイリス）

手動でレンズの絞りを調整します。

3 マニュアルアイリスになっている時は、IRISリ
ングを回して、レンズの絞りを調整する。
オートアイリス時は、このリングでレンズの絞り
を補正することができます。

設定メニュー AUTO SW 画面の A. IRIS 項目で
ON が選ばれている場合、オートモードの時は、強
制的にオートアイリスになります。（ 139 ページ）

• 本機におけるレンズ絞りが開放の時の F 値
は、レンズズームの広角側（W）端で F1.6、
望 遠 側（T） 端 で F3.2 に な っ て い ま す。 
ビューファインダーや液晶モニターに表示される
レンズ絞りが開放の時のアイリス表示には、広
角側（W）端で OPEN が表示され、望遠側（T）
端では F3.2 または OPEN が表示されます。

• Y GETを割り当てたUSERボタン（ 39ページ）
を押すと、画面中央部の輝度レベルを表示でき
ます。

ゲインを調整する
カメラレコーダーの画面が暗い時は、ゲインを上げ、
画面を明るくすることができます。

GAIN スイッチ

1 AUTO/MANUAL スイッチで、 マニュア ル
モードに切り替える。（ 28 ページ）

2 GAIN スイッチで、ゲインを切り替える。
L： 通常は、この位置にします。

（工場出荷時は 0 dB）
M： カメラ映像アンプのゲインを上げます。

（工場出荷時は 6 dB）
H： カメラ映像アンプのゲインを上げます。

（工場出荷時は 12 dB）

Ｌ、M、H それぞれのゲイン値は、設定メニュー
SW MODE 画 面 のＬＯＷ ＧＡＩＮ、MID GAIN、
HIGH GAIN項目で変更することができます。（ 137
ページ）
設 定 メ ニュー AUTO SW 画 面 の AGC 項 目 で
OFF 以外が選ばれている場合、オートモードの時は
GAIN スイッチのポジションに関係なくオートゲイン
になります。（ 139 ページ）

バリアブルフレームレート（VFR）モードで、フ 
レームレートを 4 フレーム以下に設定していると
きは、ゲインは 0 dB 固定となります。
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スーパーゲインを使う
暗い場所で撮影する時、さらにゲインを上げること
ができます。
設定メニュー SW MODE 画面で SUPER GAIN 項
目を 24dB、30ｄＢ、BOTH のどれかを選択します。
BOTH の 場 合、USER ボ タ ン を 押 す た び に、
24dB → 30dB →通常ゲインのように切り替わりま
す。
S・GAIN を割り当てたＵＳＥＲボタンを押すと、選択
したゲインに切り替わります。
• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

• バリアブルフレームレート（VFR）モードで、フレー 
ムレートを 4 フレーム以下に設定しているときは、
スーパーゲインは動作しません。

• AUTO/MANUAL スイッチを AUTO に設定して
いても、スーパーゲインを設定したときは AGC は
動作しません。

光量調節
外光が強い時 ND FILTER ダイヤルで、使用する
ND フィルター（光量の調節フィルター）を切り替
えることができます。

OFF： ND フィルターを使用しません。
1/4： 光の量を、約 4 分の 1 にカットします。
1/16： 光の量を、約 16 分の 1 にカットします。
1/64： 光の量を、約 64 分の 1 にカットします。

ND FILTER ダイヤル
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ホワイトバランス / ブラックバランスを調整する
1 GAIN スイッチ、WHITE BAL スイッチをそれ

ぞれ設定する。
• WHITE BAL スイッチは調整値を保存するポ

ジションとして A または B を選択します。

2 照明条件に合わせて、ND FILTER ダイヤルの
設定を切り替える。
ND FILTER ダイヤルの設定例については、「光
量調節」（ 31 ページ）をご参照ください。

3 被写体の照明光源と同じ条件のところにホワイ
トパターンを置き、ズームアップして画面に白
を映す。
• 被写体近くの白い物（白布、白壁）で代用す

ることもできます。必要な白の大きさは、下
図の通りです。

• 画面内に高輝度スポットを入れないようにしてく
ださい。

• 白い物は、画面の中心に写してください。

画面の幅の 1/3 以上

画面の高さ
の 1/3 以上

4 レンズの絞りを調整する。
• Y GET 機能（ 122 ページ）動作させ、表示

が約 70 % になるようにアイリスを調整しま
す。

5 AWB ボタンを押す。
• ホワイトバランスの自動調整が実行されます。

6 調整中、ビューファインダー画面および液晶モ
ニターには、下記のメッセージが表示される。

AWB  Ach  ACTIVE

本機を使用し、常に高画質の映像を得るためには、
状況に応じたブラックバランスとホワイトバランスの
調整が必要です。

GENLOCK によって映像が乱れた時に、ホワイト
バランスまたはブラックバランスの調整を行うと、
正しく調整できない場合があります。映像が正常
に戻った後に、再度ホワイトバランスまたはブラッ
クバランスの調整を行ってください。

ホワイトバランスを調整する
照明条件が変わったときには、必ず調整し直してくだ
さい。右記の手順でホワイトバランスを自動調整し
ます。

AWB ボタン
AWB 実行時に使用し
ます。

WHITE BAL スイッチ
A、または B に設定します。

ND FILTER ダイヤル
MOS センサーに入る光の量を調整します。

GAIN スイッチ
通常は 0 dB。暗すぎるときは、適切なゲ
インに設定します。
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7 数秒で調整が完了し、下記のメッセージが表示
される。
• 調整値は、設定したメモリー（A または B）

に自動的に記憶されます。

AWB  A  OK  3.2K

• このときシーンファイルの COLOR TEMP 設
定が 0 以外になっていると、C TEMP＋7 ～
−7 が表示されます。

8 被写体の色温度が、2300 K よりも低い場合
や 9900 K よりも高い場合は、下記のメッセー 
ジが表示される。
• 矢印のうち、下向きの矢印（↓）は表示温度

よりも低い状態を示し、上向きの矢印（↑）
は表示色温度より高い状態を示します。

AWB  A  OK  2.3K  ↓

ホワイトバランスを調整する時間がないとき
WHITE BAL スイッチを PRST にします。
• AWB ボタンを押すたびに、3200 K、5600 K

の変更ができます。

ホワイトバランスの自動調整ができないとき
ホワイトバランスの調整が正常に終了しなかったとき
は、ビューファインダー画面および液晶モニターに
エラーメッセージが表示されます。

エラーメッセージ 内容
→調整内容

AWB Ach（または 
Bch）NG

色温度が高すぎる、または
低すぎる

LOW LIGHT 光量が不足している
→光量を多くする。
または、ゲインを上げる。

LEVEL OVER 光量が多すぎる
→光量を少なくする。
または、ゲインを下げる。

ホワイトバランス関連のビューファインダー表示につ
いて
• ビューファインダーの画面表示については、「画面

の表示」（ 121 ページ）をご参照ください。

オートトラッキングホワイトバランス（ATW）の設
定
本機は、照明条件に応じて画像のホワイトバランス
を自動追尾させる、オートトラッキングホワイトバラ
ンス（ATW）機能を備えています。
ATW 機能は、設定メニュー SW MODE 画面の
ATW 項目を B ch に設定することにより、WHITE 
BAL スイッチの B に機能を割り当てることができま
す。
また、USER MAIN、USER1 ～ 4 ボタンに ATW
機能を割り当てることもできます。
• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

オートトラッキングホワイトバランスを解除するには
ATW を割り付けた USER ボタンを再度押すか、
WHITE BAL スイッチを切り替えます。 ただし
WHITE BAL スイッチの B に ATW を設定している
場合は、USER ボタンでは解除されません。

• 本機能は、ホワイトバランスの精度を 100 %
保証する機能ではありません。照明条件の変化
に対する追従性およびホワイトバランスの引き
込み精度には、多少余裕を持たせていますので、
本機能の取り扱いにはお気をつけください。

• バリアブルフレームレート（VFR）モードでフ
レームレートを 4 フレーム以下に設定している
ときは、ATW は動作しません。
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ブラックバランスを調整する
ブラックバランスは、下記の場合に調整が必要です。
• 本機を初めて使用するとき
• 長時間使用しなかったあとに使用するとき
• 周囲の温度が大幅に変化した状態で使用するとき
• ゲイン切り替え値を変更したとき
• 設 定 メ ニ ュ ー SYSTEM SETUP 画 面 の

SYSTEM MODE 項目、REC FORMAT 項目を
切り替えたとき

最適な映像を撮影するために、撮影直前にブラック
バランス調整を実施することをお奨めします。

AWB ボタン
ABB 実行時に使用します。

1 AWB ボタンを約 2 秒間押し続ける。
• ホワイトバランス調整に続いて、ブラックバラ

ンスの調整が実施されます。 
まずホワイトバランス調整が行われますのでホ
ワイトバランスを調整する条件を整えてから 
行ってください。

2 調整中、ビューファインダー画面には下記のメ
ッセージが表示される。

ABB  ACTIVE

3 数秒で調整が完了し、下記のメッセージが表示
される。

ABB  END

調整値は自動的にメモリーに記憶されます。

• ブラックバランス調整中、絞りは自動的に遮光
状態になります。

• 記録中はブラックバランス調整はできません。
• ABB 実行中は START/STOP ボタンを押し

ても P2 カードへの記録はされません。

ホワイトバランス / ブラックバランスを調整する（つづき）
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便利な撮影機能を使う
スキャンリバース撮影

設 定メニュー SYSTEM SETUP 画 面 の SCAN 
REVERSE 項目を ON に設定することにより、映像
を上下、左右反転して表示、記録することができま
す。

ゼブラパターン
本機は 2 種類のゼブラパターンを表示できます。
ZEBRA ボタンを ON にすると、ビューファイン 
ダーおよび液晶モニターにメニューで設定されてい
るゼブラパターンが表示されます。
また、メニュー設定により、VIDEO OUT 端子の映
像にもゼブラパターンを表示することができます。

ZEBRA ボタン

ゼブラパターンを表示するレベルは、設定メニュー
DISPLAY SETUP画面で設定できます。（ 146ペ
ージ）

SPOTOFFON
109%

0%

ZEBRA 2
DETECT

ZEBRA 2

ZEBRA 1
DETECT

映像レベル

SPOT：
ZEBRA1 の設定値から ZEBRA2 の設定値までの
間の映像レベルがゼブラパターンで表示されます。

VIDEO OUT 端子の映像にゼブラパターンを表示さ
せる場合は、設定メニュー OUTPUT SEL 画面で
設定してください。（ 144 ページ）

ローアングル撮影
ロ ー アング ル で 撮 影 する時 は、 ハンドル 側 の
START/STOP ボタンのホールドスイッチを HOLD
位置から解除（）することにより、ハンドル側の
START/STOP ボタンで撮影を行うことができま
す。
• ハンドル側の START/STOP ボタンを使用しな

いときは誤操作防止のため、ホールドスイッチを
HOLD 位置にしておいてください。



ホールドスイッチ

START/STOP ボタン（ハンドル側）

対面撮影
液晶モニターをレンズ側に 180°回転させて撮影を
行うとき、設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の
SELF SHOOT 項目で MIRROR に設定すると、液
晶モニターの映像が左右反転して表示されます。鏡
を見ているイメージでの撮影が可能になります。た
だし、左右反転されるのは液晶モニターの表示のみ
です。記録は通常どおり行われます。
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センターマーカー表示
設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の MARKER
項目を ON に設定しているときに表示します。
( 146 ページ )

センターマーカー表示は、液晶モニター、ビュー
ファインダーのみ表示されます。VIDEO OUT、
SDI OUT、HDMI OUT では表示されません。

セーフティーゾーンマーカーの表示
設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の SAFETY 
ZONE項目で選択したものが表示されます。（ 146
ページ）

セーフティーゾーンマーカー表示は、液晶モニ
ター、ビューファインダーのみ表示されます。
VIDEO OUT、SDI OUT、ＨＤＭＩ OUT では表
示されません。

撮影状態の確認と表示

DISP/MODE CHK ボタン

記録待機または記録中に DISP/MODE CHK ボタ
ンを押したままにすると、各種撮影機能の設定状態、
USER ボタンに割り当てた機能の一覧など、すべて
の情報が表示されます。ボタンを放すと通常の表示
に戻ります。
• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

記録待機または記録中に DISP/MODE CHK ボタ
ンを押すと、すべての表示がオフになります。も
う一度押すと通常の表示に戻ります。
本機の電源を切る、または動作モードを切り替えて
も状態は維持されます。

便利な撮影機能を使う（つづき）
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映像サイズを変える
480i/576i モードで記録する場合、記録する映像
のサイズ（アスペクト比）を変えることができます。
設定メニューＳＹＳＴＥＭ SETUP 画面の ASPECT 
CONV 項目（ 136 ページ）で選びます。
• メニュー操作については、「設定メニューの基本操

作」（ Vol. 1 の 27 ページ）をご参照ください。

SIDE CROP：
標準の 4：3 モードで記録します。
左右両端をカットします。

LETTER BOX：
画角を 16：9 にして記録します。
画面の上下に黒い帯が記録されます。
LETTER BOX に設定されている時は、ビューフ
ァインダーと液晶モニターは画面サイズが 16:9
のため上下に黒い帯は表示されません。そこで、
画面に「LT.BOX」と表示されます。

SQUEEZE：
カメラ映像を水平方向に圧縮して記録します。記
録された映像をワイド画面に対応したモニター 
テレビで再生すると、アスペクト比 16：9 の映像
になります。

手ぶれ補正機能
カメラレコーダーを手に持って撮影する時は、手ぶ
れ補正機能を使うことで、手ぶれの少ない撮影を行
うことができます。
OIS ボタンで手ぶれ補正 ON/OFF の切り替えを行
います。
手ぶれ補正が ON の時は、ビューファインダーや液
晶モニターに  が表示されます。
三脚を使用する時は、手ぶれ補正機能を OFF にす
ることで、自然な映像を得ることができます。

ＯＩＳボタン

• 大きくぶれた時や、動いている被写体を追いかけ
ながら撮影した場合、補正しきれないことがありま
す。

DRS（ダイナミックレンジストレッチャー）
機能

通常の撮影では白とびする、高輝度な部分の映像信
号レベルを、コントラストを保ちながら圧縮すること
により、ダイナミックレンジを拡大することができま
す。
1080i でご使用の場合、24P、30P、25P、お
よび VFR（バリアブルフレームレート）で撮影して
いるときは DRS 機能は動作しません。

設定メニュー SCENE FILE 画面の DRS 項目を
ON にすることで動作します。（ 132 ページ）
DRS EFFECT 項目で圧縮の度合いを変えることが
できます。（ 132 ページ）
なお、DRS ON/OFF は USER ボタンに割り当て
ることができます。（ 39 ページ）
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便利な撮影機能を使う（つづき）

FBC（フラッシュバンド補正）
本機は、スチルカメラなどのフラッシュ閃光がある環
境で撮影したときに、MOS 撮像素子に起因する帯
状の妨害（これをフラッシュバンドと呼びます）を補
正、軽減する機能を搭載しています。

フラッシュ発光

フラッシュバンド撮影画像
（FBC OFF）

時間の変化

FBC 機能の設定

FBC機能は、USERボタンに割り当てて使用します。
FBC 機能を割り当てた USER ボタンを押すことで、
FBC 機能が ON となり、スチルカメラなどのフラッ
シュ閃光を検出し、補正を行うことができます。
• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）
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FBC 機能が有効になっているときは、 
ステータス画面に FBC が表示されます。*1

*1：  設 定 メ ニ ュ ー DISPLAY SETUP 画 面 の
OTHER DISPLAY 項目が OFF のときは表示
されません。

フラッシュ閃光時、以下の現象が発生することが
ありますが、FBC の補正によるもので故障では
ありません。
• 動いている被写体が、一瞬止まったように見え

る。
• フラッシュ閃光時の解像度が低下する。
• フラッシュ閃光時の映像に横線が見える。

FBC のご使用について

FBC は、フラッシュ閃光の有無に関わらず、画面下
部の輝度変化が大きい場合に動作します。明るい窓
がズームイン・ズームアウトした場合など、撮影環
境下によっては FBC が動作することがありますの
で、フラッシュ閃光が予想される撮影環境下でのご
使用をお勧めします。
なお、フラッシュ閃光が発生しても、撮影環境によ
っては十分な FBC の効果が得られない場合があり
ます。

FBC 機能動作条件について

• FBC 機能は、下記「ＦＢＣ動作可能なモード」の
場合に使用することができます。

• FBC 機能が ON の状態であっても、下記「ＦＢ
Ｃ動作可能なモード」 以外のモードに変更した
場合、FBC 機能は強制的に OFF になります。 
再度、ご使用の際は、下記モードに戻した後、
USER ボタンを押して FBC 機能を ON にしてく
ださい。

• FBC 機能が ON の状態であっても、シャッターを
ON にした場合またはデジタルズームを動作させ
た場合は、FBC 機能は一時的に OFF になります。 
その後、シャッターまたはデジタルズームが OFF
になると、FBC 機能は ON に戻ります。

• 一度、電源を OFF にすると、FBC 機能は OFF
になります。

FBC 動作可能なモード

• 1080/60i*2、1080/50i*2、720/60P*2、
720/50P*2、480/60i、576/50i

*2：VFR は OFF 限定。
• シャッターＯＦＦ
• デジタルズームＯＦＦ
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USER ボタンの活用
USER MAIN および USER1 ～ 4 ボタンには、選
択した機能をそれぞれのボタンに割り当てることが
できます。

USER MAIN ボタン

USER1 ～ 3 ボタン

USER4 ボタン

選択可能な機能

SPOTLIGHT：
スポットライト用のオートアイリス制御の ON/OFF
を割り当てます。

BACKLIGHT：
逆光補正用のオートアイリス制御の ON/OFF を割
り当てます。（ 40 ページ）

ATW：
ATW機能のON/OFFを切り替えます。（ 33ペ
ージ）

ATW LOCK：
ATW 機能が動作しているときに押すと、ホワイト
バランスの値を固定します。再度押すと、ATW
機能動作を再開します。

S.GAIN：
ゲインを 24 dB 以上にアップする機能を割り当て
ます。
ゲインの値は、設定メニュー SW MODE 画面の
SUPER GAIN項目で設定できます。（ 137ペー
ジ）

D.ZOOM：
DIGITAL ZOOM 機能を割り当てます。
ボタンを押すごとに、×2 → ×5 → ×10 →  
OFF（×1）の順に切り替わります。

（ 19 ページ）
Y GET：

中央付近に表示された枠部分の輝度レベルを表示
させる機能を割り当てます。

DRS：
ダイナミックレンジストレッチャーの機能を割り当て
ます。
設定は、設定メニュー SCENE FILE 画面の DRS
項目の ON/OFF と連動します。（ 37 ページ）

TEXT MEMO：
テキストメモ記録を割り当てます。（ 42ページ）

SLOT SEL：
P2 カードスロットの選択を割り当てます。

SHOT MARK：
ショットマーク機能を割り当てます。（ 41ページ）

MAG A. LVL：
オーディオ レベルメーターを拡大表示にする機能
を割り当てます。（ 55 ページ）

LVL METER：
ボタンを押している間、オーディオ レベルメー
ター表示、およびヘッドフォン、内蔵スピーカー、
AUDIO OUT 端子出力、HDMI OUT 出力のオー 
ディオチャンネルの CH1/2 と CH3/4 を切り替
える機能を割り当てます。

PRE REC：
プリレック機能の ON/OFF を切り替える機能を割
り当てます。（ 44 ページ）

WFM：
WAVE FORM の表示を切り替える機能を割り当
てます。
WAVE FORM 表示の選択は設定メニュー SW 
MODE 画面の WFM 項目で選択します。
WFM ボタンと同じ機能です。（ 40 ページ）

LAST CLIP:
直前に撮影したクリップを削除する機能を割り当て
ます。（ 42 ページ）

FBC:
FBC 機能の ON/OFFを切り替えます。（ 38 ペ
ージ）

LCD B.L:
液晶モニターのバックライトの輝度を切り替える機
能を割り付けます。
設定は、設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の
LCD BACKLIGHT項目と連動します。（ 147ペ
ージ）

• 工場出荷時の設定では、以下の機能が各ボタンに
割り当てられています。
USER MAIN ：Y GET
USER1 ：BACKLIGHT
USER2 ：TEXT MEMO
USER3 ：DRS
USER4 ：SLOT SEL

• 以下の機能を割り当てた USER ボタンを押して動
作させた状態で電源を切ると、元の状態に戻りま
す。
SPOTLIGHT、BACKLIGHT、ATW、 
ATW LOCK、S.GAIN、D.ZOOM、Y GET、
WFM、ＭＡＧ A.LVL、ＦＢＣ
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便利な撮影機能を使う（つづき）

逆光補正
逆光で被写体を撮影する時は、BACKLIGHT 機能
を割り当てた USER ボタンを押します。
画面に BACK が表示されます。
逆光補正用のオートアイリス制御を行い、被写体の
映像が暗くなるのを防ぎます。
再度、この USER ボタンを押すと、逆光補正を解
除します。
• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

カラーバー
CAMERA モードの時に、BARS ボタンを押すと、
テレビや外部モニターの画質調整に便利な、カラー
バーを表示することができます。再度押すと、元の
映像に戻ります。

BARS ボタン
カラーバーはオフになり、カメラ映像を
表示します。

設 定 メ ニ ュ ー AUDIO SETUP 画 面 の TEST 
TONE 項目で LEVEL1 または LEVEL2 に設定し
ているときは、カラーバー表示中に 1 kHz のテスト
トーンが出力されます。（ 142 ページ）
• カラーバーは 1 kHz のテストトーンと共に記録さ

れます。

ウェーブフォームモニター機能
CAMERA モード中に WFM ボタンを押すと、液晶
モニターに映像の波形を表示することができます。
もう一度ボタンを押すと通常表示に戻ります。
• 設定メニューSW MODE画面のWFM項目（ 138

ページ）で波形表示とベクトル表示を切り替えるこ
とができます。

• ビューファインダーには波形表示されません。
• フォーカスアシスト機能（ＥＸＰＡＮＤＥＤ）の動作

中は表示されません。
• 波形表示は記録することはできません。
• WFM ボタンと同じ機能を USER ボタンに割り当

てることができます。（ 39 ページ）

撮影時の音量調整

音量調節

ヘッドホンで撮影時の音声をモニターしている場合
は、PAGE/AUDIO MON/VAR ボタンで音量を調
整することができます。
• 入力音声レベルの調整は、AUDIO LEVEL つま

みで行います。（ 54 ページ）

バックアップ記録
1394端子に接続した外部機器（ 103ページ）に、
本機のカメラ映像を記録し、自動的にバックアップ記
録を行うことができます。
• 「1394接続して外部機器を制御する」（ 106ペー

ジ）
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2 スロット連続記録
2 つの P2 カードスロットの両方に P2 カードを装着
すれば、2 枚のカードにわたって連続記録すること
ができます。
また、一方が記録中にもう片方のカードを差し替え
て、3 枚以上に連続記録することもできます。（ホッ
トスワップ記録）
ただし、空きスロットに P2 カードを挿入するタイミ
ング（プリレックの直後や 2 つのスロットにわたって
連続記録するときの前後）によって、P2 カードの認
識が遅くなる場合があります。
P2 カードを挿入する際は、記録対象カードの残量
が 1 分以上ある状態で行うことを推奨します。
SLOT SEL を割り当てた USER ボタンを押すと、
ワンタッチで記録対象スロットを変更できます。
• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

• スロットの変更は記録中にはできませんので、記
録待機中に行ってください。

• ホットスワップ再生には対応していません。

ショットマーク機能
クリップのサムネールに付ける目印をショットマーク
といいます。サムネール画面でショットマークを付け
たクリップのみ選んで表示 / 再生できます。
• 「サムネール表示の切り替え」（ 80 ページ）
記録中、ショットマーク機能を割り当てた USER ボ
タンを押すと、液晶モニターやビューファインダーに

「MARK ON」と表示され、記録中のクリップのサ
ムネールにショットマークが設定されます。もう一度
押すと解除されます。
• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

• 記録後の一時停止中にショットマークをつける
場合、直前に記録したクリップにつきます。

• ショットマークは、サムネール表示中も付けるこ
とができます。

• ループレック、インターバル記録、ワンショット
記録では、ショットマークを付けることはできま
せん。操作が無効な場合は、ボタンを押したと
きに「SHOT MARK INVALID」と表示され
ます。

• 再生中のショットマークの設定、または解除は
できませんが、再生一時停止中の設定、または
解除は可能です。

• ホットスワップ記録で 1 回の撮影によってでき
た映像データが複数のクリップで構成される場
合、その映像データを構成するすべての P2 
カードがスロットに挿入されていないと、ショッ
トマークの設定と解除はできません。また、こ
のような複数のクリップで構成される映像デー
タの場合、先頭のクリップにのみショットマーク
がつきます。
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テキストメモ記録
記録中または再生中のクリップのある映像ポイント
に、テキストメモを付加する機能です。
TEXT MEMO 機能を割り当てた USER ボタンを
押すと、そのポイントにテキストメモが記録されます。
• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

サムネール画面でテキストメモを付けたクリップのみ
選んで表示 / 再生ができます。
• 「サムネール表示の切り替え」（ 80 ページ）
テキストメモは 1 クリップにつき、最大 100 個まで
記録できます。
• ループレック、インターバル記録中、およびワンシ
ョット記録中はテキストメモを記録できません。

• テキストメモの記録ができない時は、「TEXT 
MEMO INVALID」が表示されます。

タイムスタンプ機能
映像に重ねて、撮影日時を記録することができます。
設定メニュー RECORDING SETUP 画面の TIME 
STAMP 項目で ON を選びます。
タイムスタンプ機能が ON の時は、ビューファイン
ダーと液晶モニターの日時表示の先頭に R  が表示
されます。
• R  は、実際の映像には記録されません。
• 撮影フォーマットによって、映像に記録される日時

の文字の大きさや位置は異なります。
• 設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の DATE/

TIME 項目の設定により、記録される内容が変わ
ります。また OFF に設定している場合は記録され
ません。

• DVCPRO/DV 端子の出力映像には、このタイム
スタンプが多重されます。

便利な撮影機能を使う（つづき）

LAST CLIP DELETE 機能
USER MAIN、USER1 ～ 4 ボタンのいずれかに、
LAST CLIP を割り当てることによって、ボタンを押
すことで最後に撮影したクリップを削除することがで
きます。
LAST CLIP を割り当てた USER ボタンを押すと、
画面に YES/NO が表示されます。
YES を選ぶと最後に撮影したクリップが削除され、

「LAST CLIP DELETE OK」が表示されます。
• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

• クリップを削除しない場合は、NO を選択してくだ
さい。

• 撮影後、ＰＢ/THUMBNAIL モード、PC モード
に切り替えた場合や、1394 入力の記録、および
メニュー表示中は、ボタンを押しても、クリップは
削除できません。また、電源を切って、再度電源
を入れた場合も、クリップは削除できません。

• ホットスワップ記録では、1 回の撮影によってでき
た映像データを構成するすべての P2 カードがス
ロットに挿入されていないと、クリップは削除され
ません。

• ワンクリップレックに設定されているときは、クリッ
プは削除できません。
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特殊な記録機能を使う
P2 カードに記録する場合、設定メニューの RECORDING SETUP 画面で設定することにより、プリレック、
インターバル記録、ワンショット記録、ループレック、およびワンクリップレックの特殊な記録ができます。
これらの特殊な記録（ワンクリップレックを除く）は下記の設定になっているときのみ可能です。
なお、ワンクリップレックは、VFR が ON に設定されている場合を除き、すべての記録モードで使用可能です。

SYSTEM MODE REC FORMAT その他の条件

1080-59.94i
DVCPROHD/60i
AVC-I 100/60i
AVC-I 50/60i

• CAMERA MODE の設定は 60i または 30P
に設定する。

• VFR の設定は OFF にする。

1080-50i
DVCPROHD/50i
AVC-I 100/50i
AVC-I 50/50i

• VFR の設定は OFF にする。

720-59.94P
DVCPROHD/60P
AVC-I 100/60P
AVC-I 50/60P

• VFR の設定は OFF にする。

720-50P
DVCPROHD/50P
AVC-I 100/50P
AVC-I 50/50P

• VFR の設定は OFF にする。

480-59.94i
DVCPRO50/60i
DVCPRO/60i
DV/60i

• CAMERA MODE の設定は 60i または 30P
に設定する。

576-50i
DVCPRO50/50i
DVCPRO/50i
DV/50i

—
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プリレック（PRE REC）
記録開始の操作をした時点より一定時間前（HD 記
録で約 3 秒前、SD 記録で約 7 秒前）からの映像
と音声を記録します。

記録開始の操作 記録停止の操作

実際の記録時間

プリレック時間

（時間）

1 設定メニュー SYSTEM SETUP 画面の各項目
が43ページの表の設定になっていることを確認す
る。
• メニュー操作については、「設定メニューの基

本操作」（ Vol. 1 の 27 ページ）をご参照く
ださい。

2 設定メニュー RECORDING SETUP 画面の
PREREC MODE 項目で、ON に設定する。

（ 140 ページ）
• ビューファインダーや液晶モニター画面の特

殊記録表示エリアに下記のように表示されま
す。

記録中：「P-REC」点灯
一時停止中：「P-PAUSE」点灯

• 「画面の表示」（ 121 ページ）

3 START/STOP ボタンを押す。
一定時間前からの映像と音声を記録します。
• 下記の場合、プリレックは無効となり、それぞ

れの操作時点からの記録となります。
・ IEEE1394 入力記録時
・ 記録フォーマット切り替え時
・ 再生から記録への移行時
・ インターバル記録時
・ ワンショット記録時
・ ループレック時

• サムネール表示や再生からカメラ映像に切り
替え直後、電源 ON 直後、PREREC MODE
項目を変更した直後は、すぐに記録を開始し
ても一定時間前の映像と音声が記録できませ
ん。

インターバル記録（INTERVAL REC）
INTERVAL TIME 項目で設定した時間間隔で 1 フ
レーム記録を行います。

1 フレーム 
記録

（時間）

1 フレーム 
記録

1 フレーム 
記録

INTERVAL 
TIME 設定時間

INTERVAL 
TIME 設定時間

1 設定メニュー SYSTEM SETUP 画面の各項目
が43ページの表の設定になっていることを確認す
る。
• メニュー操作については、「設定メニューの基

本操作」（ Vol. 1 の 27 ページ）をご参照く
ださい。

2 設定メニュー RECORDING SETUP 画面の
REC FUNCTION 項目で、INTERVAL に設
定する。（ 140 ページ）

3 設 定 メ ニ ュ ー RECORDING SETUP 画 面
の INTERVAL TIME 項目で時間を設定する。

（ 140 ページ）

4 START/STOP ボタンを押す。
• INTERVAL TIME 項目で設定した時間間隔

で 1 フレーム記録する動作を繰り返し行いま
す。

• 停止するには、OPERATION レバーを  方
向（STOP）に倒します。

• 設 定 を 解 除 す るに は、 電 源 OFF に す る
か、設定メニュー REC FUNCTION 項目で
NORMAL に設定します。

• 動作状態表示の左に下記のように表示されま
す。
・ 記録中：「I-REC」点灯
・ 一時停止中：「I-PAUSE」点灯 

ただし、手順 3 の設定が 2 秒未満の場合は、
設定時間に応じて記録中「I-REC」が点滅し
ます。

・ 停止中：「I-PAUSE」の「I-」点滅

特殊な記録機能を使う（つづき）
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• プリレック、およびワンクリップレックは動作し
ません。

• 音声は記録されません。
• このモード中に記録したデータ（停止するまで

のデータ）は、まとめて 1 つのファイルとなり
ます。

• DVCPRO/DV 端子からは出力されません。

ワンショット記録（ONE SHOT REC）
設定した時間単位で一度だけ記録します。

1 設定メニュー SYSTEM SETUP 画面の各項目
が43ページの表の設定になっていることを確認す
る。
• メニュー操作については、「設定メニューの基

本操作」（ Vol. 1 の 27 ページ）をご参照く
ださい。

2 設定メニュー RECORDING SETUP 画面の
REC FUNCTION 項目で、ONE SHOT に設
定する。（ 140 ページ）

3 設 定 メ ニ ュ ー RECORDING SETUP 画 面
の ONE SHOT TIME 項目で時間を設定する。

（ 140 ページ）

4 START/STOP ボタンを押す。

• 手順 3 で設定した時間の記録を行い、記録
一時停止になります。

• 停止するには、OPERATION レバーを  方
向（STOP）に倒します。

•  設 定 を 解 除 す るに は、 電 源 OFF に す る
か、設定メニュー REC FUNCTION 項目で
NORMAL に設定します。

• 動作状態表示の左に下記のように表示されま
す。
・ 記録中：「I-REC」点灯
・ 一時停止中：「I-PAUSE」点灯
・ 停止中：「I-PAUSE」の「I-」点滅

• 動作中は、ほかの操作を受け付けません。
• プリレック、およびワンクリップレックは動作し

ません。
• 音声は記録されません。
• このモード中に記録したデータ（停止するまで

のデータ）は、まとめて 1 つのファイルとなり
ます。

• DVCPRO/DV 端子からは出力されません。
• 連続でワンショット記録する場合、記録動作の

受け付けが遅くなることがあります。
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ループレック（LOOP REC）
• P2 カードスロットに 2 枚の P2 カードが挿入され

ているとき、順次カードを切り替えながら記録しま
す。

• 2 枚目のカードの残量がなくなると 1 枚目に戻り、
保存されている古いクリップを消去しながら新しい
クリップを記録します。
・ 「P2カードに記録されるクリップの分割について」
（ 14 ページ）

BA

BC

ループレック
開始前

記録 1 巡目

記録 2 巡目

記録開始

1 枚目のカード 2 枚目のカード
無記録 記録済み

P2 カードの記録のない部分をつないで（A-B-C の
順で）記録を行います。記録残量がなくなったら、
A を消去して新規の記録（C）を行います。

1 設定メニュー SYSTEM SETUP 画面の各項目
が43ページの表の設定になっていることを確認す
る。
• メニュー操作については、「設定メニューの基

本操作」（ Vol. 1 の 27 ページ）をご参照く
ださい。

2 設定メニュー RECORDING SETUP 画面の
REC FUNCTION 項目で、LOOP に設定する。

（ 140 ページ）

3 START/STOP ボタンを押す。
• 記録を開始します。
• 停止するには、START/STOP ボタンを押し

ます。
• 設 定 を 解 除 す るに は、 電 源 OFF に す る

か、設定メニュー REC FUNCTION 項目で
NORMAL に設定します。

• 動作状態表示の左に下記のように表示されま
す。
・ 記録中：「L-REC」点灯
・ 停止中：「L-PAUSE」点灯
・ メモリー残量不足：「 P2  LACK」点滅

• 1 分以上の記録残量がある P2 カードを 2 枚ご
使用ください。

• モードチェック画面に切り替えると、P2 カード
残量は記録フォーマットに応じた標準的な記録
時間を表示します。古い記録を消去した直後に
ループレックを停止した場合、カードに記録さ
れている時間は表示された時間より少なくなる
ことがあります。

• IEEE1394 入力記録時は動作しません。
• プリレック、およびワンクリップレックは動作し

ません。
• 停止に時間がかかる場合があります。P2 カー
ドアクセスランプの点滅が点灯に変わるまで、
次の動作は受け付けません。

• ループレック中は、記録に使用する P2 カード
の P2 カードアクセスランプがすべてオレンジ
色に点灯および点滅します。これらの P2 カー
ドを抜くと、ループレックは停止するのでお気
をつけください。

• ループレック中に GENLOCK の入力基準信号
が乱れると、ループレックが停止することがあり
ます。

特殊な記録機能を使う（つづき）
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ワンクリップレック（ONE CLIP REC）
１回の記録（REC 開始から終了まで）を１つのクリ
ップとするのではなく、複数回の記録をひとまとめ
の連結されたクリップとして記録することができま
す。

* 最大99回の記録まで連結できます。99回目の記録終了時は、
自動的にクリップの連結が終了し、次の記録は新たなクリッ
プになります。

1回目の記録 2回目の記録 n回目の記録 *

RECスタート RECスタート RECスタート

RECストップ RECストップ RECストップ

ひとまとめの連結クリップ

本機能を使用するには、メニュー操作で、
RECORDING SETUP 画面の ONE CLIP REC
項目を「ON」に設定します。（ 141 ページ）
ワンクリップレックモードが選択されるとビューファイ
ンダー および液晶モニター上部に「1-CLIP」と表
示されます。
本機の START/STOP ボタンを押すと、最初の記
録が開始され、「START 1CLIP」と表示されます。
以後、記録する度にクリップは自動的に連結され、
最大で 99 回の記録まで 1 つにまとめられます。

新たなクリップとして記録するには
新しい別のクリップとして分けたい場合は、次のどち
らかの操作により、クリップの連結を一度終了します。
• 記録一時停止中に、OPERATION レバーを  方

向（STOP）に約２秒間倒します。（記録一時待機
中に操作する場合）

または
• 記録中に、START/STOP ボタンを約 2 秒間押
し続けて記録を終了させます。（記録中に操作す
る場合）

上記操作により、クリップ連結を終了し「END 
1-CLIP」と表示され、次の記録からは新しい別のク
リップになります。

• 前述の操作以外でも、以下の場合はクリップ連
結を終了し、次の記録からは新たなクリップに
なります。
・ 電源を OFF にしたとき
・ 直前に記録した P2 カードを取り出したとき
・ P2 カードのフォーマットや、クリップの削除を

行ったとき（連結元クリップが存在しないとき）
• メニューやサムネール表示中は、STOP ボタン

を押してもクリップ連結を終了することはできま
せん。

ワンクリップレックモードを終了するには
メニュー操作で、ONE CLIP REC 項目を「OFF」
に設定します。

クリップの連結部分の頭出しをするには
記録開始のたび、記録開始点にテキストメモを自動
付加して再生時に頭出しをしたり、その位置のサム
ネールを確認することができます。
記録開始点にテキストメモを自動付加するには、 
メニュー操作で、RECORDING SETUP 画面の
START TEXT MEMO 項目を「ON」に設定します。

（ 141 ページ）
付加したテキストメモのポイントを確認、再生する 
には、サムネールメニューから THUMBNAIL → 
TEXT MEMO CLIPS を選択し、対象のクリップに
カーソルを合わせます。
詳しくは、「テキストメモ位置からの再生」（ 83 ペ
ージ）をご参照ください。
また、再生時にテキストメモ位置を頭出しするには、
OTHER FUNCTIONS 画面の SEEK SELECT 項
目を「CLIP&T」に設定しておき、再生一時停止中
に OPERATION レバーを   方向に倒します。
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ワンクリップレックモードでの注意事項
• インターバル記録、ワンショット記録、ループレック、

および VFR 記録機能を選択しているときは、動作
しません。

• REC SIGNAL 項目で「1394」を選択している
ときは動作しません。

• クリップ連結を継続中は、メニュー操作やサム
ネール操作に以下の制限があります。これらは、
OPERATION レバーを  方向（STOP）に約 2
秒間倒して、クリップ連結を終了させてから操作し
てください。
・ 次のメニュー項目は変更できません。

SYSTEM MODE、REC SIGNAL、 
ASPECT CONV、CAMERA MODE、 
REC FORMAT、REC FUNCTION、 
25M REC CH SEL

VFR 項 目 は、SCENE FILE ダ イ ヤ ル、
SHTR/F.RATE ダ イ ヤ ル の 操 作 ま た は メ 
ニューにより、クリップ連結の継続中でも「ON」
に変更できます。その場合にはクリップ連結は
終了し、以後の記録は毎回別々のクリップとな
ります。

・ SD メモリーカードの読み込み / 書き出しや設定
ファイルの読み出しに関する以下のメニュー項目
を実行することはできません。
SCENE FILE 画面の LOAD/SAVE/INIT、
CARD FUNCTIONS の各項目、OTHER 
FUNCTIONS 画面の USER FILE および
MENU INIT

・ 以下のサムネールメニュー項目を選択して操作
することはできません。
OPERATION → COPY

• 次の記録でクリップの連結を可能にするため、記
録の終了処理時間が通常記録より多少かかる場合
があります。

• 再生時、クリップ内の記録の連結点で、不連続な
音声に対してフェード処理ははたらきません。

• 連結数の多いクリップをノンリニア編集ソフトなど
で使用する場合、ソフトウェアの種類によっては正
常に動作できないことがあります。（2012 年 6
月現在）
動作確認済みソフトウェアの最新情報は、下記ウェ
ブサイトのサポートデスクをご参照ください。

（日本語）http://panasonic.biz/sav/
（英語）http://pro-av.panasonic.net/

特殊な記録機能を使う（つづき）
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シャッタースピードを調整する
SHUTTER の設定の仕方

1 DIAL SEL ボタンで、SHUTTER 機能を選択
する。

2 SHTR/F.RATE ダイヤルを押す。
• シャッターが ON/OFFします。
• ONした状態で SHTR/F.RATE ダイヤルを

回すと、シャッター速度が変化します。（ 50
ページ）

• シャッタースピードが速いほど、カメラの感度は
低下します。

• シャッタースピードを遅くした場合には、合焦時
間が長くなるため、三脚などに固定して撮影す
ることをお勧めします。

• シンクロスキャンおよびシャッターの設定を変更
する場合に画面が乱れる場合があります。

• 蛍光灯などの放電管による照明下では、画面上
に横帯が現れることがあります。この時、シャッ
タースピードを調整すると改善される場合があ
ります。

• すばやく横切る被写体を撮影すると、少し歪
んで見えることがあります。これは、撮像素子

（MOS センサー）の信号読み出し方式による
ものであり、故障ではありません。

• シャッタースピードが遅いとき（1/6 ～ 1/15
など）に、画面に白・赤・緑・青等の点が出るこ
とがありますが、故障ではありません。

シャッタースピードの設定は、SHTR/F.RATE ダイ
ヤルと DIAL SEL ボタンを使って行います。
SHTR/F.RATE ダイヤルでは、シャッタースピード
のほかに、シンクロスキャンの設定、およびフレーム
レートの設定を選択して行うことができます。

SHTR/F.RATE ダイヤルの使い方

DIAL SEL ボタン

SHTR/F.RATE ダイヤル

DIAL SEL ボタンを押す。
• SHTR/F.RATE ダイヤルの役割が以下の様に、

順に変わります。
SHUTTER → SYNCHRO SCAN →  
FRAME RATE → LOCK → SHUTTER →

• SYNCHRO SCAN 機能は、SHUTTER の設定
が SYNCHRO SCAN 時に選択可能になります。
SHUTTER の設定が SYNCHRO SCAN 時のみ
表示されます。

• FRAME RATE 機 能 は、1080i または 720P
の時、選択可能になります。

誤操作防止のため、約 12 秒間操作が行われな
いときは、自動的に DIAL LOCK の状態になりま
す。
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すべてのモードとスピードが表示される場合は、下
記の順序で表示が切り替わります。

■ SYSTEM MODE が 1080-59.94i、720-
59.94P、480-59.94i のとき

60i、60P 記録の場合

(1/15) (1/30) 1/60 1/100
1/250

S/S 1/120
1/500 1/1000 1/2000

30P 記録の場合

(1/7.5) (1/15) 1/60 1/100
1/250

S/S 1/120
1/500 1/1000 1/2000

24P 記録の場合

(1/6) (1/12) 1/60 1/100
1/250

S/S 1/120
1/500 1/1000 1/2000

• VFR が ON のときは（ ）内のスピードは選択で
きません。

■ SYSTEM MODE が 1080-50i、720-50P、
576-50i のとき

50i、50P 記録の場合

(1/12.5) (1/25) 1/50 1/60
1/250

S/S 1/120
1/500 1/1000 1/2000

25P 記録の場合

(1/6.25) (1/12.5) 1/50 1/60
1/250

S/S 1/120
1/500 1/1000 1/2000

• VFR が ON のときは（ ）内のスピードは選択で
きません。

シャッタースピードを調整する（つづき）

SYNCHRO SCAN の設定の仕方

1 SHUTTER の設定で、SYNCHRO SCAN を
選択する。
• SHTR/F.RATE ダイヤルを回して、

1/2000 の次に表示される値が、現在の
SYNCHRO SCAN の設定値です。この値を
選択します。

2 DIAL SEL ボタンで、SYNCHRO SCAN 機
能を選択する。

3 SHTR/F.RATE ダイヤルを回す。
• SYNCHRO SCAN シャッターの速度を設定

できます。
• SHTR/F.RATE ダイヤル押しながら回すと、

速度変化が速くなります。

各モードでの可変範囲
■ SYSTEM MODE が 1080-59.94i、720-

59.94P、480-59.94i のとき
• 60P/60i モード： 1/60.0 ～ 1/249.8
• 30P/30PN モード： 1/30.0 ～ 1/249.8
• 24P/24PA/24PN モード：

1/24.0 ～ 1/249.8

■ SYSTEM MODE が 1080-50i、720-50P、
576-50i のとき

• 50P/50i モード： 1/50.0 ～ 1/250.0
• 25P/25PN モード： 1/25.0 ～ 1/250.0

■ 設定メニュー SCENE FILE 画面の SYNC 
SCAN TYPE 項目を deg に設定するとシャッ
ター開角度のイメージで設定・表示できます。

（ 131 ページ）
• 3.0 d ～ 359.5 d

• SYSTEM MODE を切り替えると、切り替えた前
後でシャッタースピードが異なることがあります。
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FRAME RATE の設定の仕方

1 DIAL SEL ボタンで、FRAME RATE 機能を
選択する。
VFR ON 状態のときは、下図のようにビューフ
ァインダーと液晶モニターのフレームレート表示
が点滅し、フレームレートが変更可能であること
を示します。

C
H 1
C
H 2

3 0 : 2 4 P N
A L CH 1 . 2

• 点滅しないときは、VFR モードがオフになっ
ているので、SHTR/F.RATE ダイヤルを押し
て VFR モードをオンにします。
SHTR/F.RATE ダイヤルを押すごとに、VFR
モードの ON/OFF が切り替わります。

2 SHTR/F.RATE ダイヤルを回して、FRAME 
RATE を設定する。
• 約 10 秒間操作を行わない場合、フレームレー 
ト表示が点灯に変わり、ダイヤルはロック状態
に戻ります。

• FRAME RATE の 設 定 は、メニュー 設 定
SCENE FILE 画面の FRAME RATE 項目で
も設定できます。

FRAME RATE 機能は、1080i または 720P
でご使用ください。
ただし、1080i で DVCPRO HD 記録にしてい
る時は、CAMERA MODE 項 目が 60i（50i）
以外では、動作しません。
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入力音声を切り替える

INPUT1 スイッチ 
（MIC POWER ＋48V）

INPUT1 LINE/MIC スイッチ

INPUT2 LINE/MIC スイッチ

INPUT2 スイッチ 
（MIC POWER ＋48V）

AUDIO CH2 SELECT スイッチ

AUDIO CH1  
SELECT スイッチ

AUDIO INPUT 1/2 端子

内蔵マイクを使う

1 AUDIO CH1 SELECT スイッチを INT（L）
の位置にする。
• 内蔵マイク Lch の音声信号が音声チャンネル

1 のトラックに記録されます。

2 AUDIO CH2 SELECT スイッチを INT（R）
の位置にする。
• 内蔵マイク Rch の音声信号が音声チャンネル

2 のトラックに記録されます。

撮影時は、最大 4 チャンネルの音声を記録すること
ができます。また、それぞれのチャンネルに記録す
る入力音声を、内蔵マイク、外部マイク、および接
続したオーディオ機器に切り替えることができます。

（下表参照）

CH1 
SELECT 
スイッチ

CH1 記録 CH3 記録

INT (L) 内蔵マイク Lch INPUT1 スイッチ選
択が有効

（LINE/MIC 選択）
INPUT1 INPUT1 スイッチ選

択が有効
（LINE/MIC 選択）

内蔵マイク Lch

INPUT2 INPUT2 スイッチ選
択が有効

（LINE/MIC 選択）

内蔵マイク Lch

CH2 
SELECT 
スイッチ

CH2 記録 CH4 記録

INT (R) 内蔵マイク Rch INPUT2 スイッチ選
択が有効

（LINE/MIC 選択）
INPUT2 INPUT2 スイッチ選

択が有効
（LINE/MIC 選択）

内蔵マイク Rch

また、フォーマットによって次の制限があります。
• フォーマットについては、「記録フォーマット一覧」
（ 164 ページ）をご参照ください。

AVC- I100、 AVC- I50、 DVCPROHD、
DVCPRO50 フォーマット：

4 チャンネル記録に固定されます。
DVCPRO または DV フォーマット：

設定メニュー AUDIO SETUP 画面の 25M REC 
CH SEL 項目で 2CH または 4CH を選ぶことが
できます。
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外部マイクやオーディオ機器を使う

1 AUDIO INPUT 1/2 端 子（XLR、3 ピ ン ）
に外部マイクまたはオーディオ機器を接続する。

（ 101 ページ）

2 INPUT 1/2 スイッチで、接続した音声入力信
号を切り替える。
LINE:（オーディオ機器を接続した時）

入力レベルは 0 dBu です。
MIC:（外部マイクを接続した時）

入力レベルは−50 dBu です。
設定メニュー AUDIO SETUP 画面の MIC 
GAIN1 と MIC GAIN2 項目で入力レベルを
− 40 dBu または− 60 dBu に変えること
ができます。（ 143 ページ）
ただし、−60 dBu に設定すると感度が高く
なり、ノイズ等が記録される場合があります。
• AG-MC200G（別売）をお使いの場合は、

MIC GAIN 項目を−50 dBu に設定してく
ださい。

ファントムマイク（＋48 V 電源が必要なマ
イク）を使用する場合は
INPUT 1/2 スイッチ（MIC POWER ＋
48 V）を ON の位置にする。
ON:（ファントムマイクを接続した時）

INPUT1/2 端子に＋48 V 電源を供給し
ます。

OFF:（ファントムマイクを接続しない時）
INPUT1/2 端子に電源を供給しません。

• ファントムマイクを使用すると、バッテリー
の持続時間が短くなります。

• ＋48 V 電源に対応していない機器を接
続する時は OFF の位置にしてください。
ON の位置にすると、接続した機器が故障
する場合があります。

3 音声チャンネル 1 ～ 4 のトラックに記録する入
力信号を選択する。

• AUDIO CH1 SELECT ス イッチ で CH1 と
CH3 に記録する入力を選択し、AUDIO CH2 
SELECT スイッチで CH2 と CH4 に記録する
入力を選択します。（ 52 ページ）

• 外部マイクの信号を CH1 と CH2 に入力する
時は、外部マイクを AUDIO INPUT 2 端子
に 接 続し、AUDIO CH1 SELECT スイッチ
と AUDIO CH2 SELECT スイッチの両方を
INPUT 2 の位置にしてください。

音声の記録レベルを自動で合わせる

AUDIO AUTO/MANU 
CH1、CH2 スイッチ

AUDIO AUTO/MANU CH1、CH2 スイッチを
AUTO の位置にする。
内蔵マイクや AUDIO INPUT1/2 端子（XLR、3
ピン）に入力された、音声信号の記録レベルを自動
で調整します。
• CH1/CH2 個別に設定できます。
• AUTO 設 定 時は、AUDIO LEVEL つまみによ

る記録レベルの変更と、設定メニュー AUDIO 
SETUP 画面の LIMITER CH1/LIMITER CH2
項目（ 142 ページ）の設定が無効になります。

音声信号の記録レベルを自動で調整するため、
周囲の音の状況により、高速ズーム時にズーム
駆動音が記録される場合があります。この場合
は、マニュアルモードで記録レベルを調整してく
ださい。



54

音声の記録レベルを調整する

AUDIO LEVEL つまみ（CH1、CH2）

AUDIO AUTO/MANU 
CH1、CH2 スイッチ

AUDIO LEVEL つまみで、内蔵マイクロホンや
AUDIO INPUT 1/2 端子（XLR、3 ピン）に入力
された、音声信号の記録レベルを調整します。
• モニター音量の調整については、「撮影時の音量

調整」（ 40 ページ）をご参照ください。

音声チャンネル 1/2 に録音されるレベルを手動調整
する手順は下記の通りです。

1 オーディオレベルメーター表示が CH1、CH2
を示すように、設定メニュー AUDIO SETUP
画面の AUDIO OUT 項目を CH1/CH2 にし、
表示が 1、2 であることを確認する。

2 AUDIO AUTO/MANU CH1、CH2 ス イッ
チを MANU にする。

3 ビューファインダー画面のオーディオレベルメー
ター表示を見ながら AUDIO LEVEL つまみ

（CH1、CH2）を調整する。
• 0 dB を超えると OVER 表示が点灯し入力

音量が過大であることを示します。最大でも
0 dBまで表示しないように調整してください。

C
H 1
C
H 2

OVER 表示

入力音声を切り替える（つづき）

オーディオレベ ルメーター 拡 大 表 示（MAG 
A.LVL）を割り当てた USER ボタンを押すと、
オーディオレベルメーターが拡大表示されます。
• 「オーディオ拡大表示」（ 55 ページ）

• AUDIO SETUP 画面の INT MIC 項目が ON に
設定されているときは、CH1、CH2 の表示が白
黒反転文字になります。

1CH
2CH

1CH
2CH

INT MIC ON INT MIC OFF

撮影前に記録レベルを確認してください。
• 記録時、当社放送用カメラレコーダー（品番

AJ シリーズ）や AG-HPX500、370、300
シリーズと比較すると、記録レベルが高く設定
されています。
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オーディオ拡大表示
MAG A. LVL を割り当てた USER ボタンを押すと
表示します。（設定メニュー DISPLAY SETUP 画
面の LEVEL METER 項目が OFF でも表示）
もう一度押すと通常表示に戻ります。
オーディオ拡大表示中にモードチェック (MODE 
CHK) を行うと、モードチェック (MODE CHK) 表
示に切り替わり、モードチェック (MODE CHK) 後
は通常表示に戻ります。
• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

T C 1 2 : 3 4 : 5 6 : 2 3 1 12 9 9 9 min
P 2 F

�

U L L P - P A U S E 1 - C L I P U S E R - 1
1394

60

1 0 8 0 i
AVC-I 100

P 3 .2K
L T . B

INT R

INT L.

:

:

C

C

H

H

2

1

OX 0 dB
/ 1 6ND 1

F B C

-30 -20 -12 0 dB-6

2 1 3 4 5

1 チャンネル表示
モニターしているオーディオチャンネルを表示し
ます。

2 入力系統表示
表示中のオーディオチャンネルの入力系統を表
示します。
• OFF（内蔵マイク選択でオフ状態）
• INT L、R（内蔵マイク選択）
• XLR1、XLR2（INPUT1、2 選択）

3 基準レベルバー
-20 dB と -12 dB の位置に表示します。

4 ピークホールド表示
オーディオのピークレベルを 1 秒間ホールドして
表示します。

5 レベルオーバー表示
オーディオレベルが 0 dB を超えたとき赤く表
示されます。

CH3/CH4 の録音レベル
設 定 メ ニ ュ ー AUDIO SETUP 画 面 の AUTO 
LEVEL CH3 項目と AUTO LEVEL CH4 項目の
設定条件とリミッターの設定により、音声チャンネル
3/4 の録音レベル動作は、以下の表のように変わり
ます。なお、手動での調整はできません。
各項目は AUDIO SETUP 画面で選択が可能です。

AUTO LEVEL
CH3（CH4）

LIMITER CH3（CH4）
ON OFF

ON LIMITER OFF
AGC* ON

LIMITER OFF
AGC ON

OFF LIMITER ON
AGC OFF

LIMITER OFF
AGC OFF

* AGC：オートゲインコントロール
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撮影用の設定を使い分ける（シーンファイル）
シーンファイルの設定変更

■ 例 1：シーンファイルのファイル名を変更する

1 シーンファイルダイヤルを回して、変更する
シーンファイルを選ぶ。

2 設 定 メニュー SCENE FILE 画 面 の NAME 
EDIT 項目を選び、OPERATION レバーを  
 方向に倒して、NAME EDIT 項目を選ぶ。
• メニュー操作については、「設定メニューの基

本操作」（ Vol. 1 の 27 ページ）をご参照く
ださい。

PUSH  MENU  TO  RETURN 

SKIN TONE DTL
V DETAIL FREQ
NAME EDIT

NORM1
AUTO

OFF
THIN

MATRIX
KNEE

HD NORMGAMMA

SCENE FILE F3:SPARK

3 OPERATION レバーのＳＥＴを押し（または 
方向に倒し）、 方向に倒して CHANGE を選
び、再度 SET を押す。

PUSH  MENU  TO  RETURN 

SKIN TONE DTL
V DETAIL FREQ
NAME EDIT

NORM1
OFF
THIN

RETURN
CHANGE

MATRIX
AUTOKNEE

HD NORMGAMMA

SCENE FILE F3:SPARK

各種撮影状況に応じた設定を、シーンファイルダイ
ヤルの各ポジションに保存しています。
撮影時、シーンファイルダイヤルで瞬時に必要なフ
ァイルが読み出せます。

SCENE FILE ダイヤル

• 記録中にシーンファイルを変更しても、VFR 項目
と FRAME RATE 項目は変更されません。
これらの項目を変更する場合は、記録待機状態時
に行ってください。

■ 工場出荷時の設定
F1（SCENE）

標準の撮影に適したファイル。
F2（SCENE FLUO.）

蛍光灯の特性を考慮した撮影（屋内撮影などの撮
影）に適したファイル。

F3（SCENE SPARK）
解像度、色合い、コントラストにメリハリをつけた
SD 撮影に適したファイル。

F4（SCENE B-STR）
暗い部分の階調を広げた撮影（夕暮れなどの撮影）
に適したファイル。

F5（SCENE CINE V）
コントラスト重視の映画感覚の撮影に適したファイ
ル。

F6（SCENE CINE D）
ダイナミックレンジ重視の映画感覚の撮影に適した
ファイル。

シーンファイルを変更しても、SYSTEM MODE
項目は変更されません。設定メニュー SYSTEM 
SETUP 画面の各項目で設定してください。
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4 下記の画面が表示されたら、OPERATION レ
バーで 6 文字のファイル名を設定する。
• ▲ ▼：文字移動
◄ ►：文字選択
SET：文字確定

• 設定できる文字
スペース（□）→アルファベット（A ～ Z） 
→数字（0 ～ 9） 
→記号（;:<=>?@〔¥〕^_-./）

• ファイル名を設定しているときに、RESET ボ
タンを押すと、文字がクリアされます。

PUSH  MENU  TO  RETURN 

S P A R K

SW POSITION F3

NAME EDIT

• MENU ボタンを押すと、現在の設定を確定し
て NAME EDIT が終了します。

• 確定した値は、電源 OFFしたりダイヤルを変
更しても保持されます。また、シーンファイル
の各項目の設定も同様に保持されます。

■ 例 2：F ３のシーンデータを本機に保存する

1 設 定メニュー SCENE FILE 画 面 の LOAD/
SAVE/INIT 項 目 を 選 び、OPERATION レ 
バーの SET を押す。
• F3 のシーンファイルであることを確認する。
• メニュー操作については、「設定メニューの基

本操作」（ Vol. 1 の 27 ページ）をご参照く
ださい。

PUSH  MENU  TO  RETURN 

VFR
FRAME RATE

(SYNCHRO SCAN)
SYNC SCAN TYPE

DETAIL LEVEL
V DETAIL LEVEL
DETAIL CORING

RETURN
LOAD
SAVE

INITIAL
0

0

0
0

LOAD SAVE INIT

SCENE FILE F3: SPARK

2 SAVE を選び、OPERATION レバーの SET
を押す。

PUSH  MENU  TO  RETURN 

VFR
FRAME RATE

(SYNCHRO SCAN)
SYNC SCAN TYPE

DETAIL LEVEL
V DETAIL LEVEL
DETAIL CORING

RETURN
LOAD
SAVE

INITIAL
0

0

0
0

LOAD SAVE INIT

SCENE FILE F3: SPARK

3 下 記 の 画 面 が 表 示 さ れ たら YES を 選 び、
OPERATION レバーの SET を押す。
• 一階層上の設定メニューに戻るには MENU ボ

タンを押します。

YES

NO

SAVE ?

FILE F3: SPARK

PUSH SET (  )

• PROCESSING と表示され、設定の変更が
終了すると、下記のようなメッセージが表示さ
れます。

SAVE

COMPLETED !

• シーンファイルの設定変更後、前回保存した設定

値に戻す場合は、2 の操作で LOAD を選択して

3 の操作を同様に行います。
• シーンファイルの設定値を工場出荷時の設定に戻

す場合は、2 の操作で INITIAL を選び、3 の操
作を同様に行います。

• ユーザーファイルの設定の保存、読み出し、工
場出荷時の設定に戻す場合は、設定メニュー
OTHER FUNCTIONS 画面の USER FILE 項目
で、シーンファイル時と同様に操作を行います。
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撮影用の設定を使い分ける（シーンファイル）（つづき）

SD メモリーカードにシーンファイルなど
を保存する

設定したシーンファイルやその他の設定値をまとめ
て、ファイルとしてそれぞれ 4 つまで、SD メモ 
リーカードに保存、読み出しすることができます。
• シーンファイルの場合、現在の設定値は自動的に

本機に保存され、その保存したデータを SD メモ
リーカードに書き込みます。SD メモリーカードか
ら読み出したときは、本機内の保存データと同時
に、現在の設定値も書き替わります。

• F1 ～ F6 すべてのシーンファイルが書き替わりま
す。

• SD メモリーカードの取り扱いについては、<SD
メモリーカード使用上の注意>（ 161ページ）を
ご参照ください。

以下の説明は、シーンファイルの保存を基本に説明
しています。

1 本機の POWER/MODE スイッチを ON にす
る。

2 設 定メニュー CARD FUNCTIONS 画 面 の
SCENE FILE 項目を選び、OPERATION レ
バーの SET を押す（または  方向に倒す）。
• メニュー操作については、「設定メニューの基

本操作」（ Vol. 1 の 27 ページ）をご参照く
ださい。

PUSH  MENU  TO  RETURN 

SD CARD FORMAT
>>>
>>>

>>>
USER FILE
SCENE FILE

CARD FUNCTIONS

3 CHANGE を 選 び、OPERATION レ バ ー の
SET を押す（または  方向に倒す）。
• その他の設定値の場合は、USER FILE を選

択します。

PUSH  MENU  TO  RETURN 

SD CARD FORMAT >>>
USER FILE
SCENE FILE

CARD FUNCTIONS

RETURN
CHANGE

4 OPERATION レバーを ▲ ▼ 方向に倒して、
ファイル番号（1 ～ 4）を選ぶ。
• 確定するには再度、SET を押します。

PUSH  MENU  TO  RETURN 

WRITE

TITLE RELOAD

FILE1
FILE2
FILE3
FILE4

>>>
1

>>>

>>>

NO FILE
NO FILE
NO FILE
NO FILE

READ
FILE SELECT

SCENE FILE (SD CARD)

5 OPERATIONレバーで WRITE → EXECUTE
を選択し、SET を押す。

PUSH  MENU  TO  RETURN 

WRITE

TITLE RELOAD

FILE1
FILE2
FILE3
FILE4

>>>
1

>>>

NO FILE
NO FILE
NO FILE

READ
FILE SELECT

SCENE FILE (SD CARD)

RETURN
EXECUTE

6 OPERATION レバーを  方向に倒し、下記
の画面が表示されたら YES を選び、SET を押
す。
• 下図の場合は、TITLE1 がファイル名になり

ます。
• 書き込みが完了すると、WRITE OK が表示

されます。

PUSH  MENU  TO  RETURN 

NO
TITLE EDIT

TITLE 1

WRITE FILE 1

SCENE FILE (SD CARD)

YES PUSH SET (  )

ファイルを読み出すには

手 順 1～ 4 を行 い、 手 順 5 で READ を選 び、
EXECUTE を選択して、OPERATION レバーの
SET を押します。読み込みが完了すると、READ 
OK が表示されます。
ユーザーファイルも CARD FUNCTIONS 画面の
USER FILE 項目で、シーンファイル時と同様の操
作で行います。

SD メモリーカードからファイルを再読み込みするに
は

手順 1～ 3 を行い、手順 5 で TITLE RELOAD
を選んだあと、EXECUTE を選び、OPERATION
レバーの SET を押すと、ファイルの再読み込みが
行われます。
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ファイルにタイトルを付けるには

1） 手順 1～ 5を行う。
2） OPERATION レバーを操作して 8 文字のタイ

トル名を入力する。
• ▲ ▼：文字移動
◄ ►：文字選択
SET：文字確定

• 設定できる文字
スペース（□）→アルファベット（A ～ Z） 
→数字（0 ～ 9） 
→記号（;:<=>?@〔¥〕^_-./）

• ファイル名を設定しているときに、RESET ボ
タンを押すと、文字がクリアされます。

BARS

CH1 SELECT

RESET/TC SET
REC

CH2 SELECT

AUDIO

INT(L)
INPUT1
INPUT2

SHUTTER SPEES SELECT

INT(R)
INPUT2

INPUT1

MIC POWER+48V

ON
OFF

INPUT2
ON

OFF

LCD

ZEBRA

EVF DTL

OIS

WFM

OSD

COUNTER RESET TITLE

V
O

L 
+

MULTI/
P-IN-P REC A.DUB

PLAY/REW FF/

ZOOM

DATE/
TIME

PHOTO
SHOT

START/
STOP

-

COUNTER

3） すべての入力が終わったら、文字の左端で
OPERATION レバーを  方向に倒し（または
右端で  方向に倒し）、YES を選び SET を押
す。

• WRITE NG FORMAT ERROR が表示された
場合は、SD メモリーカードをフォーマットしてく
ださい。（ 16 ページ）

• WRITE NG WRITE PROTECT が表示された
場合は、SD メモリーカードのプロテクトを解除
してください。

• WRITE NG CANNOT ACCESS が表示され
た場合は、その他の動作（再生中など）を終了
してから操作してください。

• WRITE NG ERROR が 表 示された 場 合 は、
SD メモリーカードの不良が考えられます。交換
してください。
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設定データのファイル構成
本機は、SCENE FILE ダイヤルに合わせて F1 ～ F6 の SCENE FILE を本機内に保存できます。
SD メモリーカードを使用すると、SCENE FILE の F1 ～ F6 のデータを一括して最大 4 つまでカード内のフ
ァイルに保存し、読み出して使用することができます。
また、設定メニュー値をユーザーファイルとして本機内に 1 つ、SD メモリーカードに最大 4 つまで保存する
ことができます。
本機の設定データファイルの構成は、下記のようになっています。

F1 初期値

SCENE FILE
（工場出荷初期値）

SCENE FILE画面
INITIAL*1

SCENE FILE画面
LOAD/SAVE*1

F2 初期値

F3 初期値

F4 初期値

F5 初期値

F6 初期値

F1 現在値

SCENE FILE
（現在動作状態値）

F2 現在値

F3 現在値

F4 現在値

F5 現在値

F6 現在値

F1 保存値

SCENE FILE
（本体保存値）

F1
F2
F3
F4
F5
F6

SCENE
FILE 1

F1
F2
F3
F4
F5
F6

SCENE
FILE 2

F1
F2
F3
F4
F5
F6

SCENE
FILE 3

F1
F2
F3
F4
F5
F6

SCENE
FILE 4

USER FILE1

USER FILE2

USER FILE3

USER FILE4

USER FILE 初期値

USER FILE
（工場出荷初期値）

OTHER FUNCTIONS画面
USER FILE→INITIAL

OTHER FUNCTIONS画面
USER FILE→LOAD/SAVE

CARD FUNCTIONS画面
SCENE FILE→LOAD/SAVE*2

*1：SCENE FILEダイヤル単位
*2：F1～F6一括

USER FILE 現在値

USER FILE
（現在動作状態値）

USER FILE 保存値

USER FILE
（本体保存値）

SCENE FILE
（SD CARD）

USER FILE
（SD CARD）

F2 保存値

F3 保存値

F4 保存値

F5 保存値

F6 保存値

CARD FUNCTIONS画面
SCENE FILE→LOAD/SAVE

AG-HPX255 SD CARD

• 設定メニュー OTHER FUNCTIONS 画面の MENU INIT 項目を実行すると、SCENE FILE F1 ～
F6 のすべての現在動作状態の値と本体保存値および USER FILE の現在動作状態の値と本体保存値
を、一括して工場出荷時の状態に戻すことができます。ただし、TIME ZONE の設定は工場出荷時の
設定には戻りません。

• ワンクリップレックで前のクリップに連結して記録可能な状態のとき（「1 CLIP」と表示されているとき）
は、SCENE FILE や USER FILE を操作できません。一度メニューを閉じた後、OPERATION レバー 
を  方向（STOP）に約 2 秒間倒してクリップ連結を終了させてから、再度操作してください。

撮影用の設定を使い分ける（シーンファイル）（つづき）
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タイムデータを利用する
タイムデータの概要

■ タイムコード
設定メニューで REC RUN と FREE RUN に切り替
えることができます。（ 141 ページ）
FREE RUN：

常に歩進し、電源 OFF でも歩進が行われ、時刻と
同様に扱うことができます。また TC IN/ＯＵＴ端
子や DVCPRO/DV 端子に入力されたタイムコー 
ドにスレーブロックして記録することができます。

REC RUN：
記録のときだけ歩進します。通常、前回記録した
クリップに連続した値となり、電源 OFF にしたり、
記録する P2 カードを交換しても値は保持されま
す。

下記の場合は、連続した値になりません。
• 記録したクリップを削除した場合
• 24P、24PA のフレームレートに切り替えた場

合
• 24PN、30PN（25PN）に切り替えた場合
• 記録中に REC WARNING などの異常で記録

を中止した場合

■ ユーザーズビット
• ユーザーズビット（LTC UB：LTC として記録
し、TC IN/OUT 端子から出力および HD SDI の
LTC として出力される）と、VITC（DVCPRO
では VIDEO AUX 領域に記録され、HD SDI の
VITC として出力される）の 2 種類を別々に内蔵
しています。

• LTC UB は、ユーザー設定値、時刻、年月日、
タイムコードと同値、カメラ撮影のフレームレート
情報、外部（TC IN/OUT 端子や DVCPRO/DV
端子）入力値などを選択して記録することができ
ます。

• VITC UB は、カメラ撮影のフレームレート情報が
記録されます。

• クリップメタデータのユーザーズビットには、記録
開始時の LTC UB 値が記録されます。

本機はタイムデータとしてタイムコード、ユーザー
ズビット、日時（リアルタイム）データを備え、映像
と同期して毎フレーム記録します。また、クリップメ
タデータファイルのデータとして記録されます。

カウンターの設定と表示
COUNTER ボタンでカウンター 表 示にすると、 
ビューファインダー/液晶モニター画面のタイムコー
ド表示部（ 121ページ）にカウンター値を表示します。
カウンター値は、時：分．秒で表示されます。再生
中は表示されません。
設 定 メ ニ ュ ー DISPLAY SETUP 画 面 の REC 
COUNTER 項目の設定で 2 種類のカウントができ
ます。（ 148 ページ）
TOTAL：

COUNTER RESET ボタンでリセットされるまで
積算してカウントを続けます。
P2 カードを入れ替えたり、電源を OFF にしたりし
てもカウンター値は保持されます。

CLIP：
記録開始のたびにカウンター値がクリアされ、0 か
らカウントを開始します。
常に現在記録中のクリップの記録時間を確認しな
がら撮影できます。

• カウンター値を表示中に RESET ボタンを押す
と、カウンター値がリセットされ、ふたたび 0
からカウントを開始します。

• カウンター値は、0:00.00 ～ 9:59.59 の 1
秒単位です。
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■ 日時（リアルタイム）
• 内蔵の時計により、年、月、日、時刻を計測し、

ビューファインダー / 液晶モニター画面、および
VIDEO OUT などの出力映像に表示することがで
きます。

• 内蔵時計はフリーランタイムコードの電源 OFF 中
の計測や、ユーザーズビットの時刻、年月日デー
タとして使用されるだけではなく、クリップを記録
するときにファイル生成時刻のもととなり、サム 
ネールの並びや再生順序が決まります。

• また、クリップメタデータや、UMID（Unique 
Material Identifier）の生成にも使用されます。
・ 「カレンダーを合わせる」（ Vol. 1の25ページ）

ユーザーズビットの設定
サブコード領域に記録するユーザーズビットを設定メ
ニュー RECORDING SETUP 画面の UB MODE
項目で設定します。（ 141 ページ）
USER：

内蔵しているユーザー値を記録します。ユーザー
値は、設定メニュー UB PRESET 項目で設定で
きます。設定値は、電源 OFF でも保持されます。
• 「ユーザーズビットの入力方法」（ 63 ページ）

TIME：
内蔵時計で計測している時刻を記録します。

DATE：
内蔵時計で計測している年、月、日時刻の時の桁
を記録します。

EXT：
TC IN/OUT 端子に入力されているユーザーズ 
ビット値を記録します。
また、1394 入力記録時は、DVCPRO/DV 端
子から入力されているユーザーズビット値を記録し
ます。

TCG：
タイムコード値が記録されます。

FRM. RATE：
カメラ撮影のフレームレート情報が記録されます。
ネイティブ記録されたクリップの再生時には、記録
された値に関わらず VITC UB と同じフレームレー
ト情報を出力します。パーソナルコンピューターな
どの編集機器がユーザーズビットのフレームレート
情報を使用する場合には、この設定でご使用くだ
さい。
• 「ユーザーズビットに記録されるフレームレート情

報」（ 64 ページ）
• なお、TC IN/OUT 端子に入力しているユーザー

ズビット値にスレーブロックする場合は、EXT に設
定してください。

• スレーブしている間は、UB 表示が白黒反転文字
になります。

• 一度スレーブしたあとは、TC IN/OUT 端子や
DVCPRO/DV 端子入力を止めてもスレーブ状態
を継続します。ただし、下記の場合はユーザーズ
ビットのスレーブ状態は解除されます。
・ UB MODE 項目を EXT 以外に設定した場合。
・ UB PRESET を行った場合。
・ 設定メニュー SYSTEM SETUP 画面の REC 

SIGNAL 項目で 1394 に切り替えた場合。
・ 電源 OFF にした場合。

• スレーブ解除後も内蔵の USER 値はスレーブした
値を保持します。

TC IN/OUT 端子から外部タイムコードを入力
するには、設定メニュー OUTPUT SEL 画面の
TC IN/OUT SEL 項目を TC IN に設定する必
要があります。
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ユーザーズビットの入力方法
ユーザーズビットを設定することにより、16 進数 8
桁までのメモ（日付、時刻）などの情報をサブコー
ド領域に記録できます。

COUNTER ボタン

RESET ボタン

OPERATION レバー
MENU ボタン

1 設定メニュー RECORDING SETUP 画面の
UB MODE 項目で USER を選択する。
• メニュー操作については、「設定メニューの基

本操作」（ Vol. 1 の 27 ページ）をご参照く
ださい。

• 本体のボタンに対応したリモコンのボタンも操
作できます。詳しくは、「各部の名称（リモコン）」

（ Vol. 1 の 18 ページ）をご参照ください。

2 設定メニュー RECORDING SETUP 画面の
UB PRESET 項 目 で CHANGE を 選 択 し、
OPERATION レバーの SET を押すと、ユー
ザーズビット設定画面が開く。

3 OPERATION レバーでユーザーズビットを設
定する。

SEL : PUSH    / 
+/- : PUSH

0 0 0 0 0 0 0 0

UB PRESET

/

PUSH  MENU  TO  RETURN 

PRESET :  PUSH SET (  )

 方向：  設定を行う（反転表示している）桁が
右に移ります。

 方向：  設定を行う（反転表示している）桁が
左に移ります。

 方向：  反転表示している桁の数値を 1 ずつ
大きくします。

 方向：  反転表示している桁の数値を 1 ずつ
小さくします。

SET：  設定したユーザーズビットを確定させ
ます。

• ユ ー ザ ー ズビットを設 定して いるときに
RESET ボタンを押すと、ユーザーズビットが
0 にリセットされます。

4 OPERATIONレバーの SETを押してユーザー
ズビットの設定値を確定させ、ユーザーズビット
設定画面を抜ける。

OPERATION レバーの SET ボタンを押さ
ずにユーザーズビット設定画面を抜けた場合
は、設定した値は無効になります。

5 COUNTER ボタンでＵＢを表示し、設定した値
が表示されていることを確認する。

ユーザーズビットのメモリー機能について
ユーザーズビットの設定内容は、自動的にメモリー
され、電源 OFF のあとも保持されます。
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ユーザーズビットに記録されるフレームレート情報
設定メニュー SYSTEM SETUP 画面の各項目や
FRAME RATE 項目で設定されたフレームレート
に従って撮影・記録される映像情報のフレームレー
ト値をユーザーズビットに記録しておき、編集機器 
（パーソナルコンピューター編集ソフト）で利用でき
ます。
VITC UB には常にこの情報が記録されます。
ま た、 設 定 メ ニ ュ ー UB MODE 項 目 を FRM.
RATE に設定すると、ユーザーズビット（LTC UB）
にも記録されます。ネイティブで記録されたクリップ
の再生では、VITC UB を再生して得たフレームレー
ト情報と同じ値を LTC UB としても出力します。

■ フレームレート情報
フレームレート、および映像のプルダウンと、タイム
コード・ユーザーズビットの関係は下記のようになっ
ています。

右 6 桁の検
算情報

固定値

シーケンス No.
24P、24PA：0 ～ 4
上記以外：F 固定

カメラ映像モード
例） ・60i：600
 ・60P：608
 ・30P：308
 ・24P：248
 ・24PA：24C
 ・24PN：24C（撮影中）
 ・50i：502
 ・50P：50A
 ・25P：25A
 ・＊＊P：＊＊9（VFR 30PN または over 60P）
 ・＊＊P：＊＊1（VFR over 60P）
 ・＊＊P：＊＊D（VFR 24PN 撮影中）
 ・＊＊P：＊＊B（VFR 25PN または over 50P）
 ・＊＊P：＊＊3（VFR over 50i）

メディア管理情報
・  更新フレームフラ

グ、有効フレーム
フラグ

・ REC マーク

1080i、480i、576i のとき

フレームレート： 24P Over 60i（2:3）
 更新フレームの先頭フィールド

タイムコードフレーム桁

映像

シーケンス No.

更新フレーム情報

02 2500 01 03 04 05 06 23 24 26 27 28 29

Ao Ae Bo Be Bo Ce Co De Do De Ao Ae Bo Be Co De Do De Ao Ae Bo Be Bo Ce Co De Do De

2 00 1 3 4 0 1 3 4 1 2 3 4

01 1010 10 01 00 10 10 01 00 10 01 01 00

フレームレート： 24PA Over 60i（2:3:3:2）
タイムコードフレーム桁

映像

シーケンス No.

更新フレーム情報

02 2500 01 03 04 05 06 23 24 26 27 28 29

Ao Ae Bo Be Bo Ce Co Ce Do De Ao Ae Bo Be Co Ce Do De Ao Ae Bo Be Bo Ce Co Ce Do De

2 00 1 3 4 0 1 3 4 1 2 3 4

01 1010 10 00 10 10 10 00 10 10 01 00 10

フレームレート： 30P Over 60i（2:2）
 25P Over 50i（2:2）

0200 01

Ao Ae Bo Be Co Ce

1010 10

タイムコードフレーム桁

映像

更新フレーム情報
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720P のとき

フレームレート： 24P Over 60P（2:3）
 更新フレーム

タイムコードフレーム桁

映像

更新フレーム情報

02 2500 01 03 04 05 06 23 24 26 27 28 29

A A B B B C C CD D D D A A B B B C C D D DD D A A B B

01 1010 10 01 00 10 10 01 00 10 01 01 00

フレームレート： 30P Over 60Ｐ（2:2）
 25P Over 50Ｐ（2:2）

タイムコードフレーム桁

映像

更新フレーム情報

0200 01

A A B B C C

1010 10



66

タイムデータを利用する（つづき）

タイムコードの設定

1 設定メニュー RECORDING SETUP 画面の
TC MODE 項目と TCG 項目で、タイムコード
のモードを設定する。
• TC MODE項目（59.94 Hzの場合）（ 140

ページ）
DF/NDF を設定します。

タイムコード 設定
ドロップフレームモード DF
ノンドロップフレームモード NDF

24P、24PA、24PN では常に NDF で動
作します。

• TCG 項目（ 141 ページ）
FREE RUN（フリーラン）/REC RUN（レッ
クラン）を設定します。

2 設 定 メ ニ ュ ー RECORDING SETUP 画 面
の TC PRESET 項目で CHANGE を選択し、
OPERATION レバーの SET を押すとタイム 
コード設定画面が開く。

3 OPERATION レバーでタイムコードを設定す
る。
• タイムコードの設定可能範囲は

00 : 00 : 00 : 00 ～ 23 : 59 : 59 : 29（60i、
60P）、
00 : 00 : 00 : 00～23 : 59 : 59 : 23（24PN）、
00 : 00 : 00 : 00 ～ 23 : 59 : 59 : 24（50i、
50P）です。

        00 h 00 m 00 s 00
         h   min    s   frm

TC PRESET

SEL : PUSH    / 
+/- : PUSH

REC RUN

/

PRESET :  SET (  )

PUSH  MENU  TO  RETURN 

 方向：  設定を行う（反転表示している）桁が
右に移ります。

 方向：  設定を行う（反転表示している）桁が
左に移ります。

 方向：  反転表示している桁の数値を 1 ずつ
大きくします。

 方向：  反転表示している桁の数値を 1 ずつ
小さくします。

SET： 設定したタイムコードを確定させます。
• タイムコードを設定しているときに RESET ボ

タンを押すと、タイムコード値が 0 にリセット
されます。

4 OPERATION レバーの SET を押し、タイム
コードの設定値を確定して、タイムコード設定
画面を抜ける。

5 COUNTER ボタンで TC 表示にし、設定値が
表示されていることを確認する。

• 24P、または 24PA でご使用時は、タイ
ムコードの設定は 5 フレーム単位に調整
されます。24PN の場合は 4 の倍数に、
720/30PN と 720/25PN の場合は偶
数になるように調整されます。また、記録
中にタイムコードの設定はできません。

• OPERATION レバーの SET を押さずに
タイムコード設定画面を抜けた場合は、設
定した値は無効になります。

バッテリー交換時のタイムコードについて
バッテリー交換時にもバックアップ機構がはたらい
て、タイムコードジェネレーターは動作を続けます。

POWER/MODE スイッチを ON → OFF → ON
と切り替えた場合、フリーランのタイムコードの
バックアップ精度は約±2 フレームです。

VFR（バリアブルフレームレート）でのタイムコー
ド
• 24PN では、記録は 24 フレームとなり出力は 2：

3 プルダウン映像に合わせ、30 フレームとなりま
す。

• FRAME RATE（撮影のフレームレート）が 24P
のときは、記録と出力のタイムコードの歩進速度
は、実時間どおり一致しますが 24P 以外では一致
しません。（例：60P の場合、記録の歩進速度は
60/24 倍速となります）

• この場合は、REC RUN 固定動作となり記録開始
時に出力するタイムコード値を記録タイムコードに
一致させます。

• 30PN のときの 30P 撮影以外、および 25PN
のときの 25P 撮影以外も同様です。
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タイムコードを外部ロックさせる
本機の内部タイムコードジェネレーターを外部ジェネ
レーターにロックさせることができます。また、外部
機器のタイムコードジェネレーターを本機の内部ジェ
ネレーターにロックさせることもできます。

外部ロックさせる為の接続例
図のように、リファレンスビデオ信号と基準タイム 
コードの両方を接続します。

■ 例 1：外部の信号にロックさせる場合

基準タイムコード

リファレンス 
ビデオ信号

TC IN

GENLOCK IN

AG-HPX255

• 外部タイムコードを入力するには、設定メ 
ニュー OUTPUT SEL 画面の TC IN/OUT 
SEL 項目を TC IN に設定し、RECORDING 
SETUP 画面の TCG 項目を FREE RUN に設
定します。

• リファレンスビデオ信号としては、HD の Y 基
準信号のほかコンポジットビデオ信号も入力可
能です。

• システムモードが 480i（576i）（SD）およ
び 720P の場合は、コンポジットビデオ信号を
入力してください。

• システムモードが 720P の場合、HD-Y 信号
を入力すると映像信号の GENLOCK はかかり
ますが、タイムコードは 1 フィールドずれる場
合があります。

• GENLOCK の入力基準信号が乱れた場合、
正常に記録が行えず、ビューファインダーお
よび液晶モニター画面に「TEMPORARY 
PAUSE IRREGULAR FRM SIG」が赤く点
滅し、クリップが分割されます。また、タイム
コードの連続性も保証されません。信号が正常
に戻ると記録を再開します。ただし、インター
バル記録、ワンショット記録、ループレックのと
きは、記録を再開しません。

■ 例 2：  本機を 2 台つなぎ、1 台をリファレンス
機とする場合

リファレンス機 スレーブ機

TC OUT TC IN

VIDEO OUT GENLOCK IN

• TC IN/OUT 端子を出力にするまたは入力にす
るかは、設定メニュー OUTPUT SEL 画面の
TC IN/OUT SEL 項目で設定します。

• 各機とも、設定メニュー OUTPUT SEL 画面
の TC VIDEO SYNC 項目を RECORDING
に、OTHER FUNCTIONS 画面の GL 
PHASE 項目を COMPOSITE に設定してくだ
さい。

• 設定メニュー OUTPUT SEL 画面の TC 
VIDEO SYNC 項目を RECORDING に設定
すると 2 台で同時刻の映像に同じタイムコード
をつけて記録することができます。

• 本機の VIDEO OUT 端子の VBS 信号のサブ
キャリアを外部ロックさせることはできません。
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外部ロックの操作手順
下記の手順で、外部ロックさせます。

1 POWER/MODE スイッチを ON にする。

2 設定メニュー RECORDING SETUP 画面の
TCG 項目を FREE RUN に設定する。

3 COUNTER ボタンで TC 表示にする。

4 タイムコードの規格を満たした位相関係にある
基準タイムコードとリファレンスビデオ信号を、
TC IN/OUT 端子と GENLOCK IN 端子へそ
れぞれ供給する。

• これで内蔵タイムコードジェネレーターは、基準タ
イムコードにロックします。

• 外部ロックの操作をすると、タイムコードは瞬時に
外部のタイムコードにロックし、外部タイムコード
の値と同じ値がカウンター表示部に出て、TC 表示
が白黒反転文字になります。シンクジェネレーター
が安定するまでの数秒間は、記録モードにしない
でください。

• 一 度、 ス レ ー ブ す る と TC IN/OUT 端 子 や
GENLOCK IN 端子の入力がなくなっても、スレー 
ブ状態 * を継続します。ただし、下記の場合はス
レーブ状態は解除されます。

・ TC PRESET を行った場合。
・  設 定 メ ニ ュ ー SYSTEM SETUP 画 面 の

REC SIGNAL 項目を 1394 に切り替えた場
合。

・ 電源 OFF にした場合。
・ TC MODE 項目で DF/NDF を切り替えた場

合。
・ TCG 項目を REC RUN にした場合。
・ REC FORMAT 項目、CAMERA MODE 項

目を切り替えた場合。
*  スレーブ機能とは、本機の内部タイムコード

ジェネレーターが、外部から入力しているタイ
ムコードにロックして歩進している状態、また
は、外部からのタイムコード入力がなくなった
後も連続して歩進している状態です。

外部ロック時のユーザーズビットの設定について
ユーザーズビットを外部ロックさせるには、設定メ 
ニュー RECORDING SETUP 画面の UB MODE
項目を EXT に設定してください。
REC RUN/FREE RUN に関わらず、TC IN/OUT
端子に入力されたユーザーズビット値にスレーブしま
す。
• 「タイムデータの概要」（ 61 ページ）・
「ユーザーズビットの設定」（ 62 ページ）

外部ロックを解除するには
外部タイムコードの供給を止めてから、設定メ 
ニュー RECORDING SETUP 画面の TCG 項目を
REC RUN に設定します。

外部ロック中のカメラ部の外部同期について
外部ロック中、GENLOCK IN 端子に入力されるリ 
ファレ ン ス ビ デ オ 信 号 に よ り、 カ メ ラ 部 は
GENLOCK がかかります。

• 本機をマスター機として複数台に外部ロックさ
せる場合は、本機のカメラモードと同一モード
にしてください。インターレースとプログレッシ
ブ混在等のシステムでは映像・タイムコードの
連続性が保証されませんのでお気をつけくださ
い。

• 24P、24PA および 24PN（Native）で外
部ロックさせるときは、必ずノンドロップフレー
ムのタイムコードを入力してください。ドロップ
フレームでは外部ロックできません。また、外
部ロックした瞬間、画像が乱れることがありま
すが、5 フレーム周期を合わせるためであり、
異常ではありません。
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GENLOCK とタイムコード入出力の接続と設定

本機の使用条件 本機の設定 GENLOCK 入力と本機の出力位相 
一致：○、不一致：×

記録 
フォーマット

外部に供給する 
映像・基準信号

GENLOCK 
入力 GL PHASE SDI OUT（HD）

VIDEO OUT
および SDI 
OUT（SD）

TC 
OUT

1080i

SDI OUT（1080i）
1080i

HD SDI ◯ 90H 遅れ ◯
VIDEO OUT COMPOSITE 90H 進み ◯ ◯

SDI OUT（1080i） SD
（480i/576i）

HD SDI ◯ 90H 遅れ ◯
VIDEO OUT COMPOSITE 90H 進み ◯ ◯

720P

SDI OUT（720P）
720P

HD SDI ◯ 120H 遅れ ×
VIDEO OUT COMPOSITE 120H 進み ◯ ×

SDI OUT（720P） SD
（480i/576i）

HD SDI ◯ 120H 遅れ ◯
VIDEO OUT COMPOSITE 120H 進み ◯ ◯

480i/576i
SDI OUT

（480i/576i） SD
（480i/576i） 無効 なし ◯ ◯

VIDEO OUT
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タイムコードを外部に供給する
本機からカメラ映像、または再生映像に合わせて
TC OUTをVTRなどの記録機器に供給する場合は、
設定メニュー OUTPUT SEL 画面の TC VIDEO 
SYNC 項目を VIDEO OUT に設定してください。
また、設定メニュー OTHER FUNCTIONS 画面
の GL PHASE 項目を供給する映像出力に合わ
せ て HD SDI、または COMPOSITE に設 定し、
OUTPUT SEL 画 面 の TC OUT 項 目 を TCG/
TCR に設定してください。

AG-HPX255

VTR など

SDI OUT 
または 

VIDEO OUT

TC VIDEO SYNC 項目を VIDEO OUT に設定
すると、映像出力の遅延に合わせたタイムコード
が TC IN/OUT 端子から出力されます。
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タイムコード、およびユーザーズビットの記録と出力
SYSTEM ＭＯＤＥが 1080-59.94i、720-59.94P、480-59.94i のとき

システム設定状態 記録 TC 出力 TC 表示 TC 記録 UB 出力 UB

SYSTEM 
MODE

REC 
SIGNAL REC FORMAT CAMERA 

MODE
FRAME 
RATE LTC VITC TC OUT HD SDI の

LTC、VITC
TC tc 

（24/30 変換） LTC UB VITC UB
TC  

IN/OUT 
端子の
UB*1

HD SDI の 
LTC UB*1

HD SDI の 
VITC UB

1080 
-59.94i

CAMERA

DVCPROHD/60i

60i、 
30P — R-RUN/F-RUN*3

DF/NDF 
30 フレーム

LTCと同値

LTC を出力 LTC を出力

TC： 
30 フレーム 
tc： 
24 フレーム UB MODE に

従う 
・‘EXT’では
TC IN/OUT 端
子の UB を 
スレーブ

フレームレート
情報

LTC UB を
出力

LTC UB を 
出力

フレーム 
レート情報

(60i) 1—30 
FRAME

24P、
24PA —

R-RUN/F-RUN*5

NDF 固定 
30 フレーム

AVC-I100/60i  
AVC-I50/60i —

— R-RUN/F-RUN*3

DF/NDF 
30 フレーム

LTC を出力 LTC を出力1—30 
FRAME

AVC-I100/30PN 
AVC-I50/30PN —

— R-RUN/F-RUN*3

DF/NDF 
30 フレーム

LTC を出力 LTC を出力
30FRAME

30FRAME
以外

R-RUN 固定 
DF/NDF 
有効フレーム毎 
30 フレーム

記録の先頭で
記録 TC に 
一致。 
30 フレーム
/ 秒

記録の先頭で
記録 TC に 
一致。 
30 フレーム
/ 秒

AVC-I100/24PN 
AVC-I50/24PN —

— R-RUN/F-RUN*7

NDF 固定 
24 フレーム

LTC を元に
30 フレーム
に変換

LTC を元に
30 フレーム
に変換

記録 
TC： 
24 フレーム 
再生 
TC： 
24 フレーム 
tc： 
30 フレーム

LTC UB
を元に
over60i 
に合わせて
出力

LTC UB
を元に
over60i 
に合わせて
出力

24FRAME

24FRAME
以外

R-RUN 固定 
NDF 固定 
有効フレーム毎 
24 フレーム

記録の先頭で
記録 TC に 
一致。 
30 フレーム
/ 秒

記録の先頭で
記録 TC に 
一致。 
30 フレーム
/ 秒

1394 DVCPROHD/60i — —
R-RUN/F-RUN*2

DF/NDF 
30 フレーム

常に1394
入力の
VAUX TC
を記録 *6

LTC を出力 LTC を出力
TC： 
30 フレーム 
tc： 
24 フレーム

UB MODE に
従う 

・‘EXT’では
1394 入力の
LTC UB を 
スレーブ

1394 入力の
VITC UB を 
記録

LTC UB を
出力

LTC UB を 
出力

VITC UB
を 
出力する

*1：  UB MODE が FRM. RATE の場合、Native クリップの再生は VITC UB から読み出したプルダウンフ
レームレート情報となります。

*2：  フリーランでは DVCPRO/DV 端子に入力された値にスレーブします。TC IN/OUT 端子の TC にはス
レーブしません。

*3： フリーランでは TC IN/OUT 端子の入力 TC にスレーブします。
*5：  フリーランでは TC IN/OUT 端子の入力 TC がノンドロップフレームの場合に、スレーブします。ただし

REC 中はスレーブできません。
*6： VAUX TC は DVC フォーマットでビデオ AUX 領域に記録された TC のことです。
*7：  フリーランでは、TC IN/OUT 端子の入力 TC が 30 フレームのノンドロップフレームの場合に、24 フ

レームに変換した値にスレーブします。ただし、REC 中はスレーブできません。
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システム設定状態 記録 TC 出力 TC 表示 TC 記録 UB 出力 UB

SYSTEM 
MODE

REC 
SIGNAL REC FORMAT CAMERA 

MODE
FRAME 
RATE LTC VITC TC OUT HD SDI の

LTC、VITC
TC tc 

（24/30 変換） LTC UB VITC UB
TC  

IN/OUT 
端子の
UB*1

HD SDI の 
LTC UB*1

HD SDI の 
VITC UB

720 
-59.94P

CAMERA

DVCPROHD/60P 
AVC-I100/60P 
AVC-I50/60P

— 24FRAME
以外

R-RUN/F-RUN*3

DF/NDF 
30 フレーム

LTCと同値

LTC を出力 LTC を出力
TC： 
30 フレーム 
tc： 
24 フレーム

UB MODE に
従う 

・‘EXT’では
TC IN/OUT 端
子の UB を 
スレーブ

フレームレート
情報

LTC UB を
出力

LTC UB を
出力

フレーム 
レート情報

— 24FRAME
R-RUN/F-RUN*5

NDF 固定 
30 フレーム

DVCPROHD/30PN 
AVC-I100/30PN 
AVC-I50/30PN

— 30FRAME
R-RUN/F-RUN*4

DF/NDF 
有効フレーム毎 
30 フレーム

— 30FRAME
以外

R-RUN 固定 
DF/NDF 
有効フレーム毎 
30 フレーム

記録の先頭で
記録 TC に 
一致。 
30 フレーム
/ 秒

記録の先頭で
記録 TC に 
一致。 
30 フレーム
/ 秒

DVCPROHD/24PN 
AVC-I100/24PN 
AVC-I50/24PN

— 24FRAME
R-RUN/F-RUN*7

NDF 固定 
有効フレーム毎 
24 フレーム

LTC を 30
フレームに変
換出力

LTC を出力
記録 
TC： 
24 フレーム 
再生 
TC： 
24 フレーム 
tc： 
30 フレーム

LTC UB
を元に
Over60P
に合わせて
出力

LTC UB
を元に
Over60P 
に合わせて
出力— 24FRAME

以外

R-RUN 固定 
NDF 固定 
有効フレーム毎 
24 フレーム

記録の先頭で
記録 TC に 
一致。 
30 フレーム
/ 秒

記録の先頭で
記録 TC に 
一致。 
30 フレーム
/ 秒

1394 DVCPROHD/60P — —
R-RUN/F-RUN*2

DF/NDF 
30 フレーム

常に1394
入力の
VAUX TC
を記録 *6

LTC を出力 LTC を出力
TC： 
30 フレーム 
tc： 
24 フレーム

UB MODE に
従う 

・‘EXT’では
1394 入力の
LTC UB を 
スレーブ

1394 入力の
VITC UB を 
記録

LTC UB を
出力

LTC UB を 
出力

VITC UB
を 
出力する

480 
-59.94i

CAMERA

DVCPRO50/60i 
DVCPRO/60i 
DV/60i

60i、30P —
R-RUN/F-RUN*3

DF/NDF 
30 フレーム LTCと同値 

（ただし DV
時はなし）

LTC を出力 なし
TC： 
30 フレーム 
tc： 
24 フレーム

UB MODE に
従う 

・‘EXT’では
TC IN/OUT 端
子の UB を 
スレーブ

フレームレート
情報

LTC UB を
出力

なし なし

24P、
24PA —

R-RUN/F-RUN*5

NDF 固定 
30 フレーム

1394 — —
R-RUN/F-RUN*2

DF/NDF 
30 フレーム

常に1394
入力の
VAUX TC
を記録 

（DV は 
なし）*6

UB MODE に
従う 

・‘EXT’では
1394 入力の
LTC UB を 
スレーブ

1394 入力の
VITC UB を記
録

LTC UB を
出力

*1：  UB MODE が FRM. RATE の場合、Native クリップの再生は VITC UB から読み出したプルダウンフ
レームレート情報となります。

*2：  フリーランでは DVCPRO/DV 端子に入力された値にスレーブします。TC IN/OUT 端子の TC にはス
レーブしません。

*3： フリーランでは TC IN/OUT 端子の入力 TC にスレーブします。
*4： フリーランでは TC IN/OUT 端子の入力 TC にスレーブします。ただし REC 中はスレーブできません。
*5：  フリーランでは TC IN/OUT 端子の入力 TC がノンドロップフレームの場合に、スレーブします。ただし

REC 中はスレーブできません。
*6： VAUX TC は DVC フォーマットでビデオ AUX 領域に記録された TC のことです。
*7：  フリーランでは、TC IN/OUT 端子の入力 TC が 30 フレームのノンドロップフレームの場合に、24 フ

レームに変換した値にスレーブします。ただし、REC 中はスレーブできません。
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撮
影

SYSTEM ＭＯＤＥが 1080-50i、720-50P、576-50i のとき

システム設定状態 記録 TC 出力 TC 表示 TC 記録 UB 出力 UB

SYSTEM 
MODE

REC 
SIGNAL REC FORMAT CAMERA 

MODE
FRAME 
RATE LTC VITC TC OUT HD SDI の

LTC、VITC
TC tc 

（24/30 変換） LTC UB VITC UB
TC  

IN/OUT 
端子の
UB*1

HD SDI の 
LTC UB*1

HD SDI の 
VITC UB

1080 
-50i

CAMERA

DVCPROHD/50i
50i、25P —

R-RUN/F-RUN*3

25 フレーム

LTCと同値

LTC を出力 LTC を出力

TC： 
25 フレーム

UB MODE に
従う 

・‘EXT’では
TC IN/OUT 端
子の UB を 
スレーブ

フレームレート
情報

LTC UB を
出力

LTC UB を 
出力

フレーム 
レート情報

(50i) 1 ～
25FRAME

AVC-I100/50i  
AVC-I50/50i —

—
1 ～
25FRAME

AVC-I100/25PN 
AVC-I50/25PN —

— R-RUN/F-RUN*3

25 フレーム LTC を出力 LTC を出力
25FRAME

25FRAME
以外

R-RUN 固定 
有効フレーム毎 
25 フレーム

記録の先頭で
記録 TC に 
一致。 
25 フレーム
/ 秒

記録の先頭で
記録 TC に 
一致。 
25 フレーム
/ 秒

1394 DVCPROHD/50i — — R-RUN/F-RUN*2

25 フレーム

常に1394
入力の
VAUX TC
を記録 *6

LTC を出力 LTC を出力 TC： 
25 フレーム

UB MODE に
従う 

・‘EXT’では
1394 入力の
LTC UB を 
スレーブ

1394 入力の
VITC UB を 
記録

LTC UB を
出力

LTC UB を 
出力

VITC UB
を 
出力する

720 
-50P

CAMERA

DVCPROHD/50P 
AVC-I100/50P 
AVC-I50/50P

— I-50 
FRAME

R-RUN/F-RUN*3

25 フレーム

LTCと同値

LTC を出力 LTC を出力

TC： 
25 フレーム

UB MODE に
従う 

・‘EXT’では
TC IN/OUT 端
子の UB を 
スレーブ

フレームレート
情報

LTC UB を
出力

LTC UB を
出力

フレーム 
レート情報

DVCPROHD/25PN 
AVC-I100/25PN 
AVC-I50/25PN

— 25FRAME
R-RUN/F-RUN*4

有効フレーム毎 
25 フレーム

UB MODE に
従う 

・‘EXT’では
TC IN/OUT 端
子の UB を 
スレーブ

— 25FRAME
以外

R-RUN 固定 
有効フレーム毎 
25 フレーム

記録の先頭で
記録 TC に 
一致。 
25 フレーム
/ 秒

記録の先頭で
記録 TC に 
一致。 
25 フレーム
/ 秒

1394 DVCPROHD/50P — — R-RUN/F-RUN*2

25 フレーム

常に1394
入力の
VAUX TC
を記録 *6

LTC を出力 LTC を出力 TC： 
25 フレーム

UB MODE に
従う・ 

‘EXT’では
1394 入力の
LTC UB を 
スレーブ

1394 入力の
VITC UB を 
記録

LTC UB を
出力

LTC UB を 
出力

VITC UB
を 
出力する

576 
-50i

CAMERA

DVCPRO50i 
DVCPRO/50i 
DV/50i

50i、25P — R-RUN/F-RUN*3

25 フレーム
LTCと同値 

（ただし DV
時はなし）

LTC を出力

なし

TC： 
25 フレーム

UB MODE に
従う 

・‘EXT’では
TC IN/OUT 端
子の UB を 
スレーブ

フレームレート
情報

LTC UB を
出力

なし なし

1394 — — R-RUN/F-RUN*2

25 フレーム

常に1394
入力の
VAUX TC
を記録 

（DV は 
なし）*6

LTC を出力 TC： 
25 フレーム

UB MODE に
従う 

・‘EXT’では
1394 入力の
LTC UB を 
スレーブ

1394 入力の
VITC UB を 
記録

LTC UB を
出力

*1：  UB MODE が FRM. RATE の場合、Native クリップの再生は VITC UB から読み出したプルダウンフ
レームレート情報となります。

*2：  フリーランでは DVCPRO/DV 端子に入力された値にスレーブします。TC IN/OUT 端子の TC にはス
レーブしません。

*3： フリーランでは TC IN/OUT 端子の入力 TC にスレーブします。
*4： フリーランでは TC IN/OUT 端子の入力 TC にスレーブします。ただし REC 中はスレーブできません。
*6： VAUX TC は DVC フォーマットでビデオ AUX 領域に記録された TC のことです。
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再生の基本操作

ロック解除ボタン

動作ランプ（PB/THUMBNAIL）

POWER/MODE スイッチ

1 POWER/MODE スイッチを ON にする。
ロック解 除 ボ タンを 押しな がら POWER/
MODE スイッチを ON の位置まで下方に押しま
す。

2 POWER/MODE スイッチを回して、動作ラン
プの PB/THUMBNAIL を点灯させる。
本機がＰＢ/THUMBNAIL モードになります。
• 回すたびに、以下のように切り替わります。
ＰＢ/THUMBNAIL  CAMERA
ＰＢ /THUMBNAIL モ ード に な っ た 後 に
POWER/MODE スイッチを下方に 2 秒間回
すと、PC（パーソナルコンピューター接続）
モードになります。（ 109 ページ）

サムネールを使ったクリップの再生について詳しくは、（ 75 ページ）をご参照ください。

本機の OPERATION レバー リモコン

再生する（）
停止中に操作すると、選択されたクリップを再生します。
再生中に操作すると、可変速サーチモード（ 99ページ）になり、
×1 倍速で再生します。

INDEX STOP INDEX

STILL ADV PAUSE STILL ADV

PLAY

INDEX STOP

V
-

/REW FF/

早送り再生をする（）
再生中に操作すると、選択中のクリップ内で早送り再生しま
す。（×4 倍速）
押したままにすると、速度が速くなります。（×32 倍速）
一時停止中に操作すると、クリップを 1 つ進めます。

INDEX STOP INDEX

STILL ADV PAUSE STILL ADV

PLAY

INDEX STOP

V
-

/REW FF/

早戻し再生をする（）
再生中に操作すると、選択中のクリップ内で早戻し再生します。

（×4 倍速）
押したままにすると、速度が速くなります。（×32 倍速）
一時停止中に操作すると、クリップを 1 つ戻します。

INDEX STOP INDEX

STILL ADV PAUSE STILL ADV

PLAY

INDEX STOP

V
-

/REW FF/

停止する（）
再生中 / 一時停止中に押すと、動作を停止してサムネール一
覧に戻ります。 INDEX STOP INDEX

STILL ADV PAUSE STILL ADV

PLAY

INDEX STOP

V
-

/REW FF/

一時停止する（）
再度押すと、再生に戻ります。

INDEX STOP INDEX

STILL ADV PAUSE STILL ADV

PLAY

INDEX STOP

V
-

/REW FF/

再生
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サムネール操作
クリップとは、一回の撮影によって生成される画像、
音声、およびテキストメモ・メタデータなどの付加情
報を含む、ひとかたまりのデータのことです。
本機では、PB/THUMBNAIL モードに切り替える
ことで、液晶モニター画面に各クリップがサムネー
ル表示されます。
サムネール画面上で OPERATION レバーを使って
以下の操作を行うことができます。
• クリップの再生、削除、コピー、および修復
• クリップのサムネールにテキストメモ、ショットマー

クを付加、および消去する
• テキストメモを使用してクリップを部分コピーする
• テキストメモを使用してサムネール画像を変更する 
• P2 カード、SD メモリーカードのフォーマット
• クリップメタデータの SD メモリーカードからの 

アップロードおよび編集
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サムネール操作の概要
サムネール画面は以下のような構成になっています。

THUMBNAIL OPERATION PROPERTY

ALL CLIP DELETE CLIP PROPERTY
SAME FORMAT CLIPS FORMAT
SELECTED CLIPS REPAIR CLIP
MARKED CLIPS RE-CONNECTION
TEXT MEMO CLIPS COPY

EXCH. THUMBNAIL
EXIT

CARD STATUS

SLOT CLIPS INDICATOR
SET UP DATA DISPLAY
EXIT DATE FORMAT

THUMBNAIL SIZE
PLAYBACK RESUME DEVICES
THUMBNAIL INIT PROPERTY SETUP
EXIT EXIT

META DATA HDD

LOAD EXPORT
RECORD EXPLORE
USER CLIP NAME SETUP
INITIALIZE EXIT
PROPERTY
LANGUAGE
EXIT

サムネール操作（つづき）
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生

サムネール画面
POWER/MODE ス イ ッ チ を 回 し て、PB/
THUMBNAIL モードに切り替えると、液晶モニター 
にサムネール画面を表示します。
再 度、POWER/MODE ス イ ッ チ を 回 す と、
CAMERA モードに戻ります。
なお、CAMERA モードからサムネール画面に変わ
った時は、すべてのクリップをサムネール画面に表
示します。
また、サムネール画面から MENU ボタンを押すと、
サムネールのメニュー操作が可能になります。

1

4 5 6 7

2

16

3

サムネール画面

11 

8 

9 10 

12 13 14 15 

クリップアイコン

1. 表示状態
画面に表示するサムネールの種類や、その他の
情報画面の種類を表示します。
ALL: 
すべてのクリップを表示しています。

SAME FORMAT:
システムフォーマット（SYSTEM MODE 項目
/REC FORMAT 項目）と同じフォーマットのク
リップを表示しています。
• 各項目については、（ 134ページ）をご参照く

ださい。
SELECT:  
SET ボタンで選択したクリップを表示していま
す。

MARKER:  
ショットマークが付加されたクリップを表示して
います。

TEXT MEMO:  
テキストメモデータがあるクリップを表示してい
ます。

SLOT n: 
（n: スロット番号の [1]、[2] が入ります）
特定の P2 カード内のクリップを表示していま
す。

UPDATING..:
画面更新などの処理中に表示しています。また
更新中は回転するアイコン  を表示します。
• 「サムネール表示の切り替え」（ 80 ページ）

（次ページにつづく）
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2. スロット番号・HDD 状態
ポインターが合わされているクリップが、どの P2
カードに記録されているかを表示します。クリッ
プが記録された P2 カードのスロット番号を、黄
色く表示します。クリップが複数の P2 カードに
またがって記録されている場合は、そのクリップ
が記録された P2 カードのスロット番号のすべて
を表示します。また、P2 カードが挿入されてい
るスロット番号を白く表示します。
以下のような P2 カードが挿入された場合、スロ
ット番号を桃色で表示します。
• RUN DOWN CARD
（書き換え回数が規定回数を超えた P2 カード）
• DIR ENTRY NG CARD
（ディレクトリ配置が不正規な P2 カード）

USB HDD の表示は以下のようになります。
• USB ホストモード以外：「灰色」
• USB ホストモードで非接続の場合：「灰色」
• USB ホストモードで HDD が接続され使用可

能の場合：「白色」
• USB ホストモードで HDD が接続されサムネー

ル表示している場合：「黄色」
• USB ホストモードで HDD が接続されている

が、使用可能な状態でない場合：「赤色」
3. 時間表示

設定により、クリップの記録開始時点のタイム 
コード（TC）/ クリップの記録開始時点のユー 
ザーズビット（UB）/ 撮影時刻（TIME）/ 撮
影日（DATE）/ 撮影日時（DATE TIME）/ ク
リップ名（CLIP NAME）/ ユーザークリップ名

（USER CLIP NAME）のいずれかを表示しま
す。
• 「サムネールの表示設定」（ 93 ページ）

4. 記録モード
ポインターの位置のクリップの記録モードを表示
します。

5. システムフォーマット
ポインターの位置のクリップのフォーマットを表示
します。

6. デュレーション
ポインターの位置のクリップのデュレーションを表
示します。

7. USB ホストモードインジケーター
USB ホストモードに切り替わっている場合に表示
します。

8. クリップ番号
P2 カードに正しく認識されているすべてのクリッ
プに、本機が設定した番号です。番号は、撮影
日時が早い順に割り振られます。
記録フォーマットが異なるクリップなど、再生でき
ないクリップは赤色で表示されます。

9.  不良クリップインジケーター・
 不明クリップインジケーター

記録中に電源が切れるなどの原因で、記録に不
具合のあるクリップに表示します。
黄色い不良クリップインジケーターが表示された
クリップは、修復が可能な場合があります。
• 「クリップの修復」（ 85 ページ）
赤い不良クリップインジケーターが表示されたク
リップは、修復できませんので削除してください。
削除できない場合は、P2 カードをフォーマットし
てください。
P2 規格のフォーマットなどが異なるクリップの場
合、  を表示します。

10.  不完全クリップインジケーター
複数の P2 カードにまたがって記録されている
にもかかわらず、その内のいずれかの P2 カー
ドが P2 カードスロットに挿入されていない場
合、表示します。

11.  ショットマークインジケーター
サムネールにショットマークが付加されたクリッ
プに表示します。
• 「ショットマーク」（ 82 ページ）

12.  プロキシ付きクリップインジケーター
AJ-HPX3100 などのプロキシ対応の P2 カメ
ラレコーダーで記録したプロキシが付加記録さ
れているクリップに表示します。

13.  テキストメモインジケーター
テキストメモデータがあるクリップに表示しま
す。

14.  エディットコピークリップインジケーター
AJ-HPM200 など、エディットコピー対応機種
でエディットコピーを行ったクリップに表示しま
す。エディットコピーについて、詳しくは、エデ
ィットコピー対応機種取扱説明書をご参照くださ
い。

15.  ワイドインジケーター
16：9 の画角で記録されたクリップに表示しま
す。ただし HD のフォーマットのクリップでは表
示しません。

16. サムネールスクロールバー
現在表示しているサムネールがサムネール全体
のどの辺りかを示します。

サムネール操作（つづき）
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クリップの再生

1 POWER/MODE スイッチを回して、
PB/THUMBNAIL モードに切り替える。
液晶モニターにサムネール画面が表示されま
す。

2 OPERATION レバーを   方向に倒して、
ポインターを再生したいクリップに合わせる。

3 OPERATION レバーを  方向（ 再生）に
倒す。
• ポインターが合わされたクリップが、液晶モニ

ター上で再生されます。
• カーソルが合わされたクリップの再生が終わる

と、それ以降の再生可能なクリップがサムネー 
ル画面に表示されている順に再生され、最後
のクリップの再生が終わった時点でサムネール
画面に戻ります。

• クリップを再生する際は、クリップを選択す
る（サムネールに青色の枠を表示した状態
にする）必要はありません。

• クリップ番号が赤色に表示されたクリップ
は、再生できません。

• 再生中に OPERATION レバーやリモコンを操作
することで、早送り、早戻し、一時停止などの動
作をさせることができます。詳しくは、（ 74ページ）
をご参照ください。

• クリップの再生中に OPERATION レバーを  方
向（STOP）に倒すと、再生を停止してサムネー
ル画面に戻ります。

• 再生を停止時、ポインターは再生開始時の位置
にかかわらず、再生していたクリップの位置に
移動します。

• 再 度 OPERATION レバ ー を  方 向（ 再
生）に倒すと、ポインターが合わされたクリッ
プの先頭から再生を開始します。直前の停止位
置から続けて再生したい場合は、「サムネール
の表示設定」（ 93 ページ）の PLAYBACK 
RESUME 設定を ON にしてください。

サムネールの選択
サムネール画面では、複数のサムネールを任意に選
択できます。

1 OPERATION レバーを   方向に倒して、
選択したいクリップに合わせ、SET を押す。
選択されたクリップのサムネールには青色の枠
を表示します。 再度 OPERATION レバーの
SET を押すと、選択は解除されます。

2 さらに選択したいクリップがある場合は、1 の
操作を繰り返す。

選択したクリップのみをサムネール画面に表示し、
再生することが可能です。
• 「サムネール表示の切り替え」（ 80 ページ）

OPERATION レバー

MENU ボタン

液晶モニター
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サムネール表示の切り替え
サムネール画面に表示するクリップを、特定の条件
に当てはまるクリップのみに切り替えることができま
す。

1 POWER/MODE スイッチを回して、
PB/THUMBNAIL モードに切り替える。
液晶モニターにサムネール画面が表示されま
す。

2 MENU ボタンを押す。
サムネールメニューが開きます。

MENU ボタン

3 サムネールメニューよりTHUMBNAIL を選択
する。
それぞれの項目を選択して、サムネール表示を
切り替えることができます。

ALL CLIP:
すべてのクリップを表示します。

SAME FORMAT CLIPS:
同じシステムフォーマットのクリップを表示します。

SELECTED CLIPS:
任意に選択したクリップを表示します。サムネール
の並び順は、選択した順番となります。

MARKED CLIPS:
ショットマークが付加されたクリップを表示します。

TEXT MEMO CLIPS:
テキストメモデータがあるクリップを表示します。

SLOT CLIPS:
特定のスロットに挿入された P2 カードに記録され
たクリップを表示します。この項目を選択すると、
さらにサブメニューとして SLOT1 から SLOT2
を表示しますので、表示したいスロットを選択しま
す。

SETUP:
この項目については、「サムネールの表示設定」

（ 93 ページ）をご参照ください。
EXIT:

サブメニューを閉じます。

サムネール操作（つづき）
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サムネールメニュー PROPERTY → CLIP 
PROPERTY でクリップ プロパティを表示させ、
THUMBNAIL 項目でサムネールの位置（クリッ
プ先頭からのフレーム数）を確認することができ
ます。通常のサムネールはクリップの先頭ですの
で、0 が表示されます。

サムネールの変更
サムネール映像を、あらかじめ記録中や再生中にテ
キストメモをつけたポイントの映像に置き換えること
ができます。

1 変更したい映像にテキストメモを付加する。
テキストメモを付加する方法については、「テキ
ストメモ記録」（ 42ページ）をご参照ください。

2 サムネールメニュー THUMBNAIL → TEXT 
MEMO CLIPS を選択し、テキストメモの付い
たクリップのサムネール表示にする。

3 サムネールを変更したいクリップにポインター
を合わせて OPERATION レバーの SET を押
し、ポインターを下段のテキストメモ表示に移
動させる。

4 置き換えたいサムネールをテキストメモの
中 から選 び、 ポインタ ー を 合 わ せ て サ ム 
ネ ー ルメニュー の OPERATION → EXCH. 
THUMBNAIL を選択する。

5 OPERATION レバーの SET を押すと、
YES/NO 確認画面が表示されるので、
OPERATION レバーで YES を選択する。
メニューが閉じて、クリップのサムネールが置き
換わります。
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ショットマーク
本機は、他のクリップと区別するために、クリップの
サムネールにショットマークを付加することができま
す。

1 POWER/MODE スイッチを回して、
PB/THUMBNAIL モードに切り替える。
液晶モニターにサムネール画面が表示されま
す。

2 OPERATION レバーを   方向に倒して、
ポインターをショットマークを付加したいクリッ
プに合わせる。

3 ショットマーク機能を割り当てた USER ボタン
を押す。
• ポインターが合わされたクリップのサムネール

に、ショットマークが付加されます。
• ショットマークを削除するには、もう一度ポイ

ンターを合わせてショットマーク機能を割り当
てた USER ボタンを押します。

• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

• ショットマークは記録中にも付加することができ
ます。

• 記録停止後にショットマークを付加すると、直前
に記録したクリップにショットマークをつけるこ
とができます。
・ 「ショットマーク機能」（ 41 ページ）

• 複数の P2 カードにまたがるクリップに、ショッ
トマークを付加 / 削除する場合、そのクリップ
が記録されたすべての P2 カードを挿入した状
態で行ってください。

テキストメモ
記録 / 再生中にテキストメモを付加することができま
す。またテキストメモを使うことにより、クリップ途
中からの再生やクリップの分割コピーが可能になりま
す。

テキストメモを付加する

テキストメモを付加するには、以下の二つの方法が
あります。
• 記録 / 再生中にテキストメモ機能を割り当てた

USER ボタンを押します。
ボタンを押したときの位置にテキストメモを付加し
ます。（ 42 ページ）

• サムネール画面を表示中にテキストメモ機能を割
り当てた USER ボタンを押すと、現在ポインター
が合ったクリップの先頭にテキストメモを付加しま
す。

• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

テキストメモは 1 つのクリップにつき、ボイスメ
モと合わせて 100 個まで記録できます。ただし、
本機ではボイスメモを記録・再生できません。

サムネール操作（つづき）
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4 ポインターが下段にある状態のまま、ＯＰＥＲＡＴ
ＩＯＮレバーを   方向に倒して、ポインター
を再生したいテキストメモ番号に合わせ、ＯＰＥ
ＲＡＴＩＯＮレバーを  方向（ 再生）に倒す。
• ポインターが合わされたテキストメモのタイム

コード位置から再生します。
再生中にＯＰＥＲＡＴＩＯＮレバーを  方向

（STOP）に倒して止めたり、クリップの終端
で再生が終了すると、サムネール画面に戻り、
再生を開始したテキストメモのサムネールにポ
インターは戻ります。

• MENU ボタンを押し、サムネールメニューよ
りEXIT を選択するか、EXIT ボタンを押すと、
ポインターがサムネール画面の上段に戻りま
す。

• テキストメモの画面を表示中にSTART/STOP
ボタンを押しても撮影を開始することはできま
せん。

• 再生できない AVC-Intra フォーマットのクリッ
プの場合、テキストメモサムネールは表示され
ず、  のマークアイコンになる場合がありま
す。

テキストメモの削除

1 「テキストメモ位置からの再生」（ 左記）の
1～ 3 の操作を行い、クリップ内のテキストメ
モを選択する。

2 削除したいテキストメモにポインターを合わせ、
OPERATION レバーの SET を押す。

3 MENU ボタンを押し、サムネールメニューより
OPERATION → DELETE と選択する。
本当に削除するか、YES/NO で確認してきま
すので、OPERATION レバーで YES を選択
すると、テキストメモが消去されます。

テキストメモ位置からの再生

1 POWER/MODE スイッチを回して、
PB/THUMBNAIL モードに切り替える。
液晶モニターにサムネール画面が表示されま
す。

2 MENU ボタンを押し、サムネールメニューより
THUMBNAIL → TEXT MEMO CLIPS を選
択する。
液晶モニター上段には、テキストメモが付加さ
れたクリップのサムネールを表示します。液晶
モニター下段には、ポインターで選択されてい
るクリップのテキストメモに関する情報を表示し
ます。

テキストメモが関連付けられた
静止画像を表示

サムネール
表示部

テキストメモクリップの選択数
（青色）と総数（白色）

3 ポインターを、再生したいテキストメモのあ
るクリップに合わせ、ＯＰＥＲＡＴＩＯＮレバーの
SET を押す。
ポインターが液晶モニター下段に移ります。

ポインターが移動します
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テキストメモによるクリップ分割コピー

1 「テキストメモ位置からの再生」（ 83ページ）
の 1～ 3 の操作を行い、クリップ内のテキスト
メモを選択する。

2 コピーしたいテキストメモにポインターを合わ
せ、OPERATION レバーの SET を押す。
テキストメモは複数選択できます。

3 MENU ボタンを押し、OPERATION → COPY
と選択する。

4 OPERATION レバーでコピー先のスロットを選
択し、YES を選択する。
• コピーを実行します。
• 選択したテキストメモと、その次にあるテキス
トメモの区間をコピーします。選択したテキス
トメモの後にテキストメモがない場合は、クリ
ップの終端までをコピーします。

• 複数選択している場合は、それぞれ選択して
いる区間のコピーを行います。

• コピー中は、コピーの進捗状況とキャンセル
の表示を行います。コピーを途中で中断する
場合は、OPERATION レバーの SET を押し
ます。YES/NO の確認画面が表示されます
ので、OPERATION レバーで YES を選択し
ます。

テキストメモによるクリップ分割コピーは、クリッ
プの記録方式に応じてコピー区間が自動的に補正
され、コピーされることがあります。

クリップの削除

1 POWER/MODE スイッチを回して、
PB/THUMBNAIL モードに切り替える。
液晶モニターにサムネール画面が表示されま
す。

2 ＯＰＥＲＡＴＩＯＮレバーを   方向に倒して、
削除したいクリップに合わせ、ＯＰＥＲＡＴＩＯＮレ
バーの SET を押して、クリップを選択する。
複数のクリップを選択することができます。

3 MENU ボタンを押し、サムネールメニューから
OPERATION → DELETE と選択する。

4 下の画面が表示されるので、ＯＰＥＲＡＴＩＯＮレ
バーで YES を選択する。

クリップが削除されます。このとき選択された（青
色の枠で囲まれた）クリップはすべて削除され
ます。

途中で削除を中止するには、ＯＰＥＲＡＴＩＯＮレ 
バーの SET を押してキャンセルしてください。
途中まで削除されたクリップはキャンセルしても
戻りません。

サムネール操作（つづき）
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不完全クリップの連結
複数の P2 カードにまたがって記録されているクリッ
プ（連結したクリップ）がカードごとに別々にコピー
されるなどで、それぞれが不完全クリップになること
があります。このとき連結機能を使って、1 つのクリ
ップ（元の連結したクリップ）にすることができます。

1 POWER/MODE スイッチを回して、
PB/THUMBNAIL モードに切り替える。
液晶モニターにサムネール画面が表示されま
す。

2 OPERATION レバーで、連結する不完全クリ
ップを選択する。
通常、不完全クリップ（  表示のついたクリッ
プ）のサムネールは並んで表示されています。

3 MENU ボタンを押し、サムネールメニューから
OPERATION → RE-CONNECTION と選 択
する。
本当に連結を行うか YES/NO で確認してきま
すので、ＯＰＥＲＡＴＩＯＮレバーで YES を選択す
ると、不完全クリップが連結されます。

一部のクリップだけ連結しても、元の連結したク
リップを構成するすべてのクリップがそろわない
場合は、不完全クリップを示す表示がついたまま
になります。

クリップの修復
記録中、急に電源が切れる、またはアクセス中の
P2 カードを取り出したなどの原因で発生した、不具
合のあるクリップを修復します。

修復が可能なのは、黄色い不良クリップインジ 
ケーターがついたクリップのみです。赤い不良ク
リップインジケーターがついたクリップは、修復
できませんので削除してください。削除できない
場合は P2 カードをフォーマットしてください。
ただし修復中に、不良クリップインジケーターが
黄色から赤色になり、修復ができない場合があり
ます。

1 POWER/MODE スイッチを回して、
PB/THUMBNAIL モードに切り替える。
液晶モニターにサムネール画面が表示されま
す。

2 ＯＰＥＲＡＴＩＯＮレバーを   方向に倒して、
修復したいクリップ ( 修復可能な黄色い不良ク
リップインジケーターの付いたクリップが表示さ
れています ) に合わせ、ＯＰＥＲＡＴＩＯＮレバー
の SET を押して、クリップを選択する。

3 MENU ボタンを押し、サムネールメニューから
OPERATION → REPAIR CLＩＰと選択する。
本当に修復を行うかＹＥＳ/ＮＯで確認してきま
すので、OPERATION レバーで YES を選択
すると、クリップが修復されます。
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クリップのコピー
クリップを選択し、任意のスロットの P2 カードや
SD メモリーカードにコピーすることができます。

1 POWER/MODE スイッチを回して、
PB/THUMBNAIL モードに切り替える。
液晶モニターにサムネール画面が表示されま
す。

2 ポインターをOPERATIONレバーで動かして、
コピーしたいクリップに合わせ、OPERATION
レバーの SET を押してクリップを選択する。

ワンクリップレックで前のクリップに連結して記
録可能な状態のとき（「1*CLIP」と表示され
ているとき）は、クリップのコピー操作はできま
せん。 一度 CAMERA モードに切り替えた後、
OPERATION レバーの  方向（STOP）に約
2 秒間倒してクリップ連結を終了させてから、再
度操作してください。

3 MENU ボタンを押し、サムネールメニューから
OPERATION → COPY と選択する。

• コピー先としてスロット 1、2、または SD メ
モリーカードを選択します。

• 本当にコピーを行うかＹＥＳ/ＮＯで確認してき
ますので、OPERATION レバーで YES を選
択すると、クリップがコピーされます。

• P2 カードの故障の原因になりますので、コ 
ピー中に電源を OFF にしたり、カードの抜き差
しをしたりしないでください。誤って前記のよう
な操作を行った場合、不良クリップが作成され
ますので、削除してから、再度コピーを行って
ください。

• P2 カードへのコピーは、クリップの情報がすべ
てコピーされますが、SD メモリーカード * への
コピーは映像・音声情報はコピーされず、サム
ネール、クリップメタデータ、アイコン、ボイ
スメモ、プロキシ、リアルタイムメタデータの
みのコピーとなります。

• コピー先の記録容量が不足している場合、
「LACK OF CAPACITY!」 と表示され、コ
ピーは行われません。コピーするクリップに不
良クリップが含まれている場合は「CANNOT 
COPY!」と表示され、コピーは行われません。
同一カードへクリップをコピーしようとした場合
は、「NO COPY TO SAME CARD!」 と表
示され、コピーは行われません。

• 途中でコピーを中止する場合は、OPERATION
レバーの SET を押してください。コピー先で
コピー中だったクリップは削除されます。

• コピー先に同一のクリップが存在するときは
「OVERWRITE?」と表示されます。 重ね書
きを行う場合は YES を、行わない場合は NO
を選択してください。

*  使用する SD メモリーカードについては、<SD メ
モリーカード使用上の注意>（ 161ページ）をご
参照ください。

サムネール操作（つづき）
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クリップメタデータの設定
操作撮影者名やレポーター名、撮影場所、テキスト
メモなどの情報を SD メモリーカードから読み込ん
で、クリップメタデータとして記録することができま
す。

クリップメタデータの読み込み 
（メタデータアップロード）

1 クリップメタデータを記述したファイル（メタ
データアップロードファイル）が入った SD メモ
リーカードを本機に挿入する。

2 POWER/MODE スイッチを回して、
PB/THUMBNAIL モードに切り替える。
液晶モニターにサムネール画面が表示されま
す。
サムネール画面を表示している状態で、DISP/
MODE CHK ボタンを押しながら MENU ボタ
ンを押すと、手順 4 へ移ります。

3 MENU ボタンを押し、サムネールメニューから
META DATA → LOAD と選択し、 
ＯＰＥＲＡＴＩＯＮレバーの SET を押す。

4 SD メモリーカードにあるメタデータアップ
ロードファイルのメタデータ名を表示する。
OPERATION レバーで読み込むファイルを選
択して YES を選択する。
• 読み込みが開始されます。
• 読み込んだメタデータは電源を OFF にしても

保持されます。
• 読み込んだデータの確認は、「読み込んだメ

タデータの確認および修正」（ 89ページ）を
ご参照ください。

• メタデータ名表示中に OPERATION レバーを
 方向に倒すと、ファイル名の表示に切り替え
ることができます。OPERATION レバーを 
方向に倒すと、メタデータ名の表示へ戻ります。

• 日本語設定の場合でも、ファイルの一覧表示の
メタデータ名に ASCII 表示文字以外は表示さ
れず、「＊」で表示されます。ただしカーソルを
ファイルに合わせると、右側に日本語で表示さ
れます。
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クリップメタデータ項目

クリップメタデータには下記の項目があります。下
線の入った項目は、SD メモリーカード内のメタデー
タアップロードファイルを読み込むことで設定できま
す。その他の項目は、撮影時に自動的に設定されま
す。メタデータアップロードファイルは、パーソナル
コンピューターで P2 ビューアーを使用することで、
SD メモリーカードに書き込むことができます。P2
ビューアー最新版は、下記ウェブサイトのサポートデ
スクからパーソナルコンピューターにインストールし
てください。

（日本語）http://panasonic.biz/sav/
（英語）http://pro-av.panasonic.net/

また、使用する SD メモリーカードについては、
<SDメモリーカード使用上の注意>（ 161ページ）
をご参照ください。

P2 ビュー ア ー 以 外 で 編 集したファイル は、
「UNKNOWN DATA!」と表示され、読み込め
ない場合があります。

GLOBAL CLIP ID:
クリップの撮影状態を示すグローバルクリップ ID
を表示します。

USER CLIP NAME:*1
ユーザーが設定したクリップの名称を表示します。

VIDEO: 
[FRAME RATE（フレームレート）]（クリップの
フレームレート）、[PULL DOWN（プルダウン）]

（プルダウン方式）、[ASPECT RATIO（アスペ
クト比）]（アスペクト比）を表示します。

AUDIO: 
[SAMPLING RATE ( サンプリングレート )]（記
録 音 声 の サンプリング周 波 数 ）、[BITS PER 
SAMPLE（ビットレート）]（記録音声の量子化ビ
ット数）を表示します。

ACCESS: 
[CREATOR（作成者）]（クリップの収録者名）、
[CREATION DATE（作成日）]（クリップの収
録日）、[LAST UPDATE DATE（最終更新日）
]（クリップの最終更新日）、[LAST UPDATE 
PERSON（最終更新者）]（クリップの最終更新者）
を表示します。

DEVICE: 
[MANUFACTURER（機材メーカー名）]（収録
した機材のメーカー名）、[SERIAL NO.（シリア
ル番号）]（収録した機材のシリアルナンバー）、
[MODEL NAME（モデル名）]（収録した機材の
モデル名）を表示します。

SHOOT: *2

[SHOOTER（撮影者）]（撮影者名）、[START 
DATE（撮影開始日）]（撮影開始日）、[END 
DATE（ 撮 影 終 了 日 ）]（ 撮 影 終 了 日 ）、
[LOCATION（撮影地情報）] ALTITUDE（高度）
/LONGITUDE（経度）/LATITUDE（緯度）/
SOURCE（撮影地情報源）/PLACE NAME（撮
影地）（撮影地の高度 / 経度 / 緯度 / それらを得
た情報源 / 場所の名前）を表示します。

SCENARIO:
[PROGRAM NAME（プログラム名）]（番組名）、
[SCENE NO.（シーン番号）]（シーンナンバー）、
[TAKE NO.（テイク番号）]（テイクナンバー）
を表示します。

NEWS: 
[REPORTER（ リポ ー タ ー）]（ リポ ー タ ー
名）、[PURPOSE（取材目的）]（取材目的）、
[OBJECT（取材対象）]（取材対象）を表示します。

MEMO:*3
[NO.]（テキストメモの番号）、[OFFSET（記録
位置）]（テキストメモが付加されるクリップ先頭
からのフレーム位置）、[PERSON（メモ入力者）
]（クリップに付加されたテキストメモの記録者）、
[TEXT（テキスト情報）]（テキストメモの内容）
を表示します。

THUMBNAIL:
サムネールの元となる画像のフレーム位置（フ 
レームオフセット）や、サイズ（高さ、幅）を表示
します。

PROXY:
プロキシが付加記録されている場合に、そのフォー 
マットなどの情報を表示します。
この項目は、CLIP PROPERTY 画面で表示され
ます。

サムネール操作（つづき）
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*1:  USER CLIP NAME の記録方法を選択する
ことが 可 能 で す。 詳しくは、「USER CLIP 
NAMEの記録方法の選択」（ 90ページ）をご
参照ください。

*2:  SHOOT の ALTITUDE/LATITUDE/
LONGITUDE は、本機で撮影時自動的に設定
されません。

  記録したクリップのプロパティーで設定すること
は可能です。

*3:  MEMO を 入 力 するとき は TEXT を 必 ず 入
力してください。PERSON（メモ入力者）、
OFFSET（記録位置）のみの記録はできません。

読み込んだメタデータの確認および修正

SD メモリーカードから読み込んだメタデータの内容
を確認できます。

1 POWER/MODE スイッチを回して、
PB/THUMBNAIL モードに切り替える。
液晶モニターにサムネール画面が表示されま
す。

2 MENU ボタンを押し、サムネールメニューから
META DATA → PROPERTY と選択する。
下の画面が表示されます。

3 ＯＰＥＲＡＴＩＯＮレバーでポインターを動かし、確
認したい項目に合わせて OPERATION レバー 
の SET を押す。
読み込んだメタデータの各設定内容を確認でき
ます。

4 またメタデータの各設定内容を確認中に、
OPERATION レ バ ー で ポ イン タ ー を 動 か
し、 設定内容を変更したい項目に合わせて
OPERATION レバーの SET を押す。
• ソフトウェアキーボード画面が表示され、設定

内容を変更することができます。
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* COUNT 値は、4 桁の数字で表示されます。
COUNT 値は、クリップメタデータが読み込まれ、
かつ記録方法を TYPE2 に設定した状態のとき、
撮影を行って新しいクリップを生成するごとに、1
ずつ増えます。
ま た COUNT 値 は、 以 下 の 方 法 で リセット
で き ま す。 サ ム ネ ー ルメニュー から META 
DATA → PROPERTY と選択し、さらに USER 
CLIP NAME 項目を選択すると、下記の画面が表
示されます。

「カウンタ−リセット（COUNT RESET）」にカー
ソルを合わせ、OPERATION レバーの SET を押
すと、COUNT 値が 1 にリセットされます。

本機で 8 GB 以上の P2 カードを使用し、1
回 の 連 続 記 録 時 間 が 一 定 時 間（DVCPRO 
HD、 お よ び AVC-Intra 100 時： 約 5 分 /
DVCPRO50、および AVC-Intra 50：約 10
分 /DVCPRO または DV：約 20 分）を超える
場合、また 1 回の記録が複数の P2 カードにま
たがって行われた場合、自動的に別のクリップと
して記録されます。このとき、COUNT 値はそ
れぞれのクリップにつけられます。

サムネール操作（つづき）

読み込んだメタデータの記録する / 
しないを設定

サムネールメニューから META DATA → 
RECORD 項目で ON/OFF を設定します。工場出
荷時は OFF に設定されています。

USER CLIP NAME の記録方法の選択

サムネールメニューから META DATA → USER 
CLIP NAME 項目で、USER CLIP NAME の記録
方法を、TYPE1 と TYPE2 の二通りから選択する
ことができます。

• TYPE1（工場出荷時の設定）

記録される USER CLIP 
NAME

クリップメタデータを読
み込んでいる場合

アップロードされたデー
タ

クリップメタデータを読
み込んでいない、また
は読み込んだクリップ
メタデータを記録しな
い設定の場合

GLOBAL CLIP ID と同
じ（UMID データ）

• TYPE2

記録される USER CLIP 
NAME

クリップメタデータを読
み込んでいる場合

アップロードされたデー
タ
+ COUNT 値 *

クリップメタデータを読
み込んでいない、また
は読み込んだクリップ
メタデータを記録しな
い設定の場合

CLIP NAME と同じ
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P2 カード１枚での記録（DVCPRO HD）の例
記録一時停止記録時間

記録時間＝約 7 分

クリップ 1
COUNT 値

＝0001

クリップ 2
COUNT 値

＝0002

約 5 分 約 2 分

P2 カード 2 枚にまたがって記録する例
記録一時停止記録時間

クリップ 1
COUNT 値

＝0003

クリップ 2
COUNT 値

＝0004

1 枚目のカード 2 枚目のカード

なお、P2 機器で上記例のようなクリップのサムネー
ル表示、およびプロパティー表示を行った場合、クリ
ップ１のサムネールおよび COUNT 値を表示します。

読み込んだメタデータのクリア

サムネールメニューから META DATA → 
INITIALIZE と選択し、ＯＰＥＲＡＴＩＯＮレバーの
SET を押します。
本当に初期化を行うか YES/NO で確認してきます
ので、OPERATION レバーで YES を選択すると、
META DATA の初期化を行い、読み込んだデータ
はクリアされます。

メタデータの表示言語設定
メタデータを表示する時の表示言語を設定するこ
とができます。 サムネールメニューから META 
DATA → LANGUAGE と選択し、表示言語を選択
してからＯＰＥＲＡＴＩＯＮレバーの SET を押します。
言語は

ENGLISH: 英語
JAPANESE: 日本語

から選択します。

• 日本語を英語で表示した場合や、英語の非表示
文字などがある場合は正しく表示されず、「＊」
で表示します。

• 本機で入力できる文字は英数字のみです。日本
語は入力できません。
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P2 カードのフォーマット

1 POWER/MODE スイッチを回して、
PB/THUMBNAIL モードに切り替える。
液晶モニターにサムネール画面が表示されま
す。

2 MENU ボタンを押し、サムネールメニューから
OPERATION → FORMAT と選択する。
• 下記の画面が表示されますので、フォーマット
したい P2 カードが挿入されたスロット番号を
選び、OPERATION レバーの SET を押しま
す。

• フォーマットしない場合は、EXIT を選択してく
ださい。

3 下記の画面が表示されるので、ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ
レバーで YES を選択する。

選択した P2 カードがフォーマットされます。

フォーマットにより消去されたデータは、復元す
ることができませんので、必ずデータを確認した
後に実行してください。

SD メモリーカードのフォーマット
サムネール画面から、SD メモリーカードをフォーマ
ットすることもできます。本機に SD メモリーカード
を挿入した状態で、以下の作業を行ってください。

1 POWER/MODE スイッチを回して、
PB/THUMBNAIL モードに切り替える。
液晶モニターにサムネール画面が表示されま
す。

2 MENU ボタンを押し、サムネールメニューから
OPERATION → FORMAT と選択する。
• 下 記 の 画 面 が 表 示 さ れ ま す の で、「SD 

CARD」 を 選 び、OPERATION レ バ ー の
SET を押します。

• フォーマットしない場合は、EXIT を選択してく
ださい。

3 下記の画面が表示されるので、OPERATION
レバーで YES を選択する。

SD メモリーカードがフォーマットされます。

• SD メモリーカードは、メニュー画面からフォー
マットすることもできます。（ 149 ページ）

• フォーマットにより消去されたデータは、復元す
ることができませんので、必ずデータを確認し
た後に実行してください。

サムネール操作（つづき）
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サムネールの表示設定
用途に合わせ、サムネールの表示方法をカスタマイ
ズすることができます。

1 POWER/MODE スイッチを回して、
PB/THUMBNAIL モードに切り替える。
液晶モニターにサムネール画面が表示されま
す。

2 MENU ボタンを押し、サムネールメニューから
THUMBNAIL → SETUP と選択する。
下記の画面が表示されます。

INDICATOR:
サムネール上に表示される各種インジケーターの
表示 / 非表示状態を選択します。
ALL HIDE:

ON：  すべてのインジケーター（MARKER、
TEXT MEMO、WIDE、PROXY） を
非表示にします。

OFF：  以下のメニューにしたがって表示 / 非表
示が設定されます。工場出荷時はこちら
に設定されています。

MARKER:
ショットマークインジケーターの表示 / 非表示

（ON/OFF）を切り替えます。工場出荷時は表
示に設定されています。

TEXT MEMO:
テキストメモインジケーターの表示 / 非表示

（ON/OFF）を切り替えます。工場出荷時は表
示に設定されています。

WIDE:
ワイドインジケーターの表示 / 非表示（ON/
OFF）を切り替えます。工場出荷時は表示に設
定されています。

PROXY:
プロキシインジケーターの表示・非表示（ON/
OFF）を切り替えます。工場出荷時は表示に設
定されています。

DATA DISPLAY:
クリップの時間表示の部分を、タイムコード（TC）
/ ユーザーズビット（UB）/ 撮影時刻（TIME）
/ 撮影日（DATE）/ 撮影日および時刻（DATE 
TIME）/ クリップ名（CLIP NAME）/ ユーザー
クリップ名（USER CLIP NAME）のいずれかか
ら選択できます。工場出荷時はタイムコードに設
定されています。

DATE FORMAT:
記録日時の表示順を、年月日（Y-M-D）/ 月日年

（M-D-Y）/ 日月年（D-M-Y）のいずれかから
選択できます。工場出荷時は年月日に設定されて
います。
この設定は、クリップのプロパティーで表示される
記録日、および DATA DISPLAY で DATE を
選択したときに表示される記録日時に反映します。

THUMBNAIL SIZE:
1 画面に表示されるサムネールを、LARGE（サ
ムネールを 3×2 で表示）/NORMAL（サムネー 
ルを 4×3 で表示）のいずれかから選択できます。
工場出荷時は NORMAL に設定されています。

PLAYBACK RESUME:
サムネール画面からの再生を OPERATION レ 
バーを  方向（STOP）に倒して停止させた後、
再度再生を開始したときの再生位置を選択しま
す。
ON： 停止位置から再生します。
OFF：  ポインターが合わされたクリップの先頭から

再生します。
なお、停止後にポインターを移動させると、この
項目の設定にかかわらずポインターが合わされた
クリップの先頭から再生します。また、すべての
再生できるクリップの最後の位置で再び再生を行
おうとすると、画面が一瞬フラッシュして再生でき
るクリップがないことを知らせます。

THUMBNAIL INIT:
上記サムネー ルの表示設定を、工場出荷状
態にします。 カーソルをこの 項目にあわせ、
OPERATION レバーの SET を押します。
本当に工場出荷状態にするか YES/NO で確認し
てきますので、OPERATION レバーで YES を
選択すると、工場出荷状態に戻ります。

EXIT:
1 つ前のメニューに戻ります。
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プロパティー
クリップのプロパティー、P2 カードの状態を表示し
ます。
またクリップのプロパティーを表示中に、記録された
クリップメタデータを編集し、書き換えることができ
ます。

クリップのプロパティー

サ ムネ ー ルメニュー から PROPERTY → CLIP 
PROPERTY を選択します。下記の画面が表示さ
れます。

1

5

2

4

3

1. クリップ番号
2. サムネール
3. クリップ情報

クリップに付加された各種インジケーター、付加
されているテキストメモやボイスメモの数を表示
します。
また、クリップが記録された P2 カードに、ライ
トプロテクトがかけられているとき、  マークが
表示されます。

• 本機ではボイスメモの記録 / 再生は行えま
せん。

• OPERATION レバーを   方向に倒す
と、前後のクリップのプロパティーが表示さ
れます。

4. クリップ情報
クリップに関するさまざまな情報を表示します。

CLIP NAME:
クリップ名を表示します。

START TC:
記録開始時のタイムコードの値を表示します。

START UB:
記録開始時のユーザーズビットの値を表示しま
す。

DATE:
記録した日付を表示します。

TIME:
記録開始時の時刻を表示します。

DURATION:
クリップの長さを表示します。

V_FORMAT:
クリップの記録フォーマットを表示します。

FRAME RATE:
再生フレームレートを表示します。

REC RATE:
記録フレームレートを表示します。（VFR 機能
を使って Native 記録したクリップにのみ表示し
ます）

5. クリップメタデータ
クリップに関する、より詳しいデータを表示しま
す。
OPERATION レバーで動かし、SET を押して詳
しい内容を確認できます。
• 「クリップメタデータ項目」（ 88 ページ）

サムネール操作（つづき）
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記録されたクリップメタデータの修正

1 クリップのプロパティー画面で、修正したいク
リップメタデータの詳細画面を表示する。

2 修正したい項目に OPERATION レバーでカー
ソルを合わせる。
変 更 可 能 な メ タ デ ー タ 項 目 は、 下 図 の

「CREATOR（作成者）」などのように表示し
ています。

3 OPERATION レバーの SET を押す。
• メタデータ修正の入力画面（ソフトキーボード）

が表示されます。
• キーボードから文字を入力し、メタデータを修

正します。

キーボードの操作については、「読み込んだメタ
データの確認および修正」（ 89 ページ）と同
様です。

4 キーボードの「OK」ボタンを押す。
修正されたメタデータがクリップに書き込まれ、
メタデータの詳細画面に戻ります。

• SHOOT の LOCATION（ 撮 影 地 情 報 ） の
各項目を削除する場合、単独では削除できま
せん。ALTITUDE（高度）項目を空白に設
定することで、他の LONGITUDE（緯度）/
LATITUDE（経度）項目も一括して削除され
ます。

•   不完全クリップインジケーターが付いたク
リップは、メタデータを修正できません。複数
枚の P2 カードにまたがったクリップは、全ての
P2 カードが挿入された状態でメタデータの修
正を行ってください。

• MEMO 項目は 101 文字以上付加されている
場合、修正できません。
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P2 カードの状態表示設定

サムネールメニューから PROPERTY → CARD 
STATUS と選択することで表示する P2 カードの状
態表示を、P2 カードの記録残量で表示するか使用
容量で表示するか選択できます。

1 POWER/MODE スイッチを回して、
PB/THUMBNAIL モードに切り替える。
液晶モニターにサムネール画面が表示されま
す。

2 サ ム ネ ー ル メ ニ ュ ー より PROPERTY →
PROPERTY SETUP → P2 CARD CAP と
選択する。
下記の画面が表示されますので、P2 CARD 
CAP 項目より、P2 カードの状態表示の設定を
選択します。

REMAIN:
P2 カードの状態表示を、P2 カードの記録残量で
表示します。（工場出荷時はこちらに設定されてい
ます）

USED:
P2 カードの状態表示を、P2 カードの使用容量で
表示します。

P2 カードの状態表示設定内容

サムネールメニューから PROPERTY → CARD 
STATUS と選択します。下記のような画面が表示
されます。

REMAIN を選択した場合 :

3
5

4

1 2

1. 書込み禁止マーク
P2 カードに、ライトプロテクトがかかっていると
き、  マークを表示します。

2. P2 カード状態（記録残量）
P2 カードの記録残量を、メーターとパーセントで
表示します。記録残量が減るとともに、メーター 
が左に減っていきます。
またカードの状態によって、以下のような表示に
なります。
FORMAT ERROR:
フォーマットされていない P2 カードが挿入され
ています。

NOT SUPPORTED:
本機に対応していないカードが挿入されていま
す。

NO CARD:
P2 カードが挿入されていません。

ま た、OPERATION レ バ ー を   方 向 に
倒して、 デ ータを見 た い P2 カードを選 び、
OPERATION レバーの SET を押すと、P2 カー 
ド詳細情報が表示され、シリアル番号やユーザー
ID などの固有情報を確認できます。

3. P2 カード残量 / 総容量
P2 カードの記録残量 / 総容量を表示します。単
位は分です。分以下は切り捨て表示のため、P2
カードごとの記録残量の合計と総容量が一致しな
いことがあります。
Native 記録で VFR 動作時は、フレームレートに
よって変化します。

サムネール操作（つづき）
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4. スロット記録残量合計
2 つのスロットの記録残量を総合計した数値を表
示します。
ただし、ライトプロテクトがかかっている P2 カー
ドの空き容量は、空き容量の合計に含まれませ
ん。
REC FUNCTION 項目を LOOP に設定してい
るとき、スロット合計はループレック時の標準的
な記録時間を示します。ただし、PROPERTY 
SETUP → USED を 選 択して い る 時 は、 ス
ロット合 計 の 使 用 量は、 実 際より多くなり、
PROPERTY SETUP → REMAIN を選択して
いる時は、スロット合計の残量は実際より少なく
なります。

5. 警告カードマーク
P2 カードが以下である場合に  マークを表示し
ます。
RUN DOWN CARD:

P2 カードの規定の書き換え回数を超えていま
す。

DIR ENTRY NG CARD:
P2 カードのディレクトリの配置が不正規になっ
ています。
警告内容は、「2. P2 カード状態（記録残量）」

（ 96ページ）のP2カード詳細情報表示で確
認できます。

USED を選択した場合 :

3
5

4

1 2

1. 書込み禁止マーク
P2 カードに、ライトプロテクトがかかっていると
き、  マークを表示します。

2. P2 カード状態（使用容量）
P2 カードの使用容量を、メーターとパーセント
で表示します。使用容量が増えるとともに、メー
ターが右に増えていきます。
またカードの状態によって、以下のような表示に
なります。
FORMAT ERROR:
フォーマットされていない P2 カードが挿入され
ています。

NOT SUPPORTED:
本機に対応していないカードが挿入されていま
す。

NO CARD:
P2 カードが挿入されていません。

ま た、OPERATION レ バ ー を   方 向 に
倒して、 デ ータを見 た い P2 カードを選 び、
OPERATION レバーの SET を押すと、P2 カー 
ド詳細情報が表示され、シリアル番号やユーザー
ID などの固有情報を確認できます。

3. P2 カード使用容量 / 総容量
P2 カードの使用容量 / 総容量を表示します。単
位は分です。分以下は切り捨て表示のため、P2
カードごとの使用容量の合計と総容量が一致しな
いことがあります。
また、ライトプロテクトがかかっている P2 カード
の使用容量は、100％使用したものとして表示
します。
Native 記録で VFR 動作時は、フレームレートに
よって変化します。

（次ページにつづく）
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4. スロット使用容量合計
2 つのスロットの使用容量を総合計した数値を表
示します。
ただし、ライトプロテクトがかかっている P2 カー
ドの空き容量は、空き容量の合計に含まれませ
ん。
REC FUNCTION 項目を LOOP に設定してい
るとき、スロット合計はループレック時の標準的
な記録時間を示します。ただし、PROPERTY 
SETUP → USED を 選 択して い る 時 は、 ス
ロット合 計 の 使 用 量は、 実 際より多くなり、
PROPERTY SETUP → REMAIN を選択して
いる時は、スロット合計の残量は実際より少なく
なります。

5. 警告カードマーク
P2 カードが以下である場合に  マークを表示し
ます。
RUN DOWN CARD:

P2 カードの規定の書き換え回数を超えていま
す。

DIR ENTRY NG CARD:
P2 カードのディレクトリの配置が不正規になっ
ています。
警告内容は、「2.P2 カード状態（使用容量）」

（ 97ページ）のP2カード詳細情報表示で確
認できます。

SD メモリーカードの状態表示

SD メモリーカードのフォーマットの状態や、空き容
量などを確認できます。
サ ム ネ ー ル メ ニ ュ ー か ら PROPERTY → 
DEVICES → SD CARD を選択します。

SD STANDARD:
SD メモリーカードが SD/SDHC 準拠でフォーマ
ットしているか表示します。

SUPPORTED：SD/SDHC 準拠
NOT SUPPORTED：SD/SDHC 非準拠

USED: 
使用済み容量 [ バイト ]

BLANK: 
空き容量 [ バイト ]

TOTAL: 
全容量 [ バイト ]

NUMBER OF CLIP:
SD メモリーカードへクリップコピーを行ったとき
に、SD メモリーカードに入っているクリップ数

PROTECT:
書込み禁止状態

サムネール操作（つづき）
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再生に便利な機能
可変速サーチ

再生速度を変えて、場面を探すことができます。

1 再生中に、OPERATION レバーを  方向（再
生）に倒す。
リモコンの場合は、VAR. SEARCH ボタンを
押してください。

INDEX

SELECT

ST ORE

OFF/ON

P.B.DIGIT AL

VAR.
SEARCH

PB .
ZOOM

MENU

SET

ITEM

ST OP INDEX

本体　 　または 　　リモコン

ビューファインダーや液晶モニターに［1×］が
表示され、×1 倍速で再生します。

2 PAGE/AUDIO MON/VAR ボタンを押して、
再生速度を切り替える。
• 速度は、一時停止および正逆の 1/5 倍速、

1 倍速、2 倍速、4 倍速、12 倍速、24 倍
速が可能です。現在の速度から＋ボタンで正
方向に、−ボタンで逆方向に段階的に変化し
ます。

• リモコンでは、MENU ボタンの［  ］と［  ］
で速度を変化させます。

• 12 倍速と 24 倍速では、音声は再生されま
せん。

INDEX

SELECT

ST ORE

OFF/ON

P.B.DIGIT AL

VAR.
SEARCH

PB .
ZOOM

MENU

SET

ITEM

ST OP INDEX

本体　　または　　リモコン

通常の再生に戻すには、OPERATION レバーを 
方向（ 再生）に倒す、またはリモコンの VAR. 
SEARCH ボタンを押します。

スロー再生
再 生 中 に、 リ モ コ ン の STILL ADV ボ タ ン 

（  または ）を押す。

INDEX STOP INDEX

STILL ADV PAUSE STILL ADV

PLAY

INDEX STOP

 V
-

/REW FF/

通常の再生に戻すには、PLAY ボタン () を押しま
す。

早送り/ 早戻し再生
再生中に、OPERATION レバーを （早戻し）
または （早送り）に倒す。
×4 倍速で早送り/ 早戻し再生します。
倒したままにすると、速度が早くなります。（×32
倍速）

STILL A DV PAUS E STILL A DV

INDEX

SELECT
VAR .

V
O

L
+

-

P B .

S TOP INDEX

MULTI /
P-IN-P REC A.DUB

PL AY/REW FF/

本体　 　または　　　リモコン

リモコンの場合は、REW（）または FF(）
ボタンを使用します。

通常の再生に戻すには、OPERATION レバーを 
（再生）方向に倒します。またはリコモンの PLAY
ボタン () を押します。

コマ送り再生

1 再生中に、（一時停止）を押して、一時停
止状態にする。

2 PAGE/AUDIO MON/VAR ボタンを押す。
リモコンの場合は、STILL ADV ボタン（  ま
たは ）を押します。
• 押し続けると、連続してコマ送りします。

INDEX

SELECT

ST OP INDEX

STILL AD V PAUSE STILL AD V

PLA Y

INDEX ST OP

  V
O

L
-

/REW FF/

本体　　または　　リモコン
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テレビ / モニターに接続して見る
BNC ケーブル（別売）、AV コード（別売）、また
は HDMI ケーブル（別売）を接続すると、テレビや
モニターで再生映像を見ることができます。

1 本機とテレビ / モニターを接続する。
（ 104 ページ）

2 本機を再生する。
• ビューファインダーや液晶モニターに表示され

ている情報を AV コードで接続したテレビ / モ
ニターに表示する時は、リモコンの OSD ボ
タンを押します。
再度、OSD ボタンを押すと、表示が消えま
す。ただし SDI OUT と HDMI OUT から出
力される映像への情報表示は、OSD ボタン
ではなく、設定メニュー OUTPUT SEL 画面
の SDI & HDMI CHAR 項目で設定します。

OSD

COUNTER RESET TITLE

MULTI/

ZOOM

DATE/
TIME

PHOTO
SHOT

START/
STOP

撮影日時を確認する
リモコンの DATE/TIME ボタンを押すと、撮影した
年月日と時刻がビューファインダーや液晶モニター
に表示されます。このボタンを押すごとに、下記の
表示に切り替わります。

時刻の表示


日付の表示


時刻と日付の表示


表示なし

OSD

COUNTER RESET TITLE

MULTI/

ZOOM

DATE/
TIME

PHOTO
SHOT

START/
STOP

クリップ送り/ 戻し

1 再生中に、（一時停止）を押して、一時停
止状態にする。

2 OPERATION レバーを （早戻し）または
（早送り）に倒す。

STILL A DV PAUS E STILL A DV

INDEX

SELECT
VAR .

V
O

L
+

-

P B .

S TOP INDEX

MULTI /
P-IN-P REC A.DUB

PL AY/REW FF/

本体　 　または　　　リモコン

リモコンの場合は、REW（）または FF(）
ボタンを使用します。

設 定 メ ニュー OTHER FUNCTIONS 画 面 の
SEEK SELECT 項目を CLIP&T に設定しておく
と、クリップの先頭とテキストメモが付加された位
置とを順に頭出しできます。（ 151 ページ）

音量を調整する
PAGE/AUDIO MON/VAR ボタンで、内蔵スピー 
カーとヘッドホンジャックから出力される音量を調整
する。
リモコンの場合、ZOOM/VOL ボタンを押します。

OSD

COUNTER RESET TITLE

STILL ADV PAUSE STILL ADV

 V
O

L
+

-

MULTI/
P-IN-P REC A.DUB

PLAY/REW FF/   

ZOOM

DATE/
TIME

PHOTO
SHOT

START/
STOP

本体　　または　　リモコン

再生に便利な機能（つづき）
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外部機器を接続する
ヘッドホン

ステレオミニジャック（3.5 mm）

• ヘッドホン（別売）を接続するとスピーカーから音声は出力されません。

外部マイク

マイクロホン（別売）
AG-MC200G

INPUT 1 または
INPUT 2 端子

マイクホルダー

マイクホルダー
アダプター

マイクホルダー用ねじ
6 mm

マイクホル
ダー用ねじ
12 mm

• 外部マイクを本機のマイクロホンシューに取り付ける場合は、付属のマイクホルダーとマイクホルダーアダ
プターを使用してください。

• マイクホルダーおよびマイクホルダーアダプターをねじで取り付ける際、ゴムとの摩擦音がしますが、しっか
りと締め付けてください。

• マイクケーブルの配線処理には、マイクホルダーアダプターのケーブルクランパーを使用してください。

編集

再
生
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外部機器を接続する（つづき）

パーソナルコンピューター（ノンリニア編集 / ファイル転送）
ファイル転送 / ノンリニア編集

パーソナル 
コンピューター USB ケーブル（別売）

Mini-B

• 「パーソナルコンピューターとの接続手順」（ 109 ページ）
• 本機に USB2.0 ケーブルは同梱されていません。市販の USB2.0 ケーブル（ノイズ対策のための二重

シールド処理が施されているもの）をご使用ください。

ハードディスク（データコピー）

ハードディスク

USB ケーブル（別売）

USB2.0  
HOST

• 「USB ホストモードへの切り替え方」（ 111 ページ）
• 本機に USB2.0 ケーブルは同梱されていません。市販の USB2.0 ケーブル（ノイズ対策のための二重

シールド処理が施されているもの）をご使用ください。
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デジタルビデオ（ダビング）

1394 ケーブル（別売）

デジタル機器

6 ピン

BNC ケーブル（別売）

接続する機器の端子に合わせ、いずれかを接続

• 「1394 接続して外部機器を制御する」（ 106 ページ）
• 「DVCPRO/DV 端子に入力された信号を記録する」（ 105 ページ）
• IEEE1394 ケーブルは、二重シールドケーブルをご使用ください。

AUTO REC 機能
本機の REC START/STOP 時に、SDI（HD）出力よりREC START/STOP 情報を出力し、外部機器を
制御することが出来ます。
※外部機器が対応している場合のみ有効です。
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テレビ / モニター（再生 / ダビング）
BNC ケーブル（別売）

HDMI ケーブル（別売）

映像ピンケーブル（別売）

音声ピンケーブル（別売）
白：CH1 (LCH) 音声
赤：CH2 (RCH) 音声

テレビまたはモニターの端子
に合わせ、いずれかを接続

テレビ / モニター

• 本機は、ビエラリンクに対応しておりません。 ビエラリンク対応機器と HDMI ケーブルで接続すると、他の
機器のビエラリンクが正しく動作しないことがありますのでお気をつけください。

• SD 信号（480i、576i）は、HDMI OUT 端子からはプログレッシブ信号（480P、576P）に変換して
出力されます。

• SDI OUT 端子から映像を出力しているときは、液晶モニターとビューファインダーは、同時に表示でき
ません。同時に表示する場合は、設定メニュー OUTPUT SEL 画面の SDI OUT 項目を OFF に設定し、
DISPLAY SETUP 画面の EVF MODE 項目を ON に設定してください。

• SDI OUT 端子に接続する BNC ケーブル（別売）は、5C-FB 相当の二重シールドのものをご使用ください。
• HDMI ケーブル（別売）は、二重シールドケーブルをご使用ください。
• HDMI ケーブルは、当社製 HDMI ケーブルのご使用をお勧めします。

エクステンションコントロールユニット（AG-EC4G）
• エクステンションコントロールユニット AG-EC4G（別売）を接続して、機能の一部をリモートコントロール

することができます。AG-EC4G をカメラレコーダーの REMOTE 端子に接続し、AG-EC4G の POWER
スイッチを ON にすると自動的にリモートコントロールモードに入り、POWER スイッチを OFF にするとリ
モートコントロールモードは解除されます。

• 詳しくは、AG-EC4Gの取扱説明書および「エクステンションコントロールユニット使用上のご注意」（ 165 
ページ）をご参照ください。

BNC ケーブル（別売）
10 ピンケーブル

（AG-EC4G 付属品）

モニター エクステンション
コントロールユニット
AG-EC4G（別売）

VIDEO 
OUT CAM/BS

外部機器を接続する（つづき）
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DVCPRO/DV 端子での接続
DVCPRO/DV 端子に入力された信号を
記録する

1 1394 ケーブル（DV ケーブル）を接続する。
• 「1394 接続時のご注意」（ 108 ページ）
• 接続先の機器と本機の信号フォーマットが同じ

であることを確認してください。

2 IEEE1394 インターフェースから入力する場
合、設定メニュー SYSTEM SETUP 画面の
REC SIGNAL 項目を 1394 にする。
• HD（1080i、720P）の場合、SYSTEM 

SETUP 画面の REC FORMAT 項目で 
DVCPROHD/60i または
DVCPROHD/60P を選択してください。
AVC-Intra フォーマットや DVCPRO HD の
Native 記録では IEEE1394 インターフェー
スから入力することはできません。

3 IEEE 1394 インターフェースからの映像がビ
ューファインダーや液晶モニターに表示されて
いることを確認し、START/STOP ボタンを押
し記録を開始する。

4 再度 START/STOP ボタンを押し、記録を終
了する。

• 設 定 メ ニ ュ ー SYSTEM SETUP 画 面 の
SYSTEM MODE 項 目 と REC FORMAT
項目で設定したフォーマットと同じ信号を、
IEEE1394 インターフェースから入力してくだ
さい。フォーマットが異なる場合、正しく P2 
カードに記録されません。通常の 1 倍速再生以
外の再生信号を入力したときは、記録される映
像や音声、または EE 系の画像と音声は保証さ
れません。
・ 「エラーと警告表示」（ 126 ページ）

• オーディオ信号の入力は、DVCPRO/DV 端子
からの入力信号になります。

• IEEE1394 インターフェースから入力される 
オーディオ信号が 32 kHz/4CH（12 bit）の
場 合、48 kHz/4CH（16 bit） とし て P2 
カードに記録されます。

• GENLOCK IN 端子を使って、外部の基準信号
に同期させることはできません。

• VIDEO OUT 端子、または AUDIO OUT 端
子から出力される信号は、実際の入力信号と異
なります。モニター用として使用してください。

• 下記の機能は動作しません。
・ プリレック機能
・ ループレック機能
・ インターバル記録、ワンショット記録機能
・ ワンクリップレック機能

• 設定メニューで青色に表示された項目以外に
も、設定値を変更できない項目がありますが、
本機能には無関係な項目であり、故障ではあり
ません。

タイムコードとユーザーズビット
• IEEE1394 インターフェースからの入力を選択し

ている場合、TC IN/OUT 端子から入力されるタ
イムコードやユーザーズビットを P2 カードに記録
することはできません。

• IEEE1394 インターフェースからの入力を選択し
ている場合、TC IN/OUT 端子から出力されるタ
イムコードは、VIDEO OUT 端子から出力される
映像信号と同期していません。

サブコード領域のタイムコードとユーザーズビット
• IEEE1394 インターフェースからの入力を選択し

ている場合とタイムコードをフリーランにしている
場合、DVCPRO/DV 端子から入力されているサ
ブコード領域のタイムコードを P2 カードに記録す
ることができます。

• DVCPRO/DV 端子から入力されているユーザー
ズビットを P2 カードに記録する場合は、設定メニ
ュー RECORDING SETUP 画面の UB MODE
項目を EXT に設定してください。
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DVCPRO/DV 端子での接続（つづき）

VAUX 領域のタイムコードとユーザーズビット
IEEE1394 インターフェースからの入力を選択して
いる場合、本機の設定メニューやスイッチの位置に
関わらず、常に DVCPRO/DV 端子から入力されて
いる VAUX 領域のタイムコードとユーザーズビット
を P2 カードに記録します。

UMID（Unique Material Identifier）情報の記
録
IEEE1394 インターフェースからの入力を選択して
いる場合、DVCPRO/DV 端子から入力されている
UMID 情報を P2 カードに記録します。UMID 情報
が存在しない場合は、本機で生成して記録します。
また、本機が DV モードで動作しているときは、
UMID 情報が記録されません。

1394 接続して外部機器を制御する
DVCPRO/DV 端子に、バックアップ記録用の外部
機器を接続して、記録開始 / 停止の制御を行うこと
ができます。

1 1394 ケーブル（DV ケーブル）を接続する。
• 「1394 接続時のご注意」（ 108 ページ）
• 設定メニュー OTHER FUNCTIONS 画面の

1394 CONTROL 項目を BOTH に設定しま
す。

2 設定メニュー OTHER FUNCTIONS 画面の
1394 CMD SEL 項目で外部機器が受け取る
記録停止コマンドの種類を設定する。
• メニュー操作については、「設定メニューの基

本操作」（ Vol. 1 の 27 ページ）をご参照く
ださい。

3 本機の START/STOP ボタンを押し、本機と
外部機器の両方に対し、記録開始、停止を行い
ます。

バックアップ記録を行う場合は、次のことにお気
をつけください。
• メニュー項目の設定は、電源を OFF にしても記

憶されているため、バックアップ記録を行った設
定のまま本機を使用すると、接続機器のメディ
アに映像を上書きしてしまうことがあります。
バックアップ記録を行った後は、メニュー項目の
設定を確認してから本機を操作してください。

• バックアップ記録を行う外部機器として、もう1
台の AG-HPX255 を使用する場合、外部機器
側の 1394 CONTROL 項目を OFF に設定し、
設定メニュー SYSTEM SETUP 画面の REC 
SIGNAL 項目を「1394」に設定して使用して
ください。

• バックアップ記録を行う場合、2 台以上の外部
機器を接続すると正しく動作しないことがありま
す。

• 接 続 す る 時 の 1394 ケ ー ブ ル の 長 さ は、
4.5 m までにしてください。

• バックアップ記 録を行う時は、 外 部 機 器で
1394 信号を記録できる状態にしておいてくだ
さい。

• 設 定 メ ニ ュ ー OTHER FUNCTIONS 画 面
の1394 CONTROL項目（ 150 ページ）で

「CHAIN」を設定してバックアップ記録を行う
と、撮影中に本機のメディアが終端付近になっ
た時に、記録待機状態にしているバックアップ用
の機器で、自動的に記録を開始します。

• REC CHECK を行うと、その映像も記録され
てしまいますのでお気をつけください。
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• ＡＶＣ -Intra フォーマットや DVCPRO HD の
Native 記録モード選択時は、1394 接続での
外部機器の制御はできません。

• 特殊記録モードのうち、インターバル記録、ワ
ンショット記録、ループレック中はバックアップ
記録は働きません。（ 44 ～ 46 ページ）

• 本機のタイムコードをＲＥＣ RUN 設定にした
状態で、外部機器を接続してバックアップ記録
を行っている場合、本機に挿入したＰ2 カー
ドの容量がなくなったまま記録を継続すると、
DVCPRO/DV 端子から出力されるタイムコー
ドの歩進が停止したままになりますのでお気を
つけください。

• 記録開始→停止→記録開始の操作を素早く行う
と、外部機器側にてバックアップ記録されない
ことがあります。
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1394 接続時のご注意
• 本機から電源は、供給されません。
• 1394 ケーブルを接続する場合は、下記のことを

必ずお守りください。
・ ほかの機器とは、1 対 1 で接続してください。
・ DVCPRO/DV 端子に 1394 ケーブルを接続し

たときに、外部から強い負荷を加えないでくださ
い。端子が破損することがあります。

・ エラー（1394INITIAL ERROR）が表示され
る場合は、1394 ケーブルを差し直すか、本機
の電源を一度電源 OFF にしたあと、再度 ON に
してください。

・ 本機ならびに接続するすべての機器は接地（アー 
ス）した状態（または共通の GND に接続した
状態）でご使用ください。接地できない場合は、
まず接続されたすべての機器の電源 OFF にして
から、1394 ケーブルの抜き差しを行ってくだ
さい。

・ 4 ピン型の端子を持つ機器と本機を接続する場
合は、本機の端子（6 ピン型）を先に接続して
ください。

• 6 ピン型の端子の付いたパーソナルコンピュー 
ターと接続する場合は、1394 ケーブルを
DVCPRO/DV 端子の形状通りに接続してくださ
い。プラグを逆に差し込むと、本機の破損につな
がりますのでお気をつけください。

6 ピンタイプ　4 ピンタイプ

• 接 続された機 器 の 電 源 ON/OFF、および I/F 
ケーブルの抜き差しなどで、AV 信号が乱れること
があります。

• 入力信号の切り替え時やモード移行のときに、シ
ステムが安定するまで数秒かかることがあります。
システムが安定したあとに、記録動作を行ってくだ
さい。

• IEEE1394 インターフェース入力選択で記録する
場合、AUDIO LEVEL つまみ（CH1、CH2）は
動作しません。

• パーソナルコンピューター等のアプリケーションソ
フトウェア（編集ソフト）で本機を制御する場合、
下記のことにお気をつけください。
・ クリップの任意の位置につなぎ撮りを行うことは

できません。常に、最新のクリップの後ろに連続
してつなぎり撮りが行われます。

・ DVCPRO/DV 端子からの信号を入力記録する
ときは、本機の CAMERA モードで設定メニュー 
SYSTEM SETUP 画面の REC SIGNAL 項目
を 1394 に設定してください。

• 特殊再生時には、IEEE1394 インターフェース出
力として未処理のビデオ、オーディオ信号が出力
されます。これらのビデオ、オーディオ信号をほか
の機器でモニターすると、本機で再生したビデオ、
オーディオ信号と異なる場合があります。

• 出 力 デ ー タ の フォ ー マット が、DV ま た は
DVCPRO の場合は、IEEE1394 インターフェー 
スから出力されるオーディオチャンネル CH1/
CH2 または CH3/CH4 を設定メニュー AUDIO 
SETUP 画面の 1394 AUDIO OUT 項目で選択
できます。

• 外部機器から信号を記録している時は、外部機器
側で出力を停止したり、ケーブルを抜かないでく
ださい。再度記録を行う時に認識できないことが
あります。

• 外部機器から信号を記録している時は、外部機器
側で出力される信号のフォーマットを変更しないで
ください。正しい記録を行うことができません。

• DVD 機器での自動録画機能は正常に動作しない
ことがあります。その場合、手動で録画してくだ
さい。

DVCPRO/DV 端子での接続（つづき）
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P2 カードのノンリニア編集をする（PC モード： USB デバイス）
外部パーソナルコンピューターなどと USB2.0 で接
続することにより、本機に挿入された P2 カードをマ
スストレージとして扱うことができます。

パーソナルコンピューターとの接続手順

1 USB2.0 端子に USB ケーブルを接続する。

本機に USB2.0 ケーブルは同梱されていま
せん。市販の USB2.0 対応ケーブル（ノイ
ズ対策のためのシールド処理などが施されて
いるもの）をご用意ください。（ 102 ページ）

USB2.0 端子 
（DEVICE）

2 設定メニュー SYSTEM SETUP 画面の PC 
MODE SELECT 項目で USB DEVICE を選
び、OPERATION レバーの SET を押す。
• メニュー操作については、「設定メニューの基

本操作」（ Vol. 1 の 27 ページ）をご参照く
ださい。

PUSH  MENU  TO  RETURN 

REC FORMAT
CAMERA MODE

ASPECT CONV
SETUP
PC MODE SELECT

SCAN REVERSE

CAMERA
DVCPROHD/60i

7.5%A
USB DEVICE

24PA
OFF

LETTER BOX

REC SIGNAL
1080-59.9iSYSTEM MODE

SYSTEM SETUP

3 MENU ボタンを 2 度押して、メニューモード
を解除する。

4 POWER/MODE スイッチをＭＯＤＥ位置まで回
して、PB/THUMBNAIL ランプを点灯させた
後、もう一度スイッチを MODE 位置まで下方
に 2 秒間回しつづける。

• PC ランプが点灯し、PC モードになり映像・
音声出力は停止します。

• PC モードには、CAMERA モードから直接移
行することはできません。
ＰＢ/ＴＨＵＭＢＮＡＩＬモードのサムネール画面
から移行します。

USB 接続を初めて行うときには、本機付属の CD-
ROM から P2 ソフトウェアをパーソナルコンピュー
ターにインストールしてください。USBドライバーは

「AG-HPX255」を選択してください。USBドラ
イバーは Windows のみ対応しています。詳しくは、
インストールマニュアルをご参照ください。

• パーソナルコンピューターには USB 専用ドライ
バーをインストールする必要があります。

• 本 機 は、USB2.0 にの み 対 応して います。
USB2.0 対応のパーソナルコンピューターをご
使用ください。

• パーソナルコンピューターと USB 接続する場
合は本機 1 台のみにしてください。

• USB を接続して使用するときは、P2 カードを
抜かないでください。

• USB 接続中、P2 カードアクセスランプは、ア
クセス中以外は消灯します。

• USB デバイスで動作中は、記録・再生動作や
クリップのサムネール操作はできません。

• USB デバイスで動作中は、P2 カードの残量
や状態は表示されません。また、映像・音声は
出力・表示ともできません。

（次ページにつづく）
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• USB 接続状態中は、動作ランプのＰＣが点灯しま
す。また、ビューファインダーや液晶モニター画
面の中央に「USB DEVICE CONNECT」と表
示されます。正常に接続できていない場合、表示
は「DISCONNECT」になります。

動作ランプ（ＰＣ）

POWER/MODE スイッチ

USB DEVICE 
CONNECT

（ビューファインダーの画面表示）

5 USB デバイスモードを終了する。
• 本機の POWER/MODE スイッチを OFF に
して電源をオフにしてください。

• USB デバイスモードから CAMERA モード、
PB/THUMBNAIL モードに戻すことはできま
せん。

P2 カードのノンリニア編集をする（PC モード： USB デバイス）（つづき）
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ハードディスクドライブを使用する（PC モード： USB ホスト）
USB2.0 対応のハードディスクドライブ（HDD）１
台と接続して、カードデータの保存（EXPORT） 

「ハードディスクドライブへの書き込み」（ 115 ペ
ージ）や、保存したクリップのサムネール閲覧

（EXPLORE）「ハードディスクドライブ情報の表示」
（112 ページ）、P2カードへの書き戻し（IMPORT）
「P2カードへの書き戻し方」（ 116 ページ）を行う
ことができます。

USB ホストモードへの切り替え方

1 設定メニュー SYSTEM SETUP 画面の PC 
MODE SELECT 項目で USB HOST を選び、
OPERATION レバーの SET を押す。
• メニュー操作については、「設定メニューの基

本操作」（ Vol. 1 の 27 ページ）をご参照く
ださい。

PUSH  MENU  TO  RETURN 

REC FORMAT
CAMERA MODE

ASPECT CONV
SETUP
PC MODE SELECT

SCAN REVERSE

CAMERA
DVCPROHD/60i

24PA
OFF

LETTER BOX

REC SIGNAL
1080-59.9iSYSTEM MODE

SYSTEM SETUP

USB HOST
USB DEVICE

2 MENU ボタンを 2 度押して、メニューモード
を解除する。

3 POWER/MODE スイッチをＭＯＤＥ位置まで回
して、PB/THUMBNAIL ランプを点灯させた
後、もう一度スイッチを MODE 位置まで下方
に 2 秒間回しつづける。

• PC ランプが点灯し、PC モードになりサムネー 
ル画面に移行します。

• ハードディスクドライブが接続されている場合
には右上の HDD マークが点灯します。ただし
赤く点灯している場合は使用可能な状態では
ないハードディスクドライブを示します。ハー 
ドディスクドライブの種類 / 状態などを確認し
てください。

USB HOST 表示

• USB HOST モードでは、P2 カードの再生は
できますが、カメラ映像や外部入力の記録はで
きません。
またハードディスクに書き込まれたクリップは、
P2 カードに書き戻さなければ再生できません。

・ 「P2 カードへの書き戻し方」（ 116 ページ）
• USB HOST モードから通常モードに戻すこと

はできません。いったん電源をオフしてから再
度電源オンしてください。
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ハードディスクドライブを使用する（PC モード： USB ホスト）（つづき）

USB ホストモードの使い方
使用できるハードディスクドライブ
• USB2.0 で接続できるハードディスクドライブ
• 弊社製 USB I/F を持つストレージユニット

対応するユニットについては、下記のウェブサイト
のサポートサイトをご参照ください。

（日本語） http://panasonic.biz/sav/
（英語） http://pro-av.panasonic.net/

• USB バスパワー（5 V, 0.5 A）にも対応し
ていますが、ハードディスクドライブによっては
起動できないものもあります。その場合はハー
ドディスクドライブへ別途電力を供給してくださ
い。

• 電源が入っていないハードディスクドライブであ
っても、ハブなどを介した複数台の接続は行わ
ないでください。またハードディスクドライブ以
外の機器でも、ハブなどを介してハードディスク
ドライブと一緒に接続しないでください。

• 2 TB（2048 GB）以上のハードディスクド
ライブには対応していません。

• ハードディスク接続中は、コピーやフォーマット
などに支障がないよう、充分に充電されたバッ
テリーまたは外部 DC 電源を、本機に接続して
ください。

• P2 STORE（AJ-PCS060G） は Ver 2.**
以降のバージョンで本機の USB ホストモードに
対応しています。
Ver 1.** の場合は接続できません。バージョ
ンアップ後ご使用ください。

ハードディスクドライブ情報の表示
USB 接続したハードディスクドライブの情報を、以
下の方法で見ることができます。

1 USB HOST モードへ切り替える。
• 「USB ホストモードへの切り替え方」（ 111 ペ

ージ）
• サムネール画面を表示します。
（右下に USB HOST と表示しています）

2 ハードディスクドライブを USB 接続する。

3 MENU ボタンを押し、サムネールメニューより
HDD → EXPLORE を選択する。
画面がハードディスクドライブの情報表示画面に
切り替わります。

TYPE S または P2 STORE の場合

EXIT ボタンを押す↑ ↓ SET ボタンを押す

FAT の場合

EXIT ボタンを押す↑ ↓ SET ボタンを押す
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1. PARTITION
ハードディスクドライブの種類を表示します。ハー
ドディスクドライブのタイプによって、操作できる
機能が異なります。
HDD 
タイプ 特徴 操作できる機能

TYPE S カード単位で高速に書
き込み / 書き戻しする
ための特殊形式です。
本機で FORMAT を行
うと、この形式になりま
す。

サムネール表示、カー
ド単位での書き込み /
書き戻し、クリップ単
位での書き戻し、 
フォーマット

P2 
STORE

P2 STORE（AJ-
PCS060G）のことです。
書き込みはできません。

サムネール表示、カー
ド単位での書き戻し、
クリップ単位での書き
戻し

FAT パーソナルコンピュータ
などで先頭の基本パー
ティションが FAT16、
または FAT32 になっ 
ており、そのパーテ
ィションのルートに
CONTENTSディレクト
リが必要な HDD です。

サムネール表示、クリ
ップ単位での読み込
み、フォーマット
※ フォーマット後は、
TYPE S の HDD とし
て扱えます。

OTHER 上記以外の HDD です。
※ ルートに

「CONTENTS」ディ
レクトリがない場合や
NTFS などの FAT16、 
FAT32 以外のファイ
ルシステムの場合です。

フォーマット
※ フォーマット後は、

「TYPE S」の HDD
として扱えます。

2. VENDOR
ハードディスクドライブのベンダー名を表示しま
す。

3. MODEL
ハードディスクドライブのモデル名を表示します。

4. SIZE
ハードディスクドライブの総容量を表示します。

5. USED
ハードディスクドライブの使用量を容量 ( 単位：
GB) と使用 P2 カード領域 ( 単位：枚数 ) で表示
します。

6. FREE CAP.
ハードディスクドライブの残量を容量 ( 単位：GB) 
で表示します。

7. パーティション番号
ハードディスクドライブ内のパーティション（P2 
カード一枚分の単位）番号を表示します。

画面の表示は 10 個まで表示されます。パー
ティションが 11 個以上ある場合、ＯＰＥＲＡＴＩ
ＯＮレバーを  方向に倒し、下にスクロール
して表示してください。

8. MODEL
パーティション内のデータがもともと記録されて
いた 2 カードのモデル名を表示します。

ＯＰＥＲＡＴＩＯＮレバーを  方向に倒すと、
PARTITION NAME に切り替えることができ
ます。ＯＰＥＲＡＴＩＯＮレバーを  方向に倒す
と、元のモデル名表示に戻ります。

9. DATE/TIME
パーティション内のデータが記録された日時を表
示します。

10. SERIAL
パーティション内のデータがもともと記録され
ていた P2 カードのシリアル番号を表示します。

（次ページにつづく）
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ハードディスクドライブを使用する（PC モード： USB ホスト）（つづき）

11. VERIFY
パーティション内のデータを記録したときのベリ
ファイの設定とベリファイ結果を表示します。
ON:FINISHED :

ベリファイを実施し、ベリファイ結果が一致し
ています。

ON:FAILED :
ベリファイを実施していますが、ベリファイ結
果が一致していません。

OFF :
ベリファイを実施していません。

－ － － :
ベリファイの情報がありません。

• FAT タイプのハードディスクドライブであっ
ても、1001 個目以降のクリップは表示さ
れません。

• FAT でフォーマットされたハードディスクド
ライブの場合、最初の1パーティションのみ、
情報が表示されます。

• P2 STORE（AJ-PCS060G）に無効な
パーティションがあるときは、パーティション
情報がグレーで表示されます。

12. NAME
PARTITION NAME を表示します。
PARTITION NAME はハードディスクドライブ
のサムネール表示中に OPERATION メニュー
の CHANGE PARTITION NAME を選択し、
ソフトウェアキーボードから入力することができ
ます。（最大 20 文字）

ハードディスクドライブのフォーマット

1 USB HOST モードへ切り替える。
• 「USB ホストモードへの切り替え方」（ 111 ペ

ージ）
• サムネール画面を表示します。
（右下に USB HOST と表示しています）

2 ハードディスクドライブを USB 接続する。

3 MENU ボタンを押し、サムネールメニューより
HDD → EXPLORE を選択する。
画面がハードディスクドライブの情報表示画面に
切り替わります。

4 サムネールメニューから OPERATION →
FORMAT(HDD) を選択し、OPERATION レ
バーで YES を選択すると、本当にフォーマッ
トを行うか YES/NO で確認してきますので、
YES を選択してください。
ハードディスクドライブのフォーマットが行われま
す。フォーマット後は、TYPE S のハードディス
クドライブとして扱えます。

• ハードディスクドライブのフォーマットを行う
とハードディスクドライブの内容はすべて消
去されます。なお、一部分のパーティショ
ンだけを選択して消去することはできませ
ん。

• 本機でフォーマットしたハードディスクドラ
イブを、他のパーソナルコンピューターな
どで書き換えた場合、以後の本機での動作、
およびハードディスクドライブのデータは保
証できません。

• フォーマットにより消去されたデータは、復
元することができませんので、必ずデータ
を確認した後に実行してください。
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ハードディスクドライブへの書き込み

1 USB HOST モードへ切り替える。
• 「USB ホストモードへの切り替え方」（ 111 ペ

ージ）
• サムネール画面を表示します。
（右下に USB HOST と表示しています）

2 ハードディスクドライブを USB 接続する。
ハードディスクドライブを本機でフォーマットして
いない場合は、「ハードディスクドライブのフォ
ーマット」（ 114 ページ）に従って、ハードディ
スクドライブをフォーマットしてください。

3 P2 カードを挿入する。

4 MENU ボタンを押し、サムネールメニューより
HDD → EXPORT を選択する。
ハードディスクドライブへ書き込みたいデータが
記録された P2 カードのスロットを指定します。

5 YES を選択する。
• 書き込みを開始します。
• 書き込み中は進捗バーが表示されます。書き

込みを中断したい場合は、OPERATION レ
バーの SET を押し、CANCEL の確認に対し
て YES を選択すると処理を中断します。

• 書き込みが完了すると「COPY COMPLETED!」
と表示されます。

• 書き込み時のベリファイをやめる場合は、
サムネールメニューより HDD → SETUP
で VERIFY を OFF に設定します。書き込
み完了までの時間が早くなりますがデータ
の書き込み確認は行いません。

• ALL SLOT を選択すると、本機に挿入さ
れている全ての P2 カードを一括してハー
ドディスクドライブに書き込みます。このと
き、P2 カード単位でパーテーションが作成
されます。

• ハードディスクドライブタイプが TYPE S であ
る場合、カード単位で書き込みを行うことがで
きます。最大 23 枚の P2 カードをハードディ
スクドライブへ保存することができます。
また、ハードディスクドライブに記録された P2
カードのデータは、パーソナルコンピューター
などでは、それぞれ別のドライブとして認識さ
れます。

• 不良クリップを含む P2 カードをハードディスク
ドライブに書き込むときは、書き込む前に不良
クリップを修復または削除することをお勧めしま
す。

• ベリファイ中に処理を中断しても、その P2 
カードからハードディスクドライブへの書き込み
は終了しています。
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カード単位で書き戻す

ハードディスクドライブタイプが TYPE S か P2 
STORE である場合、同一品番の P2 カードへカー
ド単位で書き戻しを行うこともできます。
書き戻し先の P2 カードはあらかじめフォーマットし
ておいてください。

1 USB HOST モードへ切り替える。
• 「USB ホストモードへの切り替え方」（ 111 ペ

ージ）
• サムネール画面を表示します。
（右下に USB HOST と表示しています）

2 ハードディスクドライブを USB 接続する。

3 書き戻す P2 カードをスロットへ挿入する。

4 MENU ボタンを押し、 サムネールメニュー
より HDD → EXPLORE を 選 択して、 読 み
出すデータが入ったパーティションに移動し、
OPERATION レバーの SET を押して、選択
する。

5 サ ム ネ ー ル メ ニュー より OPERATION →
IMPORT と選択し、書き戻しを行う空の P2 
カードが挿入されたスロットを選択する。

6 YES を選択する。
• カードへの書き戻しを開始します。
• 書き込みが完了すると「COPY COMPLETED!」

と表示されます。

< 参考 >
書き戻し時のベリファイをやめる場合は、サム 
ネールメニューよりHDD → SETUP で
VERIFY を OFF に設定します。書き戻し完了
までの時間が早くなりますがデータの書き戻し
確認は行いません。

• クリップを、そのクリップが元々記録されていた
P2 カードではない別の P2 カードに書き戻した
とき、書き戻したクリップが不完全クリップにな
ることがあります。この場合はクリップの連結を
行ってください。
• 「不完全クリップの連結」（ 85 ページ）

• 異なる品番の P2 カードへパーティション単位
でのインポートはできません。
クリップ単位のコピーを実施してください。

P2 カードへの書き戻し方
クリップ単位で書き戻す

ハードディスクドライブからクリップを選択して書き戻
しが行えます。

1 USB HOST モードへ切り替える。
• 「USB ホストモードへの切り替え方」（ 111 ペ

ージ）
• サムネール画面を表示します。
（右下に USB HOST と表示しています）

2 ハードディスクドライブを USB 接続する。

3 書き戻す P2 カードをスロットへ挿入する。

4 MENU ボタンを押し、 サムネールメニュー
より HDD → EXPLORE を 選 択して、 読 み
出すデータが入ったパーティションに移動し、
OPERATION レバーの SET を押して、選択
する。

5 ハードディスクドライブから P2 カードへ書き戻
すクリップをサムネールから選択する。

6 MENU ボタンを押し、サムネールメニューより
OPERATION → COPY と選択し、書き戻す
P2 カードのスロットを選択する。

7 YES を選択する。
• P2 カードへの書き戻しを開始します。
• 書き込みが完了すると「COPY COMPLETED!」

と表示されます。

• クリップを選択して書き戻す場合はベリファイは
実施しません。

• 異なる品番の P2 カードへパーティション単位
でのインポートはできません。クリップ単位でコ
ピーを実施してください。
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ハードディスクドライブ使用時のご注意
• ハ ード ディス クド ラ イ ブ（P2 STORE（AJ-

PCS060G）含む）は以下の条件でご使用ください。
・ ハードディスクドライブの動作補償範囲内（温度

など）で使用する。
・ ハードディスクドライブを振動する場所や不安定

な場所に置かない。
• ハードディスクドライブやケーブルによっては正しく

動作しないことがあります。
• USB 変換ケーブルで接続された SATA（シリア

ル ATA）や PATA（パラレル ATA）インターフ
ェースのハードディスクドライブは認識できない場
合があります。

• コピーには十分な容量のハードディスクドライブを
ご使用ください。

• フォーマットやコピー中にケーブルを抜いたり、対
象の P2 カードを取り出したり、あるいは、本機
やハードディスクドライブの電源を切ったりすると、
データ破損、カードや本体の故障の原因になりま
すので、ご注意ください。
なお、本機の電源には充分に充電されたバッテ 
リーまたは外部 DC 電源をご使用ください。

• ハードディスクドライブは非常に精密な機器ですの
で、使用状況によってはデータの読み書きができ
なくなるおそれも十分にあります。

• ハードディスクドライブの故障あるいは何らかの不
具合によるデータの損失、ならびにこれらに関す
るその他の直接・間接の損害につきましては、当
社では責任を負いかねます。あらかじめご了承く
ださい。

• 本機からのコピーで使用したハードディスクドライ
ブを他のパーソナルコンピューターなどで中身を
置き換えた場合、以後の本機での動作、および 
ハードディスクドライブのデータは保証できませ
ん。

• 下記 URL で配布しているドライブマウントコン 
バーターを使用すると、ハードディスクドライブを
接続したとき、指定したフォルダーへマウントする
ことができます。

（日本語） http://panasonic.biz/sav/
（英語） http://pro-av.panasonic.net/

サムネール操作および USB ホストモード
での警告 / エラー表示

■ サムネール

メッセージ
内容と対応

CANNOT ACCESS!
コンテンツ不良などによりデータへアクセスでき
ません。
メディア、クリップを正常な状態としてからご使
用ください。

CANNOT CHANGE!
AVC-Intra100 または AVC-Intra50 で、サ
ムネールが生成できず  のマークアイコンが
表示されたクリップは、テキストメモ位置のサム
ネール変更はできません。
SYSTEM MODE 項目をクリップに合わせて
設定してください。SYSTEM MODE 項目は、
設定メニューの SYSTEM SETUP 画面から選
択できます。（ 134 ページ）

CANNOT COPY!
コピーができません。
コピーの条件を確認してください。

CANNOT DELETE!
コンテンツバージョンが不整合のため削除でき
ません。
機器とコンテンツのバージョンをあわせてくださ
い。

CANNOT FORMAT!
P2 カードなどの問題でフォーマットができませ
ん。
P2 カードを確認してください。

CANNOT RECONNECT!
複数枚の P2 カードにまたがって記録したクリッ
プではないコンテンツを選んでいるなどでクリッ
プの再結合ができません。
選択しているコンテンツを確認してください。

CANNOT REPAIR!
修復できないコンテンツを選んでいるなどで修
復ができません。
選択しているコンテンツを確認してください。

LACK OF CAPACITY!
カードの記録容量が不足しています。
記録容量の十分あるカードを挿入してください。
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MISSING CLIP!
複数枚の P2 カードにまたがって記録されたクリ
ップに、すべての P2 カードが挿入されていな
い状態でショットマークをつけようとしている。
またがって記録されたすべての P2 カードを挿
入し、クリップの  不完全クリップインジケー
ターを表示しなくなるのを確認してからショット
マークをつけてください。

NO CARD!
P2、SD カードが入っていません。
対応メディアを挿入してください。

NO COPY TO SAME CARD!
コピー元とコピー先が同じカードのためコピー
できません。
選択しているクリップが入っていないカードへコ
ピーをしてください。

NO FILE!
指定されたファイルが存在していません。
ファイルを確認してください。

SAME CLIP IS SELECTED!
既にコピーしたクリップと元のクリップを選択し
ているため、コピーできません。
選択したクリップを確認し、コピー元のクリップ
か、コピーされたクリップのいずれかを選択か
ら外してからコピーを実行してください。

TOO MANY CLIPS!
コピー先カードのクリップ数が 1000 クリップを
超えます。
選択しているクリップ数を減らしてください。

UNKNOWN CONTENTS FORMAT!
コンテンツバージョンが不整合のときの警告で
す。
機器とコンテンツのバージョンをあわせてくださ
い。

UNKNOWN DATA!
メタデータの文字コードが不正規です。
メタデータの文字コードは UTF-8 となっていま
す。
ビューアーなどで正しい文字を入力してくださ
い。

USER CLIP NAME MODIFIED!
クリップ名にカウンター値を付加するときに文字
削除が必要となりました。
カウンター付加の設定でユーザークリップ名と
カウンターは合わせて 100 バイトまでしか保存
できませんので、文字を自動的に削除します。

WRITE PROTECTED!
P2、SDカードがライトプロテクトされています。
書き込み可能なメディアを挿入してください。

■ ソフトキーボード

メッセージ
内容と対応

CANNOT CHANGE!
テキストメモがない状態で「PERSON（メモ
入力者）」項目を入力しようとしている。

「TEXT（テキスト情報）」項目を先に入力して
ください。

CANNOT SET!
INVALID VALUE!

入力された値が異常です。
入力値を変更してください。

■ HDD（USB ホストモード）

メッセージ
内容と対応

CANNOT ACCESS CARD!
P2 カードのアクセス中にエラーが発生しまし
た。
P2 カードを確認してください。

CANNOT ACCESS TARGET!
接続先のターゲットのアクセス中にエラーが発
生しました。
HDD の状態や接続を確認してください。

CANNOT FORMAT!
初期化できません。
接続している HDD を変更してください。

CANNOT RECOGNIZE HDD!
接続先のターゲットが正しく認識できません。
HDD の電源を入れ直すか、接続する HDD を
変更してください。

CARD IS EMPTY!
CANNOT COPY!

コピーする P2 カードが空です。
空のカードはコピーする必要がないためコピー
を行いません。

ハードディスクドライブを使用する（PC モード： USB ホスト）（つづき）
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FORMAT P2 CARD!
HDD → P2 へのインポート時に、P2 カードが
記録済のためコピーできない警告です。
コピー先の P2 カードが空でないため、コピー
できません。P2 機器でフォーマットした後に再
度コピーを行ってください。

LACK OF CAPACITY!
HDD の空き容量が足りません。
接続先のターゲットの残容量が足りないため、
新しい HDD またはフォーマットした HDD を使
用してください。

HDD DISCONNECTED!
HDD との接続が切断されました。
USB を付け直してください。またその後正常
に動作しないときは、一度電源を OFF にして、
再び電源を ON にしてください。

MISMATCH COMPONENT!
コピー元とコピー先の P2 カードの品番が不一
致のため、コピーできません。
同一品番の P2 カードを使用するか、クリップ
単位でコピーしてください。

TOO MANY PARTITIONS!
パーティションが多すぎます。
HDD の最大パーティション数は 23 ですので、
新しい HDD またはフォーマットした HDD を使
用してください。

TOO MANY TARGETS!
複数の機器が接続しています。
接続を解除後、一度電源を OFF にして、再び
電源を ON にしてください。

UNKNOWN DEVICE CONNECTED!
未対応の DVDドライブなどが接続されていま
す。
接続を解除後、一度電源を OFF にして、再び
電源を ON にしてください。

VERIFICATION FAILED!
コピー後のコンペアが不一致でした。
再度コピーを行ってください。

• な お、「 画 面 の 表 示 」 の エラーにつ い ては、 
「エラーと警告表示」 （ 126 ページ）をご参照くだ
さい。



120

画面の表示
ビューファインダーの状態表示

ビューファインダーおよび液晶モニター画面では、映
像のほかに本機の設定や動作の状態を示すメッセー 
ジ、センターマーカー、セーフティーゾーンマーカー、
ゼブラパターンなどが表示されます。

ビューファインダー画面の状態表示の構成

表示できる項目（モードチェック（MODE CHK）
を除く）は、下の図のように配置されています。
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R
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1 / 4

MF 2 3 . 5 f t

/ 1 6

D 5 x
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ビューファインダー画面の表示項目の選択

ビューファインダー画面に表示項目の選択は、設定
メニュー DISPLAY SETUP 画面の各項目で表示
の ON/OFF、または種類を切り替えます。
• メニュー操作については、「設定メニューの基本操

作」（ Vol. 1 の 27 ページ）をご参照ください。

PUSH  MENU  TO  RETURN 

EVF PEAK FREQ
EVF SETTING
EVF B. LIGHT
EVF COLOR

ZEBRA1 DETECT
ZEBRA2 DETECT

0
LOW
>>>

NORMAL
ON

EVF MODE AUTO
70%
85%

EVF PEAK LEVEL

DISPLAY SETUP

表示



121

表
示

画面の表示
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1 タイムコード表示
COUNTER ボタンを押すごとに、下記のデータ

（または表示なし）に切り替わります。
（表示なし）
カウンター：

カウンター値（記録モードのみ）
CLIP：

クリップカウンター値（記録モードのみ）
撮影ごとの CLIP のカウンター値
設 定 メ ニ ュ ー DISPLAY SETUP 画 面 の
REC COUNTER 項目で CLIP を選択した場
合に表示されます。

TC： 
タイムコード値
タイムコード値が DVCPRO/DV 端子から正
しく読みとれなかったときには、TC＊を表示
します。
ドロップフレームモード運用しているときは、
秒とフレームの間の「：」（コロン）が「．」（ド
ット）になります。

tc：
タイムコード値（フレーム桁を 24 フレーム変
換して表示）
タイムコード値が DVCPRO/DV 端子から正
しく読みとれなかったときには、tc＊を表示し
ます。
ドロップフレームモード運用しているときは、
秒とフレームの間の「:」（コロン）が「.」 

（ドット）になります。

UB： 
ユーザーズビット値
ユーザーズビット値が DVCPRO/DV 端子か
ら正しく読みとれなかったときには、UB＊を
表示します。

FR：
撮影するフレームレート情報
FR60I -： 60i インターレースモード
 (60 フィールド / 秒）
FR60P -： 60P プログレッシブモード
 (60 フレーム / 秒）
FR30P -： 30P プログレッシブモード
 (30 フレーム / 秒）
FR24P ＊： 24P プログレッシブモード
 (24 フレーム / 秒）
FR24PA ＊： 24P アドバンスモード
 (24 フレーム / 秒）
FR50I： 50i インターレースモード
 (50 フィールド / 秒）
FR50P： 50P プログレッシブモード
 (50 フレーム / 秒）
FR25P： 25P プログレッシブモード
 (25 フレーム / 秒）
＊： FR24P と FR24PA のモードのときは、

最終けたにフレーム変換のシーケンス情報
を表示します。

TC、tc、UB は、TC IN 入力にロックしている
場合、白抜き文字 TC  → TC  になります。

（次ページにつづく）
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2 ワーニング情報表示
REMOTE：

ワイヤレスリモコンの機器設定が違う場合、点
滅します。

P2  ：
P2 カードが挿入されていないときや記録禁止
状態のときに点滅します。

P2  FULL：
P2 カードの残量がないときに点滅します。

P2  LACK：
ループレックモードで P2 カードの残量が不足
しているときに点滅します。

：
内蔵時計用の内蔵電池が消耗しているときに
点灯します。
• 「内蔵電池の充電」（ Vol. 1の26ページ）

3 バックアップ用機器の状態表示
DVCPRO/DV 端子に接続されている、バック
アップ機器の状態を表示します。
設定メニュー OTHER FUNCTIONS 画面の
1394 CONTROL 項目を OFF に設定してい
ると表示されません。
1394  ：記録
1394  ：記録待機
1394  ： バックアップ機器が制御できない

状態
1394 ：バックアップ機器が未接続
1394－－ ： バックアップ機器は接続されてい

ますが、記録や記録待機状態に
なっていない

4 記録フォーマット、およびシステムモード表示
• システムモード

1080i
720P
480i
576i

• 記録フォーマット
• システムモードが 1080i、720P のとき

AVC-I 100：AVC-Intra 100 フォーマット
AVC-I 50：AVC-Intra 50 フォーマット
DVCPROHD：DVCPRO HD フォーマット

• システムモードが 480i（576i）のとき
DVCPRO50 フォーマット、 
DVCPRO フォーマット、DV フォーマット

5 AUTO/MANUAL スイッチ動作表示
AUTO/MANUAL スイッチを AUTO にしたと
き、表示します。

6 情報表示
状況に応じて、下記の情報を表示します。
• オートホワイトバランスやオートブラックバラン

スの動作状態を表示
• 警告表示、エラー表示
• 各スイッチやボタン操作の情報
• 「中央部の情報表示」（ 125 ページ）

7 システム周波数表示
60  ：59.94 Hz モードのとき
50  ：50 Hz モードのとき

8 レターボックス記録表示
記録フォーマットが 480i/576i のとき、設定
メニュー SYSTEM SETUP 画面の ASPECT 
CONV 項 目 で LETTER BOX を 選 択してレ 
ターボックス記録を行っているときに表示しま
す。

9 Y GET の輝度表示
Y GET のとき、画面中央付近に表示される枠
内の映像レベルを 0% ～ 109% で表示します。

10 撮影 / 記録・再生フレームレート表示
Native 記録のとき、撮影フレーム数と、記録・
再生のフレーム数を表示します。
例 )  60:24PN（60P 撮影のバリアブルフレー

ムレート 24PN 記録）
再生では、2:3 プルダウンで 24P over 60P
となり、24/60 倍速スロー再生であることを示
します。
通常記録のときは撮影フレームレートのみを表
示します。
例 )  24PA（24PA での 2:3:3:2 プルダウン

over60i 記録）
11 オーディオリミッタ表示

CH1、CH2 または CH3、CH4 にリミッタが
働く設定になっているときに表示します。

12 オーディオレベルメーター表示

C
H 1

-20dB 0dB

C
H 2

-12dB

USER ボタンに MAG A. LVL（レベルメーター 
の拡大表示）を割り当てることにより、拡大表
示に切り替えることができます。
• 「オーディオ拡大表示」（ 55 ページ）
また、LVL METER を 割り当 て た USER ボ
タンを押すと、押している間レベルメーター表
示と音声出力（1394 を除く）の CH1/2 と
CH3/4 とを切り替えることができます。
• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

画面の表示（つづき）
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13 オーディオ記録不可表示
VFR（バリアブルフレームレート）モードの
Native 記録時、またはインターバル記録、ワ
ンショット記録時、オーディオを記録できない場
合に表示します。

14 シャッタースピード表示
シャッタースピードを表示します。
シンクロスキャンのときは、 設 定メニュー 
SCENE FILE 画面の SYNC SCAN TYPE 項
目で設定されている表示（時間（分数）表示、
または開角度のイメージでの表示）となります。

15 DRS 表示
ダイナミックレンジストレッチャー機能が動作し
ているときに表示します。

16 アイリス表示
F 値を表示します。

17 オートアイリス制御表示
STD：  標準オートアイリス制御
SPOT： スポットライト用のオートアイリス制御
BACK： 逆光補正用のオートアイリス制御

18 ズームポジション表示
Z00（広角最大）～ Z99（望遠最大）でズー
ムポジションを表示します。
設 定 メ ニ ュ ー DISPLAY SETUP 画 面 の
ZOOM・FOCUS 項目で単位を mm に切り替
えられます。

19 フォーカス制御情報表示
99 ～ 00 でフォーカス制御情報を表示します。
オートフォーカスの時は AF、マニュアルフォー
カスの時は MF と表示されます。また、設定メ
ニュー SW MODE 画面の MF ASSIST 項目
が ON の時のマニュアルフォーカス時は MA と
表示されます。マクロ制御に設定している時は、
AF、MF または MA が白黒反転表示になります。
95（被写体までの距離：無限遠）
 ：
00（被写体までの距離：約 5 cm）
ズームポジションにより、マクロ範囲にならない
ことがあります。
また、ズームポジションにより、マクロ範囲の
下限値が異なることがあります。設定メニュー
DISPLAY SETUP 画 面 の ZOOM・FOCUS
項目で、単位を feet または m に切り替えられ
ます。

20 日付と時刻表示
月：
JAN（1 月）、FEB（2 月）、MAR（3 月）、
APR（4 月）、MAY（5 月）、JUN（6 月）、
JUL（7 月）、AUG（8 月）、SEP（9 月）、
OCT（10 月）、NOV（11 月）、DEC（12 月）

日
年：2000…2037
時
分
秒

R mmm dd yyyy hh:mm:ss
タイムスタンプ記録を表示

21 推奨 ND フィルター表示
現在の撮影条件下で、推奨する ND フィルター
を表示します。

22 ND フィルター表示
選択している ND フィルターを表示します。

23 ゲイン表示
設定されている映像アンプのゲイン値を表示し
ます。

24 WHITE BAL スイッチポジション表示
現在選ばれているポジションを表示します。また、
AWB がプリセット時のホワイトバランスの動作
を表示します。また、ATW（自動追尾方式の 
オートホワイトバランス）モードのときは ATW
と 表 示 し、ATW の LOCK 状 態 の と き は、
LOCK と表示します。

25 FBC 表示
FBC 機能が動作しているときに、表示します。

26 手ぶれ補正表示
OIS ボタンを押し、手ぶれ補正モードが設定さ
れているとき表示します。

27 シーンファイル名表示
SCENE FILE（F1 ～ F6）のシーンファイル
名を表示します。

（次ページにつづく）
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28 バッテリー残量表示
バッテリーの残量が少なくなるにつれ、  

 →  →  →  と変わります。
容量がなくなると、  （  ）が点滅しま
す。

（AC アダプター使用時に  以外が表示され
る場合がありますが、問題ありません）
• 低温、高温になるところや、長時間ご使用に

ならなかった場合は、バッテリー残量表示が正
しく表示されないことがあります。
バッテリー残量を正しく表示させるには、バッ
テリーを満充電してから使い切り、再度充電
してください。（この操作を行っても、低温、
高温になるところで長時間使用したバッテリー
や、何度も充電を繰り返したバッテリーでは、
バッテリー残量表示を正しく表示できないこと
があります）

• 使用状況によってバッテリー残量表示の時間
は変わりますので、目安にしてください。

29 デジタルズーム表示
デジタルズーム倍率を表示します。

D2×：2 倍
D5×：5 倍
D10×：10 倍

30 ワンクリップレックモードの状態表示
1－CLIP：

ワンクリップレックで、新たなクリップがこれ
から記録される状態

1 CLIP：
ワンクリップレックで、前のクリップに連結し
て記録が可能な状態

31 メディア残量表示
• 設 定メニュー DISPLAY SETUP 画 面 の

P2CARD REMAIN 項 目を ONE-CARD に
設定すると、現在記録対象の P2 カード 1 枚
の残量の左側にスロット番号を表示します。
TOTAL に設定すると 2 枚の残量合計を表示
します。

• な お、 モ ードチェック (MODE CHK) では
ONE-CARD と TOTAL が入れ替わって表示
されます。

• 残量の計算中、および USB デバイスモード
では無表示になります。ループレック中は、
LOOP と表示されます。

• ル ープレック中 の モ ードチェック (MODE 
CHK) では、ループレックで記録できる標準的
な記録時間を表示します。

• 残量は、0 ～ 999 分の 1 分単位表示です。
999 分以上は 999 分と表示されます。

• 残量が 2 分以下になると表示が点滅します。

32 メディア情報表示
P2 カードが挿入されているカードスロット、お
よび基本情報を表示します。
1  点灯 ：記録可能な P2 カード
1  緑色点灯 ：記録対象の P2 カード
1  点滅 ：カード認識中
-   ：カード未挿入
P   ：ライトプロテクトがかかっている
F   ：残量なし
X   ：認識不可 
E   ： 不正なフォーマットの P2 カード（フォー

マットすれば、正常になります）
33 記録・再生の動作状態表示

REC : 記録
PAUSE ：記録待機
 ：再生一時停止
 ：再生

（  ） ：スロー再生（逆方向スロー再生）
（  ） ： コマ送り再生（逆方向コマ送り 

再生）
（） ：

早送り/ 早送り再生（早戻し / 早戻し再生）
× /×  （× /×  ）：

可変速サーチ（逆方向可変速サーチ）
CLIP  （CLIP   ）：

クリップ送り（クリップ戻し）、クリップ単位で
の頭出し

CLIP &T  （CLIP &T   ）：
クリップとテキストメモ単位の送り（戻し）で
の頭出し（メニュー OTHER FUNCTIONS
画面の SEEK SELECT 項目を CLIP&T に
設定しているとき）

START: 
ワンクリップレックで、新たなクリップを記録開
始したときに表示します。

END: 
ワンクリップレックで、クリップの連結を終了し
たときに表示します。

DISPLAY OFF の状態では、REC、START、
END 表示のみ右上に表示されます。また、プ
リレック、ループレック、インターバル記録、ワ
ンショット記録が設定されている場合も右上に表
示されます。

画面の表示（つづき）
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示

特殊記録状態表示
設定メニュー RECORDING SETUP 画面の
REC FUNCTION 項目を INTERVAL、ONE 
SHOT、LOOP に設定しているとき、または
PREREC MODE 項目を ON に設定していると
きに表示します。
L－： LOOP（ループレック）
I－：  INTERVAL（インターバル記録）、ONE 

SHOT（ワンショット記録）
P－： PRE REC（プリレック）

中央部の情報表示
情報表示（ 122ページ）には以下のものがあります。

P2 カード記録・再生の情報表示

BOS
ストリームの最初です。これ以上、逆方向再生で
きません。

CANNOT PLAY
再生できないときに表示します。
CARD ERR（1）（2）（1/2）：

数字のスロットの P2 カード異常
UPDATING：カード情報読み取り中

CANNOT REC
START/STOP ボタンを押しても収録開始できな
いときに表示されます。

EOS
ストリームの終わりです。これ以上、正方向再生
できません。

PRE REC ON (OFF) (INVALID)
プリレックを割り当てた USER ボタンを押した時
表示されます。

SHOT MARK ON (OFF) （INVALID）
SHOT MARK を割り当てた USER ボタンを押し
たときに表示されます。

SLOT SEL（INVALID）
SLOT SEL を割り当てた USER ボタンを押した
とき表示されます。

TEXTMEMO（INVALID）
TEXTMEMO を割り当てた USER ボタンを押し
たときに表示されます。

VFR ON NO AUDIO RECORDING
バリアブルフレームレート撮影で、音声信号が記録
されないとき、表示されます。
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エラーと警告表示

本機や P2 カードなどに異常が発生した場合に表示
します。一度電源 OFF にしても直らない場合は、
表示の内容に従ってカードを交換するか、もしくはお
買い上げの販売店へご相談ください。
1394

1394 接続や信号に異常が発生したときに表示し
ます。
1394 INITIAL ERROR：接続異常
1394 INPUT ERROR：入力異常
1394 INPUT ERROR（OTHER FORMAT）:
（入力フォーマット違い）
COPY INHIBITED：

DVCPRO/DV 端子から DV フォーマットで入力
しているとき、コピーガードされた信号が入力さ
れている。

CLIP DISCONTINUED
ワンクリップレックで、連結クリップとしての整合性
がとれず、次のクリップ記録時にクリップの連結が
できない場合に表示します。

DIR ENTRY NG CARD
P2カードのディレクトリー配置が不正規となってい
るため、動作は継続しますが、正常に記録できな
いことがあります。速やかにカードのバックアップ
を取り、フォーマット後ご使用ください。

EXTERNAL1394 DISCONNECT
設 定 メ ニュー OTHER FUNCTIONS 画 面 の
1394 CONTROL 項 目 を EXT に 設 定 し て、
DVCPRO/DV 端子に外部機器を接続しないで撮
影を行ったときに表示します。

FAN STOPPED
ファンが停止しています。
すみやかに電源を切って使用を中止し、販売店に
ご相談ください。

FAN STOPPED HIGH TEMPERATURE
ファンの停止により、内部が高温になっています。
電源が自動的に切れます。
使用を中止し、販売店にご相談ください。

FORMAT ERR !
P2 規格に準拠していないカードです。

INCOMPATIBLE CARD
規格が違うカードなので、使用することができませ
ん。

LOW BATTERY
バッテリー残量がなくなったときに表示します。

PULL DOWN ERROR：
24P などのとき、映像プルダウンシーケンスの異
常

REC WARNING
記録時に異常が生じたときに表示します。再度記
録してください。それでも警告が出る場合は、お
買い上げの販売店にご相談ください。
CARD ERR（1）（2）（1/2）： 

数字のスロットの P2 カード異常
• 警告が続く場合は電源 OFF にしてください。
• 再度記録しても警告が出る場合は、別の 

カードに取り替えてください。
ERROR：その他
OVER MAX# CLIPS： 

1 枚の P2 カードに記録できるクリップ数の最大
値（1000 個）に達したため記録を停止した。

REC RAM OVERFLOW：
記録用メモリーのオーバーフロー

RUN DOWN CARD
P2 カードの規定の書き換え回数を超えているた
め、動作は継続しますが、正常に記録または再生
されないことがあります。
P2 カードの交換をお勧めします。

SYSTEM ERROR
システムに異常が発生したときに表示します。一度
電源 OFF にしたあと、再度 ON にしてください。
CAM LENS ERROR：カメラレンズの異常
CAM MICON ERROR： 

カメラマイコン応答なし
P2 CONTROL ERROR：P2 制御異常
P2 MICON ERROR：P2 マイコン応答なし

TEMPORARY PAUSE
IRREGULAR FRM SIG：

GENLOCK 入力などの基準信号が乱れ、記録
を一時中断しているときに表示します。
GENLOCK IN 端子の入力信号を確認してくだ
さい。

TURN POWER OFF
カードをアクセス中に抜いて異常が発生したとき
やシステムモードを切り替えたあとなどに表示しま
す。
電源を入れ直してください。

画面の表示（つづき）
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カメラ系状態表示 
（ABC アルファベット順）

ABB
ABB 動作表示

ATW ACTIVE
ATW 動作中に AWB ボタンを押したときに表示し
ます。

ATW（ATW LOCK）
WHITE BAL スイッチを B に切り替えたとき、
ATW が割り当てられている場合に表示します。

AWB
AWB 動作表示

AWB P3.2K/AWB P5.6K
WHITE BAL スイッチを PRST の位置にしたと
き、PRSTに割り当てた色温度を表示します。また、
PRST 位置で AWB を実行しようとしたとき表示し
ます。

BACK LIGHT
アイリス 制 御 に BACK LIGHT を 割り当 て た
USER ボタンを押して、状態を切り替えたときに
表示されます。

DIAL：FRAME RATE（SHUTTER/SYNCHRO 
SCAN/LOCK）

DIAL SEL ボタンで SHTR/F.RATE ダイヤルを
切り替えたときに表示します。

DRS ON（OFF）
DRS の動作を切り替えたことを表示します。

D.ZOOM 10x（2x/5x/OFF/INVALID）
デジタルズーム動作を切り替えたときに表示しま
す。

FBC ON（OFF）
FBC の動作を切り替えたときに表示します。

GAIN＊＊dB
GAIN を切り替えたとき表示します。

IRIS：MANUAL（AUTO）
アイリスの動作を切り替えたときに表示します。

OIS ON（OFF）
手ぶれ補正機能を切り替えたことを表示します。

SCENE＊＊＊＊＊＊
SCENE FILE ダイヤルを回してシーンファイルを
切り替えたときそのシーンファイル名を表示しま
す。

SHUTTER 1/＊＊＊＊（OFF）
シャッタースピードを切り替えたときに表示します。

SPOT LIGHT
アイリス 制 御 に SPOT LIGHT を 割り当 て た 
USER ボタンを押して、状態を切り替えたときに
表示されます。

VFR ON（OFF）
VFR の動作を切り替えたときに表示します。

撮影状態の確認と表示

• 記録待機、または記録中に DISP/MODE CHK
ボタンを押したままにすると、各種撮影機能の設
定状態、USER ボタンに割り当てた機能の一覧な
ど、すべての情報が表示されます。ボタンから手
を離すと通常の表示に戻ります。

• 記録待機、または記録中に DISP/MODE CHK
ボタンを押すと、すべての表示が OFF になります。
もう一度押すと通常の表示に戻ります。

• 電源 OFF にする、またはメディアや動作モードを
切り替えても維持されます。

• ビューファインダー / 液晶モニターに表示する次
の項目は、DISP/MODE CHK ボタンを押したと
きや、設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の
OTHER DISPLAY 項目の設定により表示します。

DISP/MODE CHK ボタン



128

画面の表示（つづき）

No 表示項目の名称
モードチェック
(MODE CHK)
で表示される項

目に○

DISPLAY OFF で 
消える項目に

○

OTHER DISPLAY 項目の設定での表示、非表示
－：影響されない、○：表示される、×：消える

その他のメニュー項目
によって個別に 
非表示にできる

－：影響されないALL PARTIAL OFF

1 タイムコード表示 ○ 消えない − − − −

2 ワーニング情報表示 ○ 消えない − − − CARD&BATTERY 
項目 *1

3 バックアップ用 
機器の状態表示 ○ 消えない − − − −

4 記録フォーマット、 
およびシステムモード表示 ○ ○ ○ × × −

5 AUTO/MANUAL 
スイッチ動作表示 ○ ○ ○ ○ × −

6 情報表示 × 消えない − − − −
7 システム周波数表示 ○ ○ ○ × × −
8 レターボックス記録表示 ○ ○ − − − −
9 Y GET の輝度表示 ○ 消えない − − − −

10 撮影 / 記録・再生 
フレームレート表示 ○ ○ ○ ○ × −

11 オーディオリミッタ表示 ○ ○ ○ × × −

12 オーディオレベルメーター
表示 ○ ○ − − − LEVEL METER 項目

13 オーディオ記録不可表示 ○ ○ − − − −
14 シャッタースピード表示 ○ ○ ○ ○ × −
15 DRS 表示 ○ ○ ○ ○ × −
16 アイリス表示 ○ ○ ○ ○ × −
17 オートアイリス制御表示 ○ ○ ○ ○ × −
18 ズームポジション表示 ○ ○ − − − ZOOM・FOCUS 項目
19 フォーカス制御情報表示 ○ ○ − − − ZOOM・FOCUS 項目
20 日付と時刻表示 ○ ○＊2 − − − DATE/TIME 項目
21 推奨 ND フィルター表示 ○ ○ ○ ○ × −
22 ND フィルター表示 ○ ○ ○ × × −

23 ゲイン表示 ○ ○ ○ ○
0 dB は表示しない × −

24 WHITE BAL 
スイッチポジション表示 ○ ○ ○

○
ATW、LOCK、

P3.2K、P5.6K 
のみ表示

× −

25 FBC 表示 ○ ○ ○ ○ × −
26 手ぶれ補正表示 ○ ○ ○ ○ × −
27 シーンファイル名表示 ○ ○ ○ × × −

28 バッテリー残量表示 ○
○

残量が少なくなると
表示

− − − CARD&BATTERY 
項目

29 デジタルズーム表示 ○ ○ − − − −

30 ワンクリップレックモードの
状態表示 ○ ○ ○ ○

×
新たなクリップの記
録開始と終了時には

表示
−
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No 表示項目の名称
モードチェック
(MODE CHK)
で表示される項

目に○

DISPLAY OFF で 
消える項目に

○

OTHER DISPLAY 項目の設定での表示、非表示
－：影響されない、○：表示される、×：消える

その他のメニュー項目
によって個別に 
非表示にできる

－：影響されないALL PARTIAL OFF

31 メディア残量表示 ○
○

残量が少なくなると
表示

− − − CARD&BATTERY 
項目

32 メディア情報表示 ○
○

SLOT SEL 実行 
では点灯

− − − CARD&BATTERY 
項目

33 記録・再生の 
動作状態表示 ○

○
記録中と特殊記録 

モード時のみ右上に
表示

○ ○
×

記録中と特殊記録 
モード時のみ右上に 

表示
−

○ ：表示する
× ：表示しない
ー ：他の設定により表示を行います。

*1： P2 カード未挿入時の警告のみ非表示
*2： タイムスタンプ表示 R  が表示されているときは DISP/MODE CHK ボタンを押しても消えません。
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画面の表示（つづき）

モードチェック (MODE CHK) での表示
モードチェック (MODE CHK) ではほとんどの情報が表示されます。
下記の 1 ～ 3 については、モードチェック (MODE CHK) 時のみ表示されます。

T C 1 2 : 3 4 : 5 6 : 2 3 1 12 9 9 9 min
P 2 F U L L P - P A U S E 1 - C L I P U S E R - 1

1394

60

F B C
1 0 8 0 i
AVC-I100 A B B NG

AWB NG
P 3 .2K

L T . BOX 0 dB
/ 1 6ND 1

8 3% ND 1 / 4
S E P 2 5 2 0 1 1 2

S PO T
F 5 . 6

3 : 5 9 :

4

5

m

9

m1Z 0 .

6 0 : 2 4 P N
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H
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A L CH 1・2

A
D 5 x

MF 2 3 . 5 f t

T
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4 : LS O T S E L

－

A . R E C

3

1

2

1 P2 カードスロット状態表示
P2 カードスロット 1/2 の各状態を表示します。
ACTIVE：

READ/WRITE 可能なカード（記録対象含む）
ACCESSING：

現在 READ/WRITE 中のカード
INFO READING：

カードを認識中
FULL： 記録残容量がない P2 カード
PROTECTED：

ライトプロテクト状態の P2 カード
NOT SUPPORTED：

使用できないカード、認識できないカード
FORMAT ERROR：

正規のフォーマットがされていない P2 カード
NO CARD：

カードが挿入されていない
表示なし： USB DEVICE モード中

2 USER ボタンの割り当て情報表示
各 USER ボタンに割り当てられている機能の情
報を表示します。
• 「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）

3 AWB、ABB 異常表示
AWB および ABB が正しく動作しなかったとき、
モードチェック (MODE CHK) でその状態を表
示します。
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項目 設定内容 備考
LOAD/SAVE/
INIT

現在のシーンダイヤル位置（F1 ～ F6 のうちのひとつ）に
割り付けられたシーンファイルの設定値を、読み出し、保存、
初期化します。
LOAD：
本機内メモリーに保存したデータを読み出します。
SAVE：
本機内のメモリーに現在の値を保存します。
INITIAL：
工場出荷値に戻します。

• 設定を変更しても、現在のシー
ンダイヤル位置以外のシーンフ
ァイルには影響はありません。

• REC SIGNAL 項目が 1394
のときは、設定できません。

• ワンクリップレックのクリップ連
結継続中は、設定できません。

VFR 1080i および 720P でバリアブルフレームレート（VFR）
モードの許可、禁止を設定します。
ON：
VFR が動作します。
OFF：*1

VFR は動作しません。

• システムモードが 480i/576i
では表示されません。

• REC SIGNAL 項目が 1394
のときは、設定できません。

• 1080i で DVCPRO HD 記録
のときは
CAMERA MODE が 60i、
50i 以外の時は設定できませ
ん。

FRAME RATE 1080i および 720P で VFR 項目が ON のとき、撮影の
間隔および露光時間を切り替えます。
• 1080-59.94i：
1、2、4、6、9、12、15、18、20、21、22、
24、25、26、27、28、30 FRAME
• 1080-50i：
1、2、4、6、9、12、15、18、20、21、22、
23、24、25 FRAME
• 720-59.94P：
1、2、4、6、9、12、15、18、20、21、22、
24、25、26、27、28、30、32、34、36、40、
44、48、54、60 FRAME
• 720-50P：
1、2、4、6、9、12、15、18、20、21、22、
23、24、25、26、27、28、30、32、34、37、
42、45、48、50 FRAME

• VFR 項目が ON のときのみ設
定できます。

• REC SIGNAL 項目が 1394
のときは、設定できません。

• 24 フレームに切り替えたとき、
画面が一瞬乱れる場合がありま
す。

SYNC SCAN 
TYPE

シンクロスキャンシャッターの表示を選択します。
sec：
シャッタースピードを分数で表示します。
deg：
シャッターの開角度の目やすを表示します。

• 設定を切り替えたとき、明るさ
が変わる場合があります。

(SYNCHRO 
SCAN)

テレビ画面を撮影するときなどに使用するシンクロスキャン
シャッターのスピードを表示します。
• ここでは表示のみ行います。設定は、SHTR/F.RATE

ダイヤルで行ってください。
• 設定された値（表示される値）は、現在のシーンファィル

に割り当てられ LOAD/SAVE/INIT 項目の対象となりま
す。

「SYNCHRO SCAN の設定の仕方」（ 50 ページ）
1/60.0

• シンクロスキャンモードに設定さ
れていない場合は、青色で表示
されます。 
また、SHTR/F.RATE ダイヤ
ルでの設定もできません。

DETAIL LEVEL 画像の輪郭補正（水平垂直の両方向）の強弱の調整を行
います。
－7 …0 *1… +7

V DETAIL 
LEVEL

画像垂直方向の輪郭補正の強弱の調整を行います。
－7 …0 *1… +7

メニューの一覧
SCENE FILE 画面

メニュー

*1:  SENCE FILE ダイヤルが F1 の場合の工場出荷値です。
____ は工場出荷値です。

表
示
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メニューの一覧（つづき）

項目 設定内容 備考
DETAIL 
CORING

ディテール信号のノイズを除去するレベルを調整します。
－7 …0 *1… +7
• −方向にすると鮮明な画像になりますが、ノイズも多少増

えます。
• ＋方向にするとノイズが少なくなります。

CHROMA 
LEVEL

クロマレベルの調整を行います。
－7 …0 *1… +7

CHROMA 
PHASE

クロマ位相の微調整を行います。
－7 …0 *1… +7

COLOR TEMP 
Ach

色温度の微調整（ホワイトバランス Ach の調整を行った後
の微調整）を行います。
－7 …0 *1… +7

COLOR TEMP 
Bch

色温度の微調整（ホワイトバランス Bch の調整を行った後
の微調整）を行います。
－7 …0 *1… +7

MASTER PED 映像の基準とする黒のマスターペデスタルの調整を行いま
す。
－100 …+15 *1… +100

• OPERATION レバーを  
方向に倒した状態を続けると、
値が早く変化します。

A. IRIS LEVEL AUTO IRIS 目標値の設定を行います。
－10 …0 *1… +10

DRS DRS（ダイナミックレンジストレッチャー）機能を、動作さ
せるかどうかを設定します。
ON、OFF*1

• 1080i でご使用の場合、24P、
30P、25P、および VFR（バリ
アブルフレームレート）で撮影し
ているときは、設定できません。

DRS EFFECT DRS（ダイナミックレンジストレッチャー）機能の高輝度部
の圧縮レベルを設定します。
通常の撮影では白飛びする高輝度な部分の映像信号レベル
を圧縮することにより、ダイナミックレンジを拡大すること
ができます。
1、2、3 *1

• 数値が大きいほど、高輝度部の圧縮レベルが大きくなり、
暗部のノイズも大きくなります。

GAMMA ガンマカーブを選択します。
HD NORM ：*1

HD 撮影に適したガンマ設定です。
LOW： 
低輝度部の傾きがゆるやかなガンマカーブを使用して、落
ち着きのある映像にします。
SD NORM：
DVX100 シリーズを継承した通常の映像設定です。
HIGH：
低輝度部の傾きが急なガンマカーブを使用して、暗い部分
の階調を広げて明るい感覚の映像にします。コントラストは
ソフトになります。
B.PRESS：
LOW よりコントラストをよりシャープにします。
CINELIKE D：
映画感覚の映像に仕上げるガンマカーブを使用します。
CINELIKE V：
コントラスト重視の映画感覚の映像に仕上げるガンマカーブ
を使用します。
• CINE-LIKE ガンマを選択したときは、その特徴を十分に

活かすために、レンズ絞りは通常の映像レベルより低く（約
1/2）することをお勧めします。

• DRS が動作中は、設定を変更
しても映像は変化しません。

SCENE FILE 画面（つづき）

*1:  SENCE FILE ダイヤルが F1 の場合の工場出荷値です。
____ は工場出荷値です。
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項目 設定内容 備考
KNEE 白飛びを抑えるために、MOS センサーが受光した高輝度

の映像信号を圧縮するレベル（ニーポイント）を設定します。
AUTO ：*1

受光した信号に応じて自動で設定します。
LOW：
低めの設定（約 80 % から圧縮を開始）
MID：
中間の設定（約 90 % から圧縮を開始）
HIGH：
高めの設定（約 100 % から圧縮を開始）

• DRS が動作中は、設定を変更
しても映像は変化しません。

MATRIX マトリックステーブルを選択して、撮影時の色を表現します。
NORM１ ：*1

屋外やハロゲンランプの光源で撮影を行うときに適した色を
表現します。
NORM２：
NORM1 より鮮やかな色を表現します。
FLUO：
蛍光灯下の屋内で撮影を行うときに適した色を表現します。
CINE-LIKE：
映画感覚の撮影を行うときに適した色を表現します。

SKIN TONE DTL 肌色ディテールの ON/OFF を切り替えます。
ON にすると、肌色部分のディテールが減少し、肌のざらざ
ら感を少なくします。
ON*1、OFF 

V DETAIL FREQ 垂直方向のディテールを設定します。
THIN：*1

ディテールを細くします。
MID：
ディテールを少し太くします。
THICK：
ディテールを太くします。
• THIN や MID に設定してプログレッシブモードで撮影した

映像を、通常のモニターテレビ（60i (50i)： インター 
レース）で再生した場合、水平の線や水平に近い斜めの
線に、ちらつき感が生じます。プログレッシブの環境で再
生する場合や、編集などの後処理を行う場合は、THIN
や MID に設定することで、THICK に設定したときよりも
高解像度の映像が得られます。

NAME EDIT SCENE FILE ダイヤルで選択されているシーンファイルの
名前を編集します。

SCENE FILE 画面（つづき）

*1:  SENCE FILE ダイヤルが F1 の場合の工場出荷値です。
____ は工場出荷値です。
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メニューの一覧（つづき）

項目 設定内容 備考
SYSTEM MODE 本機の信号フォーマットを設定します。

1080-59.94i、1080-50i、720-59.94P、
720-50P、480-59.94i、576-50i
• 設定を変更すると「TURN POWER OFF」と表示され

ます。一度本機の電源を OFF にし、再度電源を ON に
してください。

• ワンクリップレックのクリップ連
結継続中は、設定できません。

REC SIGNAL DVCPRO フォーマット時に、入力信号を選択します。
CAMERA：
本機のカメラ撮影信号を記録します。
1394：
DVCPRO/DV 端子の入力信号を記録します。
• 電源をONにしたときは、常にCAMERAに設定されます。

• REC FORMAT 項目が AVC-
Intra や DVCPROHD の
Native 記録のときは、設定で
きません。

• ワンクリップレックのクリップ連
結継続中は、設定できません。

REC FORMAT 記録のコーデック、および撮影と記録のモードを選択します。

■ SYSTEM MODE が 1080-59.94i の場合
AVC-I100/60i、AVC-I100/30PN、
AVC-I100/24PN：
AVC-I 100 コーデックで記録します。撮影・記録はそれぞ
れ 60i、30PN（Native 記録）、24PN（Native 記録）
となります。
AVC-I 50/60i、AVC-I 50/30PN、 
AVC-I 50/24PN：
AVC-I50 コーデックで記録します。撮影・記録はそれぞれ
60i、30PN（Native 記録）、24PN（Native 記録）と
なります。
DVCPROHD/60i：
DVCPRO HD コーデックで記録します。撮影モードは
CAMERA MODE 項目で設定できます。記録は 60i 固定
です。

■ SYSTEM MODE が 1080-50i の場合
AVC-I100/50i、AVC-I100/25PN：
AVC-I 100 コーデックで記録します。撮影・記録はそれぞ
れ 50i、25PN（Native 記録）となります。
AVC-I 50/50i、AVC-I 50/25PN：
AVC-I50 コーデックで記録します。撮影・記録はそれぞれ
50i、25PN（Native 記録）となります。
DVCPROHD/50i：
DVCPRO HD コーデックで記録します。撮影モードは
CAMERA MODE 項目で選択できます。記録は 50i 固定
です。

• SYSTEM MODE 項目が
1080i または 720P で、REC 
SIGNAL が 1394 のときは、
設定できません。

• ワンクリップレックのクリップ連
結継続中は、設定できません。

SYSTEM SETUP 画面

____ は工場出荷値です。
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SYSTEM SETUP 画面（つづき）

項目 設定内容 備考
REC FORMAT

（つづき）
■ SYSTEM MODE が 720-59.94P の場合
AVC-I100/60P、AVC-I100/30PN、
AVC-I100/24PN：
AVC-I 100 コーデックで記録します。撮影・記録はそれぞ
れ 60P、30PN（Native 記録）、24PN（Native 記録）
となります。
AVC-I 50/60P、AVC-I 50/30PN、 
AVC-I 50/24PN：
AVC-I50 コーデックで記録します。撮影・記録はそれぞ
れ 60P、30PN（Native 記録）、24PN（Native 記録）
となります。
DVCPROHD/60P、DVCPROHD/30PN、
DVCPROHD/24PN：
DVCPRO HD コーデックで記録します。撮影・記録はそ
れぞれ 60P、30PN（Native 記録）、24PN（Native
記録）となります。

■ SYSTEM MODE が 720-50P の場合
AVC-I100/50P、AVC-I100/25PN：
AVC-I 100 コーデックで記録します。撮影・記録はそれぞ
れ 50P、25PN（Native 記録）となります。
AVC-I 50/50P、AVC-I 50/25PN：
AVC-I50 コーデックで記録します。撮影・記録はそれぞれ
50Ｐ、25PN（Native 記録）となります。
DVCPROHD/50P、DVCPROHD/25PN：
DVCPRO HD コーデックで記録します。撮影・記録はそ
れぞれ 50P、25PN（Native 記録）となります。

■ SYSTEM MODE が 480-59.94i の場合
DVCPRO50/60i、DVCPRO/60i、DV/60i：
それぞれ DVCPRO50、DVCPRO、DV の 
コーデックで記録します。撮影モードは CAMERA MODE
項目で選択できます。記録は 60i 固定です。

■ SYSTEM MODE が 576-50i の場合
DVCPRO50/50i、DVCPRO/50i、DV/50i：
それぞれ DVCPRO50、DVCPRO、DV の 
コーデックで記録します。撮影モードは CAMERA MODE
項目で選択できます。記録は 50i 固定です。

• SYSTEM MODE 項目が
1080i または 720P で、REC 
SIGNAL が 1394 のときは、
設定できません。

• ワンクリップレックのクリップ連
結継続中は、設定できません。

CAMERA 
MODE

1080i の DVCPRO HD コーデックおよび SD モードのと
きのカメラ撮影モードを設定します。

・1080-59.94i、480-59.94i のとき
60i、30P、24P、24PA

・1080-50i、576-50i のとき
50i、25P

• SYSTEM MODE 項目が
720P に設定されているときは
表示されません。

• 以下の場合は、設定できません。
·  REC SIGNAL 項目が 1394
に設定されているとき

·  SYSTEM MODE 項目が
1080i で、REC FORMAT
項目が AVC-Intra コーデック
または VFR 項目が ON のとき

·  ワンクリップレックのクリップ連
結継続中のとき

SCAN 
REVERSE

画像の上下左右が反転するスキャンリバース撮影機能の
ON/OFF を設定します。（ 35 ページ）
ON、OFF

____ は工場出荷値です。
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SYSTEM SETUP 画面（つづき）

メニューの一覧（つづき）

項目 設定内容 備考
ASPECT CONV 480i、576i で記録する映像のアスペクト比を選択します。

SIDE CROP：
サイドクロップ（左右両端をカットします）
LETTER BOX：
レターボックス（上下に黒い帯を追加します）
SQUEEZE：
スクイーズ（水平方向に圧縮します）

• SYSTEM MODE 項目が
1080i、720P のときは、設
定できません。

• ワンクリップレックのクリップ連
結継続中は、設定できません。

SETUP 480i 映像信号のセットアップレベルを設定します。
0%：
出力、記録信号ともセットアップ 0% になります。
7.5% A：
出力信号はセットアップ 7.5 %、記録信号はセットアップ
0 % になります。

• 1080-50i、720-50P、
576-50i では、表示されませ
ん。

PC MODE 
SELECT

外部機器を USB 接続したときの本機の PC MODE 動作
を設定します。
USB HOST：
外部ハードディスクドライブを本機に USB2.0 で接続して
使用するモードを選択します。（ 111 ページ）
USB DEVICE：
パーソナルコンピューターなどに本機を USB2.0 で接続し
て、P2 カードをマスストレージとして使用するモードを選択
します。（ 109 ページ）

____ は工場出荷値です。
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SW MODE 画面

項目 設定内容 備考
LOW GAIN GAIN スイッチの L 位置に割り当てるゲイン値を設定しま

す。
0dB、3dB、6dB、9dB、12dB、15dB、18dB

• VFR 時、フレームレートを
4FRAME 以下に設定している
ときは、0 dB 固定動作となり
ます。

MID GAIN GAIN スイッチの M 位置に割り当てるゲイン値を設定しま
す。
0dB、3dB、6dB、9dB、12dB、15dB、18dB

• VFR 時、フレームレートを
4FRAME 以下に設定している
ときは、0 dB 固定動作となり
ます。

HIGH GAIN GAIN スイッチの H 位置に割り当てるゲイン値を設定しま
す。
0dB、3dB、6dB、9dB、12dB、15dB、18dB

• VFR 時、フレームレートを
4FRAME 以下に設定している
ときは、0 dB 固定動作となり
ます。

SUPER GAIN USER ボタンに割り当てるスーパーゲインを設定します。
24dB、30dB
BOTH：
押すたびに 24dB → 30dB → OFF のように切り替わりま
す。

• VFR 時、フレームレートを
4FRAME 以下に設定している
ときは、0 dB 固定動作となり
ます。

ATW ATW（自動追尾式ホワイトバランス）機能を、WHITE 
BALスイッチに割り当てることができます。（ 33ページ）
Bch：
WHITE BAL スイッチを B 位置にしたときに、ATW 機能
を動作させます。
OFF：
WHITE BAL スイッチには ATW 機能を割り付けません。

• WHITE BAL スイッチを B 位置
にしてこのメニューを Bch に設
定しているとき、ATW を割り当
てた USER ボタンを押しても、
ATW 動作を OFF にすることは
できません。

• VFR 時、フレームレートを
4FRAME 以下に設定している
ときは、ATW は動作しません。

HANDLE ZOOM HANDLE ZOOM スイッチの各位置に割り当てる、ズーム
スピードを設定します。
L/OFF/H：
1/2/3 の各位置に、LOW（低速）/OFF/HIGH（高速）
を設定します。（OFF は、ズーム動作を行いません。）
L/M/H：
1/2/3 の各位置に、LOW（低速）/MID（中速）/HIGH（高
速）を設定します。
L/OFF/M：
1/2/3 の各位置に、LOW（低速）/OFF/MID（中速）
を設定します。（OFF は、ズーム動作を行いません。）

W.BAL.PRESET WHITE BAL スイッチの PRST 位置に割り当てる色温度
を設定します。
3.2K、5.6K

____ は工場出荷値です。
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SW MODE 画面（つづき）

項目 設定内容 備考
USER MAIN USER MAIN ボタンに割り当てる機能を設定します。

SPOTLIGHT、BACKLIGHT、ATW、ATWLOCK、
S.GAIN、D.ZOOM、Y GET、DRS、TEXT MEMO、
SLOT SEL、SHOT MARK、MAG A. LVL、 
LVL METER、PRE REC、WFM、LAST CLIP、
FBC、LCD B.L

「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）
USER1 USER1 ボタンに割り当てる機能を設定します。

設定内容は USER MAIN 項目と同じです。
BACKLIGHT（工場出荷時の設定）

「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）
USER2 USER2 ボタンに割り当てる機能を設定します。

設定内容は USER MAIN 項目と同じです。
TEXT MEMO（工場出荷時の設定）

「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）
USER3 USER3 ボタンに割り当てる機能を設定します。

設定内容は USER MAIN 項目と同じです。
DRS（工場出荷時の設定）

「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）
USER4 USER4 ボタンに割り当てる機能を設定します。

設定内容は USER MAIN 項目と同じです。
SLOT SEL

「USER ボタンの活用」（ 39 ページ）
MF ASSIST マニュアルフォーカスモードの時、最後のフォーカスを自動

で合わせます。
ON：
最後のフォーカスを自動で合わせます。
• フォーカスのずれが大きい場合は、フォーカスが合わない

ことがあります。
• CAM REMOTE ジャックに接続されたリモコンの操作で

は動作しません。
OFF：
フォーカスの自動動作を行いません。

FOCUS ASSIST FOCUS ASSIST ボタンに割り当てる機能を設定します。
IN RED：
映像の輪郭部分が赤色でふち取られます。
EXPAND：
液晶モニター画面中央部が拡大表示されます。

WFM WFM ボタンを押したときに、液晶モニターに表示する 
ウェーブフォームの種類を選択します。
WAVE：
波形で表示します。
VECTOR：
ベクトルで表示
WAVE/VECT：
ボタンを押すごとに、OFF → WAVE（波形）→ VECTOR（ベ
クトル）→ OFF の順に切り替わります。

メニューの一覧（つづき）

____ は工場出荷値です。
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AUTO SW 画面

項目 設定内容 備考
A.IRIS ON：

オートモードの時に、オートアイリス制御の動作を行います。
この時 IRIS ボタンは機能しません。
OFF：
オートモードの時に、オートアイリス制御の動作を行いませ
ん。IRIS ボタンで選択されているアイリス制御の動作を行
います。

• VFR 時、フレームレートを
4FRAME 以下に設定している
ときは、オート動作はオフにな
ります。

AGC A.IRIS 項目で ON が選択された時のオートゲイン制御の
動作を設定します。
6dB：
オートモードの時に、最大 6 dB のオートゲイン制御を行
います。
12dB：
オートモードの時に、最大 12 dB のオートゲイン制御を
行います。
18dB：
オートモードの時に、最大 18 dB のオートゲイン制御を
行います。
OFF：
オートモードの時に、オートゲイン制御を行いません。
GAIN スイッチで選択されているゲイン制御の動作を行い
ます。

• A.IRIS 項目が OFF のときは設
定できません。

• VFR 時、フレームレートを
4FRAME 以下に設定している
ときは、オート動作はオフにな
ります。

• S.GAIN を割り当てた USER
ボタンを押して 24 dB また
は 30 dB に設定したときは、
AGC は動作しません。

ATW ON：
オートモードの時に、ATW（自動追尾式のホワイトバランス）
機能が働きます。この時 WHITE BAL スイッチや USER
ボタンでは、ATW 機能動作の ON/OFF を行うことができ
ません。ただし、USER ボタンに ATWLOCK を割り当て
ている時は、USER ボタンでホワイトバランスの値を固定
することができます。
OFF：
オートモードの時に、ATW 機能動作を行いません。
WHITE BAL スイッチで選択されているホワイトバランス
機能動作を行います。

• VFR 時、フレームレートを
4FRAME 以下に設定している
ときは、オート動作はオフにな
ります。

AF ON：
オートモードの時に、オートフォーカスの動作を行います。
この時 FOCUS スイッチは機能しません。
OFF：
オートモードの時に、オートフォーカスの動作を行いません。
FOCUS スイッチや PUSH AUTO ボタンで選択されてい
るフォーカスの動作を行います。

• VFR 時、フレームレートを
4FRAME 以下に設定している
ときは、オート動作はオフにな
ります。

____ は工場出荷値です。
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項目 設定内容 備考
REC FUNCTION 特殊記録モードを設定します。

NORMAL：
特殊記録を行いません。
INTERVAL：
インターバル記録を設定します。
ONE SHOT：
ワンショット記録を設定します。
LOOP：
ループレックを設定します。

「特殊な記録機能を使う」（ 43 ページ）
• 電源を ON にした時は、常に NORMAL に設定されます。

• 以下の場合は、設定できません。
·  REC SIGNAL 項目が 1394
のとき

·  REC FORMAT 項目で
Native 記録を設定していると
き

·  SYSTEM MODE 項目が
1080-59.94i または 480-
59.94i で、CAMERA 
MODE 項目を 24P または
24PA に設定しているとき

·  ワンクリップレックのクリップ連
結継続中のとき

· VFR 項目が ON のとき
ONE SHOT 
TIME

ワンショット記録の記録時間を設定します。
1frm、2frm、4frm、8frm、16frm、1s

「ワンショット記録（ONE SHOT REC）」（ 45 ページ）

• REC FUNCTION 項目が ONE 
SHOT の場合のみ設定できま
す。

INTERVAL 
TIME

インターバル記録を行うときのインターバル時間を設定し
ます。
2frm、4frm、8frm、16frm、1s、2s、5s、10s、 
30s、1min、5min、10min

「インターバル記録（INTERVAL REC）」（ 44 ページ）

• REC FUNCTION 項目が
INTERVAL の場合のみ設定で
きます。

START DELAY インターバル記録、ワンショット記録での記録開始を約 1
秒遅延させます。
ON、OFF

• REC FUNCTION 項目が
INTERVAL または ONE 
SHOT の場合のみ設定できま
す。

PREREC MODE PRE REC を設定します。
ON、OFF

「プリレック（PRE REC）」（ 44 ページ）

• 以下の場合は、設定できません。
·  REC SIGNAL 項目が 1394
のとき

· VFR 項目が ON のとき
·  REC FORMAT 項目で
Native 記録を設定していると
き

·  SYSTEM MODE 項目が
1080-59.94i または 480-
59.94i で、CAMERA 
MODE 項目を 24P または
24PA に設定しているとき

·  REC FUNCTION 項目が
NORMAL 以外のとき

TC MODE 本機内蔵のタイムコードジェネレーターのカウント補正を設
定します。
DF：
ドロップフレームモードでカウントします。
NDF：
ノンドロップフレームモードでカウントします。

「タイムコードの設定」（ 66 ページ）

• 1080-50i、720-50P、
576-50i では、表示されませ
ん。

• 24P、24PA、24PN で動作
しているときは、設定できませ
ん。常にNDFでカウントします。

RECORDING SETUP 画面

メニューの一覧（つづき）

____ は工場出荷値です。
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RECORDING SETUP 画面（つづき）

項目 設定内容 備考
TCG 内部タイムコードジェネレーターを歩進させる動作モードを

設定します。
FREE RUN：
動作モードに関係なく歩進させます。
• Native 記録の VFR モードで、撮影と記録のフレーム数

が異なる場合は、タイムコードは REC RUN 動作となり
ます。

REC RUN：
記録中の時に歩進させます。

TC PRESET 記録するタイムコードの初期値を設定します。
• 撮影・記録を 24P、24PA、24PN に設定している時は、

フレームの値を、0 または、5 の倍数に設定してください。
他の値の場合、記録するタイムコードがずれます。

UB MODE 本機のユーザーズビットに記録する内容を設定します。
USER、TIME、DATE、EXT、TCG、FRM. RATE

「ユーザーズビットの設定」（ 62 ページ）

 

UB PRESET ユーザーズビットを設定します。ただし、UB MODE 項目
で USER を選択している必要があります。

ONE CLIP REC ワンクリップレックモードを設定します。
ON、OFF

「ワンクリップレック（ONE CLIP REC）」（ 47 ページ）

• 以下の場合は設定できません。
·  REC FUNCTION 項目が
NORMAL 以外のとき

·  REC SIGNAL 項目が 1394
のとき

· VFR 項目が ON のとき
START TEXT 
MEMO

記録開始するたびに、自動的に記録開始位置にテキストメ
モを付加する機能を設定します。
ON、OFF

• REC FUNCTION 項目が
NORMAL 以外のときは、設定
できません。

• この項目を ON にして付加され
るテキストメモは、記録開始位
置を示すものです。 
テキストメモを文字情報として
記録する場合は、「クリップメタ
データの設定」（ 87 ページ）
をご参照ください。

TIME STAMP 撮影した映像に DATE/TIME 情報を重畳する機能を設定し
ます。
ON：
DATE/TIME 項目で設定されている情報を映像に重畳しま
す。
OFF：
DATE/TIME 項目で設定されている情報を映像に重畳しま
せん。
＜ノート＞
設定メニュー DISPLAY SETUP 画面の DATE/TIME 項
目が OFF に設定されている場合は、DATE/TIME 情報を
重畳しません。

____ は工場出荷値です。
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AUDIO SETUP 画面

項目 設定内容 備考
LIMITER CH1 CH1 のリミッタを設定します。

ON、OFF
• AUDIO AUTO/MANU CH1

スイッチが AUTO の場合は、
自動調整モードになるため、こ
の項目の設定には関係なくリミ
ッタは、動作しません。

LIMITER CH2 CH2 のリミッタを設定します。
ON、OFF

• AUDIO AUTO/MANU CH2
スイッチが AUTO の場合は、
自動調整モードになるため、こ
の項目の設定には関係なくリミ
ッタは、動作しません。

LIMITER CH3 CH3 のリミッタを設定します。
ON、OFF

• AUTO LEVEL CH3 項目が
ON の場合は、自動調整モード
になるため、この項目は無効と
なりリミッタは、動作しません。

LIMITER CH4 CH4 のリミッタを設定します。
ON、OFF

• AUTO LEVEL CH4 項目が
ON の場合は、自動調整モード
になるため、この項目は無効と
なりリミッタは、動作しません。

AUTO LEVEL 
CH3

CH3 のレベル設定方法を選択します。
ON：
自動調整モードになります。（リミッタは、動作しません）
OFF：
レベルは固定になります。

AUTO LEVEL 
CH4

CH4 のレベル設定方法を選択します。
設定内容は、AUTO LEVEL CH3 と同じです。
ON、OFF

25M REC CH 
SEL

DVCPRO、および DV フォーマット時、記録するオーディ
オチャンネル数を選択します。
2CH：
CH1、CH2 のみを記録します。
4CH： 
4 チャンネルすべてを記録します。

• 以下の場合は、設定できません。
·  SYSTEM MODE 項目が
1080i-59.94i（50i）また
は 720-59.94P（50P）の
とき

·  SYSTEM MODE 項目が
480-59.94i、576-50i
で、REC FORMAT 項目が
DVCPRO50 コーデックのと
き

·  REC SIGNAL 項目が 1394
のとき（1394 の入力状態に
従います。）

·  ワンクリップレックのクリップ連
結継続中のとき

TEST TONE テスト信号を選択します。
LEVEL1：
カラーバー出力時に、1 kHz のテストトーンを出力します。
LEVEL2：
同上のテストトーンを LEVEL1 より小さい音量で出力しま
す。
OFF：
テストトーンは出力しません。

INT MIC 音声記録時の内蔵マイクの入力設定を切り替えます。
ON：
内蔵マイクを使用します。
OFF：
内蔵マイクを使用しません。

メニューの一覧（つづき）

____ は工場出荷値です。
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項目 設定内容 備考
MIC GAIN1 AUDIO INPUT1 端子に接続する外部マイクのレベルを設

定します。
－40dB、－50dB、－60dB

MIC GAIN2 AUDIO INPUT2 端子に接続する外部マイクのレベルを設
定します。
－40dB、－50dB、－60dB

1394 AUDIO 
OUT

DVCPRO または DV モードで 1394OUT に出力する
AUDIO チャンネルを選択します。
CH1/CH2、CH3/CH4

• SYSTEM MODE 項目が
480-59.94i、576-50i
で REC FORMAT 項目が
DVCPRO または DV の場合の
み設定できます。

AUDIO OUT P2 カードを再生した時に、AUDIO OUT 端子（ピンジャッ
ク）、HDMI OUT 端子、ヘッドフォン端子、および内蔵ス
ピーカーから出力する音声信号を設定します。
CH1/CH2：
CH1 端子 =CH1 信号、CH2 端子 =CH2 信号
CH1：
CH1 端子 =CH1 信号、CH2 端子 =CH1 信号
CH2：
CH1 端子 =CH2 信号、CH2 端子 =CH2 信号
CH3/CH4：
CH1 端子 =CH3 信号、CH2 端子 =CH4 信号
CH3： 
CH1 端子 =CH3 信号、CH2 端子 =CH3 信号
CH4：
CH1 端子 =CH4 信号、CH2 端子 =CH4 信号

AUDIO SETUP 画面（つづき）

____ は工場出荷値です。
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OUTPUT SEL 画面

項目 設定内容 備考
SDI & HDMI 
SELECT

SDI OUTとHDMI OUT 端子から出力される信号フォーマ
ットの種類を設定します。
1080i/720P：
SYSTEM MODE 項目の 1080i、720P の設定に従い
ます。
1080i*1：
SYSTEM MODE 項目の設定が 720P でも 1080i で出
力します。
DOWNCON：
SD 信号にダウンコンバートして出力します。

• SYSTEM MODE 項目が
480-59.94i、576-50i の場
合は、設定できません。

SDI & HDMI 
CHAR

SDI OUT と HDMI OUT 端子の出力映像にキャラクタを
重畳するかどうかを選択します。
ON、OFF

SDI OUT SDI OUT 端子からの映像出力を設定します。
ON：
SDI OUT 端子から映像が出力されます。
OFF：
SDI OUT 端子から映像が出力されません。

SDI 
METADATA

SDI OUT のメタデータ重畳を設定します。
ON：
UMID を重畳します。
OFF：
メタデータを重畳しません。
EXPANDED：
UMID とクリップメタデータなどを重畳します。

SDI EDH SDI OUT が SD 信号（480i、576i）のとき、EDH の
重畳を設定します。
ON：
EDH を重畳します。
OFF：
EDH を重畳しません。

DOWNCON 
MODE

HD モード（1080i、720P）のとき、ダウンコンバート
出力（VIDEO OUT および SDI OUT の DOWNCON）
のモードを設定します。
SIDE CROP、LETTER BOX、SQUEEZE

• SYSTEM MODE 項目が
480-59.94i、576-50i の場
合は、設定できません。

VIDEO OUT 
CHAR

VIDEO OUT にキャラクターを重畳するかどうかを選択し
ます。
ON：
キャラクターを重畳します。
OFF：
キャラクターを重畳しません。

VIDEO OUT 
ZEBRA

VIDEO OUT にゼブラパターンを重畳するかどうかを選択
します。
ON：
VIDEO OUT 端子からの映像にもゼブラパターンを表示し
ます。
OFF：
VIDEO OUT 端子からの映像にはゼブラパターンは表示さ
れません。

TC IN/OUT SEL TC IN/OUT 端子を入力（TC IN）、出力（TC OUT）の
どちらで使用するかを選択します。
TC OUT、TC IN

メニューの一覧（つづき）

*1:  SYSTEM MODE 項目が 720-59.94P（50P）で 1080i を選択した場合は、映像確認用としてご
使用ください。

____ は工場出荷値です。
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項目 設定内容 備考
TC OUT TC IN/OUT 端子を TC OUT として使用するとき、出力

されるタイムコードの種類を設定します。
TCG：
常に本機のタイムコードジェネレーターの値を出力します。
TCG/TCR：
カメラ映像出力時はタイムコードジェネレーター値を、再生
映像出力時は、再生されたタイムコード値を出力します。 

• TC IN/OUT SEL 項目が TC 
IN のときは、設定できません。

TC VIDEO 
SYNC

TC IN/OUT 端子を TC OUT として使用するとき、出力
されるタイムコードの出力遅延を設定します。
RECORDING：
本機の記録タイムコードを遅延なしに出力します。
本機のタイムコードをマスターにして 2 台で同時撮りすると
きに使用します。
VIDEO OUT：
VIDEO OUT 端子の出力映像の遅延に合わせて出力しま
す。

• TC IN/OUT SEL 項目が TC 
IN のときは、設定できません。

OUTPUT SEL 画面（つづき）

____ は工場出荷値です。
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項目 設定内容 備考
EVF PEAK 
LEVEL

ビューファインダーおよび液晶モニターのピーキングレベル
を調整します。
－7…0…＋7

EVF PEAK 
FREQ

ビューファインダーおよび液晶モニターのピーキング周波数
を調整します。
HIGH、LOW

EVF SETTING ビューファインダーの輝度とコントラストをサブ画面で調整
します。

（サブ画面）
EVF BRIGHTNESS
EVF CONTRAST

EVF B. LIGHT ビューファインダーのバックライトの明るさを調整します。
HIGH、NORMAL、LOW

EVF COLOR ビューファインダーの映像をカラーで表示するか、白黒で
表示するかを選択します。
ON：
カラーで表示します。
OFF：
白黒で表示します。

EVF MODE 液晶モニターを開いているとき、ビューファインダーを自動
的にオフにするかどうかを設定します。
AUTO：
自動的にオフになります。
ON：
ビューファインダーは常に動作します。
ただし、SDI OUT 設定を「OFF」にしているときに限ります。

「SDI OUT」（ 144 ページ）
ZEBRA1 
DETECT

右側に傾いたゼブラパターン 1 のレベルを設定します。
50%…70%…109%

ZEBRA2 
DETECT

左側に傾いたゼブラパターン 2 のレベルを設定します。
50%…85%…109%

ZEBRA2 ZEBRA2 のタイプを選択します。（ 35 ページ）
ON、SPOT、OFF

MARKER ビューファインダーと液晶モニターに表示するセンター 
マーカーの ON/OFF を設定します。（ 36 ページ）
ON、OFF

SAFETY ZONE ビューファインダーと液晶モニターに表示するセーフティー
ゾーンマーカーを設定します。
• HD (1080i、720P）のとき

90％
4 : 3

2 : 1

14 : 9
1.85 : 1

2.35 : 1
2.39 : 1

:
:
:
:
:
:
:

16 :9 の　90%表示

14 :9 の 100%表示（16:9 と 4:3 の中間サイズ）
1.85 : 1 の 100%表示（アメリカンビスタの範囲）

2.35 : 1 の 100%表示（シネマスコープの範囲）
2.39 : 1 の 100%表示

OFF : セーフティマーカーゾーンを表示しません。

2:1 の 100%表示（スコープサイズの範囲）

4:3 の 100%表示

• SD (480i、576i）のとき
90％
4 : 3

13 : 9

:
:
:

16 : 9 の　90%表示

13 : 9 の 100%表示
14 : 9 : 14 : 9 の 100%表示
OFF : セーフティマーカーゾーンを表示しません。

4: 3 の 100%表示

• SYSTEM MODE 項目が
480-59.94i、576-50i で、
ASPECT CONV 項目が SIDE 
CROP または LETTER BOX
のときは、4:3、13:9、14:9
を選択してもセーフティーゾー
ンマーカーは表示されません。

DISPLAY SETUP 画面

メニューの一覧（つづき）

____ は工場出荷値です。
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項目 設定内容 備考
FOCUS BAR フォーカスの合っている度合いをバーの大きさで表示する

機能を設定します。
ON：
フォーカスバーを表示します。
OFF：
フォーカスバーを表示しません。

• FOCUS ASSIST ボタンには連
動しません。

LCD SETTING 液晶モニターに表示する映像のカラーレベル、輝度、コン
トラストをサブ画面で調整できます。
（サブ画面）
LCD COLOR LEVEL
LCD BRIGHTNESS
LCD CONTRAST

SELF SHOOT 対面撮影を行うときの液晶モニター画面の表示を設定しま
す。
NORMAL：
左右を反転しません。
MIRROR：
左右を反転して表示します。
• MIRROR に設定したときは、対面撮影時液晶モニターの

状態表示はされません。
LCD 
BACKLIGHT

液晶モニターのバックライトの明るさを調整します。
+1、0、-1、-2、-3
+1：
通常よりも明るくなります。
-3：
もっとも暗くなります。

DATE/TIME 日付と時間の表示を設定します。
TIME：
時、分、秒を表示します。
DATE：
年、月、日を表示します。
TIME&DATE：
時、分、秒と年、月、日とを表示します。
OFF：
表示しません。

LEVEL METER オーディオレベルメーターの表示を設定します。
ON、OFF

ZOOM・FOCUS ズーム値とフォーカス値の単位表示を切り替えます。
OFF、NUMBER、mm/feet、mm/m
＜ノート＞
mm/feet 表示、mm/m 表示には誤差がありますので目安
としてお使いください。

CARD&
BATTERY

P2 カードの残量とバッテリーの残量の表示を設定します。
ON、OFF

P2CARD 
REMAIN

P2 カードの記録残量表示の種類を選択します。
ONE-CARD：
現在記録しているカードの残量を表示します。
TOTAL：
2 枚の合計残量を表示します。

DISPLAY SETUP 画面（つづき）

____ は工場出荷値です。
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項目 設定内容 備考
OTHER 
DISPLAY

その他の情報表示を設定します。
PARTIAL：
一部の情報を表示します。
ALL：
全ての情報を表示します。
OFF：
表示しません。

MENU BACK 設定メニューを表示中、バックグラウンドの透過率を下げ、
文字を際立たせるかどうかを選択します。
ON：
バックグラウンド透過率を下げます。（ただし LCD 
SETTING、EVF SETTING のサブ画面は透過率は下がり
ません）
OFF：
バックグラウンド透過率は下がりません。

REC COUNTER 記録時のカウンターの動作を設定します。
TOTAL：
COUNTER RESET ボタンでリセットするまで積算してカ
ウントを続けます。
CLIP：
記録開始時にカウント値をクリアし、撮影単位の時間をカウ
ントします。

DISPLAY SETUP 画面（つづき）

メニューの一覧（つづき）

____ は工場出荷値です。
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CARD FUNCTIONS 画面

項目 設定内容 備考
SCENE FILE SD メモリーカードへシーンファイルの読み書きをします。

FILE SELECT：
シーンファイル（1 ～ 4）を選択します。
READ：
SD メモリーカードに保存されたシーンファイル（1 ～ 4）
の設定値を選択して読み出します。
WRITE：
SD メモリーカードに現在のシーンファイル（1 ～ 4）の設
定値を保存します。
TITLE RELOAD：
タイトル一覧を更新します。

• REC SIGNAL 項目が 1394
のときは、設定できません。

• ワンクリップレックのクリップ連
結継続中は、設定できません。

USER FILE SD メモリーカードへユーザーファイル（SCENE FILE 以
外の項目）の読み書きをします。
FILE SELECT：
ユーザーファイル（1 ～ 4）を選択します。
READ：
SD メモリーカードに保存されたユーザーファイル（1 ～ 4）
の設定値を読み出します。
WRITE：
SD メモリーカードに現在のユーザーファイル（1 ～ 4）の
設定値を保存します。
TITLE RELOAD：
タイトル一覧を更新します。

• REC SIGNAL 項目が 1394
のときは、設定できません。

• ワンクリップレックのクリップ連
結継続中は、設定できません。

SD CARD 
FORMAT

SD メモリーカードをフォーマットします。 • ワンクリップレックのクリップ連
結継続中は、設定できません。
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OTHER FUNCTIONS 画面

項目 設定内容 備考
USER FILE 本機内部のメモリーに対し、ユーザーファィルの保存、読

み出し、初期化を行います。（ 60 ページ）
LOAD、SAVE、INITIAL

・SCENE FILE 画面の項目には影響を与えません。

• REC SIGNAL 項目が 1394
のときは、設定できません。

• ワンクリップレックのクリップ連
結継続中のときは、設定できま
せん。

REMOTE 付属のワイヤレスリモコンでの操作を設定します。
「リモコンの設定」( Vol. 1 の 23 ページ )
OFF：
リモコンでの操作を受け付けません。
1：
動作モード 1 用に設定されたリモコンでの操作を受け付け
ます。
2：
動作モード 2 用に設定されたリモコンでの操作を受け付け
ます。

1394 
CONTROL

本機から DVCPRO/DV 端子に接続された外部機器を制御
する場合の制御方法を設定します。（ 106 ページ）
EXT：
外部機器のみ制御し、本機への記録は行いません。
BOTH：
外部機器と本機の両方を制御し、同時記録を行います。
CHAIN：
本機の記録残量が終端付近になると自動的に外部機器に記
録を行います。
OFF：
制御しません。

• AVC-Intra モード、および
DVCPRO HD の Native モー
ドでは、設定できません。

• インターバル記録、ワンショッ
ト記録、ループレックのときは、
設定できません。

1394 CMD SEL 本機から DVCPRO/DV 端子に接続された外部機器を制御
する場合の、外部機器側の記録停止の状態を設定します。
REC_P：
REC/PAUSE 状態にします。
STOP：
STOP 状態にします。

• AVC-Intra モード、および
DVCPRO HD の Native モー
ドでは、設定できません。

• インターバル記録、ワンショッ
ト記録、ループレックのときは、
設定できません。

ACCESS LED P2 カードアクセスランプを点灯させるかどうかを設定しま
す。
ON、OFF

TALLY LAMP タリーランプの点灯を設定します。
FRONT：
フロントのタリーランプ（マイクロホン側）が点灯します。
REAR：
リアのタリーランプ（ビューファインダー側）が点灯します。
BOTH：
フロントとリア、両方のタリーランプが点灯します。
OFF：
タリーランプは点灯しません。

CLOCK 
SETTING

内蔵のカレンダー（日時）を設定します。
「カレンダーを合わせる」( Vol. 1 の 25 ページ )

メニューの一覧（つづき）

____ は工場出荷値です。



151

メ
ニ

ュ
ー

OTHER FUNCTIONS 画面（つづき）

項目 設定内容 備考
TIME ZONE GMTに対して、−12:00から＋13:00まで30 分単位（た

だし＋12:45 はあり）で設定します。（ 下記）
+9：00（圏内以外は 00：00）

時　差 地　域 地　域時　差
00:00 グリニッジ ＋01:00

－ 00:30 ＋ 01:30
－ 01:00 アゾレス諸島

中部大西洋

＋02:00
－ 01:30 ＋ 02:30

東ヨーロッパ

モスクワ

中央ヨーロッパ

－02:00

ブエノスアイレス

＋03:00
－ 02:30

ニューファンドランド島

＋03:30
－ 03:00

ハリファクス

＋04:00
－ 03:30 ＋ 04:30
－ 04:00

ニューヨーク

＋05:00
－ 04:30 ＋ 05:30

イスラマバード

テヘラン
アブダビ

－05:00

シカゴ

＋06:00
－ 05:30 ＋ 06:30
－ 06:00

デンバー

＋07:00
＋ 07:30

ダッカ

ロード・ハウ・アイランド

バンコク

北京

東京

－07:00
－ 06:30

ロスアンジェルス

＋08:00

ヤンゴン

－07:30 ＋ 08:30
－ 08:00

アラスカ

＋09:00
－ 08:30

マルケサス諸島

＋09:30
グアム－09:00

ハワイ

＋10:00

ボンベイ

－09:30 ＋ 10:30

カブール

－10:00

ミッドウェイ諸島

＋11:00
ノーフォーク島
ニュージーランド

－10:30 ＋ 11:30
－ 11:00 ＋ 12:00
－ 11:30

クワジャリン
＋12:45

－ 12:00 ＋ 13:00
チャタム諸島

ソロモン諸島

ダーウィン

＋00:30

• MENU INIT 項目および USER 
FILE の INITIAL 項目で初期化
を行っても、初期化されません。

• 時刻を設定後に、設定メニュー
TIME ZONE 項目の設定値を
変更すると、表示および記録さ
れる時刻が時差を加えたものに
切り替わります。

GL PHASE HD（1080i、720P）モードのとき、GENLOCK IN 端
子に入力された信号に、位相をロックさせる出力信号を選
択します。（ 70 ページ）
HD SDI：
HD SDI 出力が位相ロックします。
COMPOSITE：
ダウンコンバートされたコンポジット信号（VIDEO OUT の
信号および SDI OUT の 480i、576i 信号）が位相ロッ
クします。

• SYSTEM MODE 項目が
480-59.94i、576-50i のと
きは、設定できません。

H PHASE GENLOCK IN 端子に入力された信号に、位相をロックさ
せる際に水平位相を調整します。
－512…0…＋511

• OPERATION レバーを  
方向に倒した状態を続けると値
が早く変化します。

SEEK SELECT 再生一時停止中に、OPERATION レバーを   方向に
倒して、頭出しする位置を選択します。
CLIP：
クリップの先頭
CLIP&T：
クリップの先頭と、テキストメモの付加点

MENU INIT シーンファイル F1 ～ F6 すべてとユーザーファイルを含む
設定メニュー全体を工場出荷時の状態に戻します。

• 以下の場合は設定できません。
·  REC SIGNAL 項目が 1394
のとき

·  ワンクリップレックのクリップ連
結継続中のとき

____ は工場出荷値です。
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メニューの一覧（つづき）

DIAGNOSTIC 画面

項目 設定内容 備考
VERSION 本機の全ファームウェアのバージョンを表示します。

サブ画面を開くと、それぞれのファームウェアの 
バージョンを確認できます。

（サブ画面）
CAM SOFT：
カメラマイコンのソフトウェア
SYSCON SOFT：
システム制御マイコンのソフトウェア
P2CS BL2-1：
P2 制御マイコンのブートプログラム 1
P2CS BL2-2：
P2 制御マイコンのブートプログラム 2
P2CS KR：
P2 制御マイコンのカーネル
P2CS AP：
P2 制御マイコンのアプリケーションソフトウェア
VUP：
本機のファームウェア全体をアップデートするシステムのソフ
トウェア
VUP FS：
本機のアップデートのファイルシステム
CAM FPGA：
カメラ FPGA のコンフィグレーション ROM
DM FPGA：
メイン FPGA のコンフィグレーション ROM

MODEL NAME 本機の製品名を表示します。
SERIAL NO. 本機の製造番号を表示します。
OPERATION 本機の通電時間を表示します。

____ は工場出荷値です。
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OPTION MENU 画面
DISP/MODE CHK ボタンを押したままにして、撮影状態の内容が表示されてから、MENU ボタンを押すと
表示されます。
• ノンリニア編集時に接続状態を確認するときに使用します。
• 画作り効果を切り替えたいときに使用します。

項目 設定内容 備考
1394 STATUS 1394 状態表示サブ画面が表示されます。

（サブ画面）
FORMAT：
入力、もしくは出力されている信号のフォーマット
RATE：
入力、もしくは出力されている信号の転送レート
60/50：
入力、もしくは出力されている信号の方式
CH：
入力、もしくは出力されているチャンネルの値
SPEED：
入力、もしくは出力されている信号の転送速度
STATUS：
IEEE1394 デジタルインターフェースで入力、もしくは出
力されている信号の状態
VIDEO：
入力、もしくは出力されるビデオ信号の状態
AUDIO：
入力、もしくは出力されるオーディオ信号の状態

1394 CONFIG 1394 拡張用メニューが表示されます。
DFLT、1 ～ 255
• 通常は DFLT のままでご使用ください。

P.A.P FILTER *1 3 次元適応処理技術により画質を向上させる画像フィル 
ターの種類を選択できます。
TYPE1：
3 次元適応効果により感度を向上させた状態で、ノイズ感
を極力抑えた画作りに適した設定
TYPE2：
3 次元適応効果を抑え、感度、画質ともに自然な画作りに
適した設定
• 設定を変更すると「TURN POWER OFF」と表示され

ます。一度本機の電源を OFF にし、再度電源を ON に
してください。

• この項目は、SCENE FILE、
USER FILE として SD メモ 
リーカードに読み書きできませ
ん。

*1:  3 次元適応処理を駆使した PAP（Progressive Advanced Processing）技術により画像を高感度、
高画質にする映像処理回路

____ は工場出荷値です。
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故障？と思ったら（Q&A）
電源関係
電源が入らない。 • バッテリーや AC アダプターは正しく接続されていますか。

接続を確認してみてください。
（ Vol. 1 の
20 ページ）

電源が入ってもすぐに切
れる。

• バッテリーが消耗していませんか。
• バッテリー残量表示が点滅していたり、  の表示が出ている

場合は、バッテリーが消耗しています。
• バッテリーを充電するか十分に充電されたバッテリーを入れてく

ださい。

（ Vol. 1 の
19 ページ）

バッテリー関係
バッテリーの消耗が早
い。

• 十分に充電されていますか。
AC アダプターの CHARGE ランプが消灯するまで充電してくだ
さい。

（ Vol. 1 の
19 ページ）

• 低い温度の所で使っていませんか。
バッテリーは、周囲の温度の影響を受けます。低い温度の所では、
使用時間が短くなります。

―――

• バッテリーが寿命になっていませんか。
バッテリーには寿命があります。寿命は使いかたによって変わり
ますが、十分に充電しても使用時間が短い時は、バッテリーの寿
命です。

―――

バッテリー残量が正しく
表示されない。

• バッテリー残量表示は、目安です。バッテリー残量が正しく表示
されない場合は、バッテリーを満充電した後、使い切り、再度充
電してください。（この操作を行っても、低温、高温になる場所
で長時間使用したバッテリーや、充電を繰り返したバッテリーは、
バッテリー残量表示を正しく表示できないことがあります）

―――

撮影
撮影が始まらない。 • POWER/MODE スイッチが ON になっていますか。 （ Vol. 1 の

24 ページ）
自動でピントが合わな
い。

• マニュアルフォーカスモードになっていませんか。
オートフォーカスモードにすると自動でピントが合います。

• オートフォーカスモードでピントが合いにくい場面を撮影していま
せんか。
オートフォーカスでは、ピントの合いにくい場面があります。こ
の場合は手動フォーカスモードでピントを合わすことができます。
ピントの合いにくい場面 
・遠くと近くのものを撮る
・汚れたガラスの向こうのものを撮る
・暗い場所を撮る
・キラキラと光るものが周りにある
・動きの速いものを撮る
・コントラストの少ないものを撮る

（ 28 ページ）

―――

ご参考
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撮影
P2 カードを正しく入れて
いるのに撮影できない。

• P2 カードの書き込み禁止スイッチが「PROTECT」側になって
いませんか。
｢PROTECT｣ 側になっていると録画できません。

（ 12 ページ）

• P2 カードのメモリー残量が極端に少なくなっていませんか。
内容を他のメディアに保存した上で不要なデータを消すか、新し
いカードに交換してください。

―――

• P2 カードが正しくフォーマットされていますか。または、使用で
きないフォーマットになっていませんか。
本機でフォーマットしてください。

（ 13 ページ）

• 2 GB の P2 カードは使用できません。 ―――
• メディア情報表示が E  表示になっていませんか。

本機でフォーマットしてください。
（ 124 ページ）

• P2 カード 1 枚の中にクリップ数が 1000 をこえて記録すること
はできません。
ワンクリップで記録すると、たくさんのクリップが連結されたク 
リップが生成されるため、サムネール画面で見えるクリップ数は
少なくても、1000 クリップになっている場合があります。

―――

インターバル記録、ワン
ショット記録、ループレッ
クができない。

• ループ REC では残量 1 分以上のカードを 2 枚挿入してくださ
い。

（ 46 ページ）

• 24P などのモードでは、これらの記録ができません。
「特殊な記録機能を使う」( 43 ページ ) を参照して記録フォー
マットなどの設定を行ってください。

―――

編集
ノンリニア編集ができな
い。

• パーソナルコンピューターと接続ケーブルの仕様を確認してくだ
さい。

（ 102 ページ)

• メニュー設定や動作モードを確認してください。
1394 接続の場合は、PB/THUMBNAIL モードにするか、ま
たは設定メニューの REC SIGNAL 項目を 1394 にしてくださ
い。
また、USB 接続の場合は、PC MODE SELECT 項目を USB 
DEVICE にして、POWER/MODE スイッチで PC モードにして
ください。

( 109 ページ）
（ 134 ページ）

（ 136 ページ）

外部機器にダビングでき
ない。

• 外部機器は正しく接続されていますか。 （ 103 ページ）
• DVCPRO/DV 端子から出力できるモードになっていますか。

AVC-Intra、24PN などのネイティブ記録モードでは出力でき
ません。

―――

表示関係
タイムコード表示がおか
しくなる。

• 逆スロー再生をすると、タイムコード表示のカウントが一定にな
らない時がありますが故障ではありません。

――― 
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再生
再生ボタンを押しても再
生できない。

• CAMERA モードになっていませんか。
POWER/MODE スイッチを押して、PB/THUMBNAIL ランプ
を点灯させてください。

( 74 ページ)

• 再生できないクリップ（クリップ番号が赤色）を選択していませ
んか。
・ SYSTEM MODE（1080i、720P など）が異なるクリップ

は再生できません。
・ AJ-HPX3100 などの機器で録画した 24 ビットオーディオ
（CLIP PROPERTY の AUDIO で BITS PER SAMPLE が
24）のクリップは再生できません。

( 78 ページ)

テレビと正しく接続して
いるのに再生画が出な
い。

• テレビの入力切り替えが「ビデオ入力」になっていますか。
テレビ側の説明書をよくお読みになり、接続したビデオ入力端子
を選んでください。

――― 

本機のスピーカーから再
生音声が出ない。

• 本機の音量調整が小さくなりすぎていませんか。
PAGE/AUDIO MON/VAR ボタン + を押して音量を調整して
ください。

( 100 ページ)

ホットスワップ再生ができ
ない。

• 本機はホットスワップ再生に対応していません。
ダビング時には一度停止し、P2 カードを入れ替えてください。

――― 

クリップコピーができな
い。

• ワンクリップレックモードでクリップ連結継続中はコピーができま
せん。
CAMERAモードにしてOPERATIONレバーを 方向（STOP）
に 2 秒間倒し、クリップ連結を解除してください。

( 86 ページ)

その他
SD メモリーカードが読
めない。

• SD メモリーカードが正しくフォーマットされていますか。
本機でフォーマットしてください。

( 16 ページ)

リモコンが働かない。 • リモコンのコイン電池が消耗していませんか。
リモコンを本機のリモコンセンサーの近くで操作しても動作しな
い場合は、コイン電池が消耗しています。新しいコイン電池と交
換してください。

( Vol. 1 の
23 ページ )

• リモコンの設定は合っていますか。
リモコンと本機の［REMOTE］設定が合っていないと、リモコ
ンを操作しても動作しません。

( Vol. 1 の
23 ページ )

本機を前後に傾けた時
に、カタカタと音がする。

• PB/THUMBNAIL モードの時や、POWER/MODE スイッチ
が OFF の時は、カメラ部の構造にカタカタと音がする部分があ
ります。故障ではありません。

―――

電源を入れた時や、PB/
THUMBNAIL モードか
ら CAMERA モードに切
り替えた時、一瞬カタッ
と音がする。

• カメラレコーダー起動時の初期化動作です。カメラレコーダー構
造によるもので、故障ではありません。

―――

故障？と思ったら（Q&A）（つづき）
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本機搭載ファームウェアのアップデート
ご使用機器本体でバージョンを確認しアップデートする方法
設定メニューの DIAGNOSTIC 画面で本機のバージョンを確認のうえ、下記に記載されたサイトの 
ファームウェアに関する最新情報にアクセスし、必要に応じてファームウェアをダウンロードしてください。

• アップデートはダウンロードしたファイルを、SD メモリーカードを介して本機にロードすることにより完了
します。アップデート方法の詳細については、下記ウェブサイトのサポートデスクをご参照ください。

（日本語）http://panasonic.biz/sav/
（英語）http://pro-av.panasonic.net/

• 本機で使用する SD メモリーカードは、SD または SDHC 規格に準拠したものをお使いください。
また、SD メモリーカードのフォーマットは、必ず本機で行ってください。
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お手入れについて
お手入れの際は、ベンジンやシンナーを使わないで
ください。
• ベンジンやシンナーを使うと、カメラレコーダー本

体が変形したり、塗装がはげるおそれがあります。
• お手入れの際は、バッテリーを外しておくか、AC

コードをコンセントから抜いておきます。
• 柔らかい、清潔な布でカメラレコーダーをふいてく

ださい。汚れがひどい時は、水でうすめた台所用
洗剤にひたした布で汚れをふき、乾いた布で仕上
げてください。

ビューファインダーのお手入れ
• ビューファインダーの内部にホコリが付着した場

合、アイカップホルダーを取り外して除去してくだ
さい。

• アイカップホルダーの内側には、特殊処理を施し
ていますので、絶対にふかないでください。ホコ
リが付着した時は、エアーブロアなどで吹き飛ばし
てください。

• アイカップホルダーは、アイカップを付けた状態で
反時計方向に回して取り外します。

（アイカップホルダーは、固めに締めてあります。）
この時、少しビューファインダーを上向きにして行
ってください。

• アイカップホルダーを取り付ける時は、アイカップ
ホルダーとカメラ本体の凹凸部を合わせ、時計方
向にカチッと音がするまで回してください。

アイカップホルダー
アイカップ

凸部
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保管上のお願い
保管時は、バッテリーを外してください。
湿気が少なく比較的温度が一定な場所にそれぞれ保
管してください。

［推奨温度：15℃～ 25℃］
［推奨相対湿度：40% ～ 60%］

カメラレコーダー
• ほこりが入らないよう、柔らかい布で包んでくださ

い。

バッテリー
• 極端に低温、高温になる所では、バッテリーの寿

命が短くなります。
• 油煙やほこりの多い所に保管すると、端子がさび

るなどして故障の原因となることがあります。
• バッテリーの端子に金属物（ネックレスやヘアピン

など）を接触させないでください。端子間がショー 
トし発熱することがあり、この状態で触れると大や
けどをするおそれがあります。

• バッテリーは放電した状態で保管してください。長
期間保管する場合、1 年に 1 回は充電し、カメラ
レコーダーで充電容量を使い切ってから再保管す
ることをお勧めします。

P2 カード
• 本機から取り出した時は、必ず専用キャップを取り

付けて砂やほこりがコネクター部に付着しないよう
にしてください。また、保管時や携帯時は、専用
ケースに入れてください。

• 腐食性のガスなどが発生する所には置かないでく
ださい。

SD メモリーカード
• 本機から取り出した時は、必ずケースに収納してく

ださい。
• 腐食性のガスなどが発生する所には置かないでく

ださい。
• 車の中や直射日光の当たる所など温度が高くなる

所には置かないでください。
• 湿気の高い所やほこりが多い所には置かないでく

ださい。
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P2 カード記録データの取り扱いについて
P2 カードはプロフェッショナル映像制作・放送用機器“DVCPRO P2 シリーズ”の記録メディアに採用した、
半導体メモリーカードです。

■ DVCPRO P2 フォーマットおよび AVC-Intra の
記録データは、ファイル形式のため、パーソナル
コンピューターとの親和性にすぐれていますが、そ
のファイル構造は独自フォーマットであり、MXF フ
ァイル化される映像、音声データだけでなく、さ
まざまな重要情報が含まれており、右記のようなフ
ォルダー構成にて関連付けられています。

これらの情報が一部分でも変更、または削除される
と、P2 データとして認識できない、もしくはカード
が P2 機器で使えなくなるなどの不具合が発生する
場合があります。

■ P2 カード内のデータをパーソナルコンピューターなどに転送したり、パーソナルコンピューターに保存さ
れているデータを P2 カードに書き戻すときは、情報の欠落を防ぐために、必ず専用ソフトウェア「P2 
Viewer」を下記のウェブサイトよりダウンロードし、お使いください。なお、P2 Viewer の動作環境につ
いては、同ウェブサイトのサポートデスクをご参照ください。

（日本語）http://panasonic.biz/sav/
（英語）http://pro-av.panasonic.net/

■ Microsoft Windows Explorer や Apple Finder など、一般の IT ツールを使用してパーソナルコンピュー 
ターに転送する場合は、下記のように行ってください。
なお、P2 カードへ戻す場合は、必ず P2 Viewer をご使用ください。

• CONTENTS フォルダーと LASTCLIP.TXT ファイルごとに行ってください。
• CONTENTS フォルダー以下は、操作しないでください。
• コピーするときは、CONTENTS フォルダーと同時に LASTCLIP.TXT ファイルも行ってください。
• 複数の P2 カードをパーソナルコンピューターに転送する場合、同一クリップ名の上書きを防ぐため、P2

カードごとにフォルダーを作成してください。
• P2 カード内のデータ消去は行わないでください。
• P2 カードは必ず、P2 機器でフォーマットしてご使用ください。

ドライブ :￥

CONTENTS
AUDIO
CLIP
ICON
PROXY
VIDEO
VOICE

LASTCLIP.TXT*
すべてのフォルダーが必要です。
*P2 機器で記録した最後のクリップ情報を書
き込んでいるファイルです。
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メモリーカードのご使用について
<SD メモリーカード使用上の注意 >
• 本機には、SD 規格または SDHC 規格に準拠した SD メモリーカードを入れてご使用ください。
• MMC（Multi Media Card）は、使用できません。（撮影することができなくなることがありますのでご

お気をつけください）
• mini SD/micro SD カードを本機で使用する場合は、必ず、mini SD/micro SD カード専用のアダプ 

ターを装着してご使用ください。（mini SD/micro SD アダプターのみを本機に挿入すると正常に動作し
ません。アダプターには、必ずメモリーカードを入れてご使用ください）

• 当社製の SD メモリーカードおよび mini SD/micro SD カードをご使用いただくことをおすすめします。
またフォーマットは、必ず本機で行ってください。

• 本機では、8 MB から 2 GB の SD メモリーカードおよび 32 GB までの SDHC メモリーカードが使用
できます。

• 取扱説明書に記載された情報以外の最新情報は、下記のウェブサイトより、P2 のサポートページをご覧く
ださい。

日本語： http://panasonic.biz/sav/
英語： http://pro-av.panasonic.net/

使用可能なカード 使用できないカード
SDメモリーカード（miniSD カードを含む）
SDHCメモリーカード（miniSDHCカード を含む）

左記以外のすべてのメモリー
カード
マルチメディアカード
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本製品に関するソフトウェア情報
1.  本製品には、GNU General Public License（GPL）ならびに GNU Lesser General Public 

License（LGPL）に基づきライセンスされるソフトウェアが含まれており、お客様は、これらのソフト
ウェアのソースコードの入手・改変・再配布の権利があることをお知らせいたします。
ソースコードの入手については、下記のホームページをご覧ください。

（日本語） http://panasonic.biz/sav/
（英語） http://pro-av.panasonic.net/

なお、お客様が入手されたソースコードの内容等についてのお問い合わせは、ご遠慮ください。
2. 本製品には、MIT-License に基づきライセンスされるソフトウェアが含まれています。

これらの内容については、本機に付属したインストール CD に収められています。「LDOC」という名前の
フォルダーを参照してください。（原文（英文）で記載しております）
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海外で使う
AC アダプターは、電源電圧（100 V ～ 240 V）、電源周波数（50 Hz、60 Hz）でご使用いただ
けます。市販の変圧器などを使用すると、故障するおそれがあります。

バッテリー充電器を海外で使用するには
国、地域、滞在先によって電源コンセントの形状は異なります。海外
旅行をされる場合は、その国、地域、滞在先に合ったプラグを準備し
てください。変換プラグは、お買い上げの販売店にご相談のうえ、お
求めください。
充電のしかたは、国内と同じです。
バッテリー充電器は日本国内で使用することを前提として設計されて
おりますが、海外旅行等での一時的な使用は問題ありません。
• ご使用にならないときは変換プラグを AC コンセントから外してくだ

さい。

変換プラグの 
一例

図の向きに 
差し込む

AC アダプターを海外で使用するには
海外で使用する場合は、その国に合った接地端子付電源コードを準備してください。
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記録フォーマット一覧
SYSTEM 
MODE

REC FORMAT 撮影・記録フレームモード

コーデック フレーム 
モード VFR OFF VFR ON

1080-
59.94i

AVC-I100
AVC-I50

60i 60i 1P ～ 30P＊1（60i として記録）

30PN 30P (30PN Native 記録 ) 1P ～ 30P＊1（30PN Native 記録）

24PN 24P (24PN Native 記録 ) 1P ～ 30P＊1（24PN Native 記録）

DVCPROHD 60i

CAMERA MODE: 60i 1P ～ 30P＊1（60i として記録）

CAMERA MODE: 
30P (2:2 Over60i 記録）
24P (2:3 Over60i 記録）
24PA (2:3:3:2 Over60i 記録）

―

1080-50i

AVC-I100
AVC-I50

50i 50i 1P ～ 25P＊2（50i として記録）

25PN 25P (25PN Native 記録 ) 1P ～ 25P＊2（25PN Native 記録）

DVCPROHD 50i

CAMERA MODE: 50i 1P ～ 25P＊2（50i として記録）

CAMERA MODE: 
25P (2:2 Over50i 記録） ―

720-59.94P

AVC-I100
AVC-I50

60P 60P 1P ～ 60P＊3（60P として記録）

30PN 30P (30PN Native 記録 ) 1P ～ 60P＊3（30PN Native 記録）

24PN 24P (24PN Native 記録 ) 1P ～ 60P＊3（24PN Native 記録）

DVCPROHD

60P 60P 1P ～ 60P＊3（Over60P 記録）

30PN 30P (30PN Native 記録 ) 1P ～ 60P＊3（30PN Native 記録）

24PN 24P (24PN Native 記録 ) 1P ～ 60P＊3（24PN Native 記録）

720-50P

AVC-I100
AVC-I50

50P 50P 1P ～ 50P＊4（50P として記録）

25PN 25P (25PN Native 記録 ) 1P ～ 50P＊4（25PN Native 記録）

DVCPROHD
50P 50P 1P ～ 50P＊4（Over50P 記録）

25PN 25P (25PN Native 記録 ) 1P ～ 50P＊4（25PN Native 記録）

480-59.94i
DVCPRO50
DVCPRO
DV

60i

CAMERA MODE:
60i
30P (2:2 Over60i 記録）
24P (2:3 Over60i 記録）
24PA (2:3:3:2 Over60i 記録）

―

576-50i
DVCPRO50
DVCPRO
DV

50i
CAMERA MODE:

50i
25P (2:2 Over50i 記録）

―

*1：  設定可能なフレーム数は、1、2、4、6、9、12、15、18、20、21、22、24、25、26、27、28、
30Ｐ

*2： 設定可能なフレーム数は、1、2、4、6、9、12、15、18、20、21、22、23、24、25Ｐ
*3：  設定可能なフレーム数は、1、2、4、6、9、12、15、18、20、21、22、24、25、26、27、28、

30、32、34、36、40、44、48、54、60Ｐ
*4：  設定可能なフレーム数は、1、2、4、6、9、12、15、18、20、21、22、23、24、25、26、27、

28、30、32、34、37、42、45、48、50Ｐ
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エクステンションコントロールユニット使用上のご注意
エクステンションコントロールユニット（AG-EC4G）を接続してご使用になる場合は、以下の点にご注意ください。

AG-EC4G を操作するにあたって
• AG-EC4GのIRISつまみを使用するには、カメラレコーダーのIRIS ボタンでAUTO IRISを選択してください。
• カメラレコーダーの DRS 機能と AG-EC4G の OUTPUT/AUTO KNEE 選択スイッチの関係は下記のよ
うになります。 
DRS機能がONの時は、OUTPUT/AUTO KNEE選択スイッチの状態に関わらずDRS機能が動作します。 
DRS 機能が OFF の時は、OUTPUT/AUTO KNEE 選択スイッチが CAM.AUTO KNEE ON の状態で
AUTO KNEE 動作、CAM.AUTO KNEE OFF の状態で MENU の KNEE 項目（ 133 ページ）で設定し
た動作となります。

• AG-EC4GのND FILTER表示は、カメラレコーダーのOFFが1、1/4が2、1/16が3、1/64が4となります。
• カメラレコーダーで IRIS が F8.5 を表示した場合、AG-EC4G では F8.6 と表示されます。
• カメラレコーダーの OPERATION レバーの SET および一時停止動作は AG-EC4G では使用できません。

カメラレコーダーの動作について
• カメラレコーダーでのシャッタースピードの設定はできません。 

DIAL SEL ボタンを押した場合の SHTR/F.RATE ダイヤルの役割は以下のように順に変化します。 
FRAME RATE  LOCK  FRAME RATE

• カメラレコーダーの GAIN スイッチ、WHITE BAL スイッチ、MENU ボタン、BARS ボタン、USER 
MAIN ボタン、USER1 ボタン、USER2 ボタンは使用できません。なお、AG-EC4G の USER2 ボタ
ンは CAMERA モードと PB/THUMBNAIL モードの切り替え専用になります。

• ワイヤレスリモコンは使用できません。
• MENUのVIDEO OUT CHAR項目（ 144 ページ）は無効となり、エクステンションコントロールユニット

側からの設定に従います。

システム接続時の注意点
• 専用ケーブルを接続するときや外すときは、カメラレコーダーと AG-EC4G の電源を必ず OFF にしてください。
• 電源を入れる時は、先にカメラレコーダーの電源を ON にしてからAG-EC4G の電源を ON にしてください。

また、電源を切る時は、先に AG-EC4G の電源を OFF にしてからカメラコーダーの電源を OFF にしてく
ださい。

• AG-EC4G の電源を切り、再度電源を入れる場合は、1 秒以上待ってから電源を入れてください。
• AG-EC4G の専用ケーブル、または専用オプションケーブル以外は、ご使用にならないでください。故障

の原因になります。
• カメラレコーダーの VIDEO OUT 端子と REMOTE 端子からは同じ映像信号が出力されますが、それぞれ

の端子に同時にケーブルを接続した場合は、出力映像の性能は保証できません。
• CAM REMOTE ジャックにリモコン、REMOTE 端子に AG-EC4G を同時に接続した場合、カメラレコー

ダーの IRIS ボタンで AUTO IRIS を選択した時は AG-EC4G の IRIS つまみ、MANUAL IRIS を選択し
た時は CAM REMOTE ジャックに接続したリモコンの IRIS つまみで IRIS 操作ができます。

• AJ-RC10G は使用できません。

REMOTE 端子
パナソニック品番：K1AY110JA001
メーカー品番：HR10A-10R-10SC (71)【ヒロセ電機】

1
2

45

6

7

8

910

3

REMOTE REMOTE
1 CAM DATA (H) 6 R/C VIDEO OUT
2 CAM DATA (C) 7 R/C VIDEO GND
3 CAM CONT (H) 8 NC
4 CAM CONT (C) 9 +12 V
5 R/C ON 10 GND
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さくいん
番号
MENU 25M REC CH SEL .............................. 142
MENU 1394 AUDIO OUT ............................. 143
MENU 1394 CMD SEL .................................. 150
MENU 1394 CONFIG ..................................... 153
MENU 1394 CONTROL ................................ 150
MENU 1394 STATUS .................................... 153

1394 接続 ............................................. 106

A
MENU ACCESS LED ....................................... 150

AC アダプター
海外で使う .......................................... 163
使う .......................................Vol. 1 の 20
取り付け ...............................Vol. 1 の 20
取り外し ................................Vol. 1 の 20

MENU AF............................................................. 139
MENU AGC ......................................................... 139
MENU A.IRIS ...................................................... 139
MENU A. IRIS LEVEL ...................................... 132
MENU ASPECT CONV ................................... 136

ATW ........................................................... 33
MENU ATW .............................................137, 139
MENU AUDIO OUT .......................................... 143
MENU AUDIO SETUP 画面 ............................ 142
MENU AUTO LEVEL CH3 ............................. 142
MENU AUTO LEVEL CH4 ............................. 142
MENU AUTO SW 画面 ..................................... 139

C
MENU CAMERA MODE .................................. 135
MENU CARD&BATTERY ............................... 147
MENU CARD FUNCTIONS 画面 ................... 149
MENU CHROMA LEVEL ................................. 132
MENU CHROMA PHASE ............................... 132
MENU CLOCK SETTING ................................ 150
MENU COLOR TEMP Ach ............................. 132
MENU COLOR TEMP Bch ............................. 132

D
MENU DATE/TIME ........................................... 147
MENU DETAIL CORING ................................. 132
MENU DETAIL LEVEL ..................................... 131
MENU DIAGNOSTIC 画面 ............................... 152
MENU DISPLAY SETUP 画面 ....................... 146
MENU DOWNCON MODE ............................. 144
MENU DRS ......................................................... 132
MENU DRS EFFECT ........................................ 132

DVDPRO/DV 端子 ............................... 105

E
MENU EVF B. LIGHT ....................................... 146
MENU EVF COLOR .......................................... 146
MENU EVF MODE ............................................ 146

MENU EVF PEAK FREQ ................................. 146
MENU EVF PEAK LEVEL ............................... 146
MENU EVF SETTING ...................................... 146

F
FBC ............................................................. 38

MENU FOCUS ASSIST ................................... 138
MENU FOCUS BAR ......................................... 147
MENU FRAME RATE ....................................... 131

G
MENU GAMMA .................................................. 132

GENLOCK ................................................ 69
MENU GL PHASE ............................................ 151

H
MENU HANDLE ZOOM .................................. 137
MENU HIGH GAIN ............................................ 137
MENU H PHASE ............................................... 151

I
INTERVAL REC ...................................... 44

MENU INTERVAL TIME .................................. 140
MENU INT MIC .................................................. 142

IRIS ボタン ................................................. 30
IRISリング .................................................. 30

K
MENU KNEE....................................................... 133

L
LAST CLIP DELETE .............................. 42

MENU LCD BACKLIGHT ................................ 147
MENU LCD SETTING ...................................... 147
MENU LEVEL METER ..................................... 147
MENU LIMITER CH1 ....................................... 142
MENU LIMITER CH2 ....................................... 142
MENU LIMITER CH3 ....................................... 142
MENU LIMITER CH4 ....................................... 142
MENU LOAD/SAVE/INIT ............................... 131

LOOP REC ............................................... 46
MENU LOW GAIN ............................................. 137

M
MAIN MENU ...........................Vol. 1 の 29

MENU MARKER ................................................ 146
MENU MASTER PED ...................................... 132
MENU MATRIX .................................................. 133
MENU MENU BACK ........................................ 148
MENU MENU INIT ............................................ 151
MENU MF ASSIST ........................................... 138
MENU MIC GAIN1 ............................................ 143
MENU MIC GAIN2 ............................................ 143
MENU MID GAIN ............................................... 137
MENU MODEL NAME ..................................... 152
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N
MENU NAME EDIT ........................................... 133

Native VFR 記録 ...................................... 21
Native 記録 ............................................... 20

O
ONE CLIP REC ........................................ 47

MENU ONE CLIP REC ..................................... 141
ONE SHOT REC ..................................... 45

MENU ONE SHOT TIME ................................. 140
MENU OPERATION ......................................... 152
MENU OPTION MENU 画面 ........................... 153
MENU OTHER DISPLAY ................................ 148
MENU OTHER FUNCTIONS 画面 ................. 150
MENU OUTPUT SEL 画面 .............................. 144

P
MENU P2CARD REMAIN .............................. 147

P2 カード
入れる .................................................... 10
書き戻し.............................................. 116
記録時間 ................................................ 14
記録データ ......................................... 160
状態表示 ............................................. 130
取り出す ................................................ 15
フォーマット .................................. 13, 92
分割 ....................................................... 14
保護 ....................................................... 12

P2 カードアクセスランプ ........................... 12
MENU P.A.P FILTER ........................................ 153

PB/THUMBNAIL モード ................ 13, 74
MENU PC MODE SELECT ............................. 136

PRE REC ................................................... 44
MENU PREREC MODE ................................... 140

R
REC CHECK............................................. 12

MENU REC COUNTER ................................... 148
MENU REC FORMAT ...................................... 134
MENU REC FUNCTION .................................. 140
MENU RECORDING SETUP 画面 ................. 140
MENU REC SIGNAL ........................................ 134
MENU REMOTE ................................................ 150

REMOTE 端子.............................104, 165

S
MENU SAFETY ZONE .................................... 146
MENU SCAN REVERSE ................................. 135
MENU SCENE FILE .......................................... 149
MENU SCENE FILE 画面 ................................. 131
MENU SD CARD FORMAT ............................ 149
MENU SDI EDH ................................................. 144
MENU SDI & HDMI CHAR ............................. 144
MENU SDI & HDMI SELECT ......................... 144

MENU SDI METADATA .................................. 144
MENU SDI OUT ................................................. 144

SD メモリーカード................................... 161
状態表示 ................................................ 98
使う ........................................................ 16
取り出し ................................................. 16
取り付け ................................................ 16
フォーマット ........................................... 92

MENU SEEK SELECT ..................................... 151
MENU SELF SHOOT ....................................... 147
MENU SERIAL NO. .......................................... 152
MENU SETUP .................................................... 136

SHUTTER ................................................. 49
MENU SKIN TONE DTL ................................. 133
MENU START DELAY .................................... 140
MENU START TEXT MEMO ......................... 141
MENU SUPER GAIN ........................................ 137
MENU SW MODE 画面..................................... 137

SYNCHRO SCAN .................................. 50
MENU SYNCHRO SCAN ............................... 131
MENU SYNC SCAN TYPE ............................ 131
MENU SYSTEM MODE .................................. 134
MENU SYSTEM SETUP 画面 ........................ 134

T
MENU TALLY LAMP ....................................... 150
MENU TCG ......................................................... 141
MENU TC IN/OUT SEL ................................... 144
MENU TC MODE .............................................. 140
MENU TC OUT .................................................. 145
MENU TC PRESET .......................................... 141
MENU TC VIDEO SYNC ................................. 145
MENU TEST TONE .......................................... 142

THUMBNAIL ............................................ 76
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